
一
九
三

0
年
代
世
界
綿
布
市
場
に
お
け
る
日
英
綿
業
の
確
執

泉

武

夫

は
じ
め
に

日
本
の
綿
布
輸
出
高
が
一
九
三
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
綿
布
輸
出
高
を
凌
駕
し
た
と
と
は
周
知
の
と
と
に
属
す
る
。

「
世
界
の
工
場
」

を
自
任
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
の
最
も
典
型
的
な
工
業
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
綿
業
が
、

そ
れ
よ
り
も
一
世
紀
あ
ま
り
遅
れ
て
資
本
制
的
生

産
に
乗
り
だ
し
た
極
東
の
一
小
固
に
よ
っ
て
世
界
綿
布
市
場
に
お
い
て
追
い
越
さ
れ
た
わ
け
で
、
世
界
市
場
に
お
け
る
小
さ
か
ら
ざ

る
出
来
事
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
一
九
三

0
年
代
に
お
け
る
日
英
綿
業
の
世
界
綿
布
市
場
を
巡
る
確
執
を
中

心
に
見
て
い
く
。

と
こ
ろ
で
一
九
三

0
年
代
と
い
え
ば
、
あ
た
か
も
一
九
ニ

0
年
代
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
先
行
す
る
よ
う
に
、
世
界
大
恐
慌
が
当

年
代
の
始
期
を
告
げ
、
そ
れ
に
続
く
長
期
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
終
期
は
日
中
戦
争
と
第
二
次
世
界
大
戦
の
開
始
に
よ
っ
て
画
さ
れ
る

－

と
い
っ
た
激
動
の
時
期
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
態
を
論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
日
英
綿
業
に
と
っ
て
は
運
命
的
な
一

0
年
間
で
あ
っ

た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
と
の
係
わ
り
で
若
干
指
摘
す
る
と
、
ま
ず
、
金
本
位
制
か
ら
の
離
脱
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
三
一

年
九
月
に
金
本
位
制
か
ら
離
脱
し
〈
英
領
東
イ
ン
ド
も
乙
れ
に
続
く
て
翌
三
二
年
に
は
保
護
関
税
法
ハ
二
月
）
を
可
決
し
て
略
一

0
0

年
続
い
た
自
由
貿
易
政
策
を
放
棄
す
る
と
共
に
、
オ
タ
ワ
帝
国
経
済
会
議
（
七
l
八
月
〉
を
開
催
し
’て
イ
ギ
リ
ス
連
邦
内
の
特
恵
関
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税
制
度
を
採
用
し
、

ス
タ
ー
リ
ン
ダ
・
ポ
ン
ド
プ
ロ
ッ
ク
経
済
を
形
成
す
る
。
他
方
、
世
界
恐
慌
が
来
襲
す
る
直
前
〈
三
O
年
一
月
〉
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に
金
本
位
制
に
復
帰
し
た
日
本
は
輸
出
の
激
減
と
正
貨
・
金
地
金
の
大
量
流
失
に
耐
え
か
ね
で
、
結
局
三
一
年
一
二
月
再
び
金
輸
出

禁
止
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

．

さ
ら
に
、
世
界
不
況
が
長
期
化
す
る
な
か
で
世
界
の
消
費
も
減
退
す
る
。
特
に
綿
布
を
購
入
す
る
多
く
の
国
は
輸
入
資
金
の
調
達

を
農
産
物
の
輸
出
に
依
存
し
て
い
る
関
係
上
、
農
産
物
価
格
べ
工
業
原
料
価
格
の
低
落
が
与
え
る
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。
例
え

ば
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
の
主
要
生
産
物
は
ゴ
ム
、
砂
精
、
錫
、
コ
ー
ヒ
ー
、
英
領
マ
ラ
ヤ
の
主
要
輸
出
品
は
ゴ
ム
、
錫
、

コ
プ
ラ
で
あ

【

2
）

り
、
英
領
西
ア
フ
リ
カ
は
ア
ク
ラ
・
コ
コ
ア
、
パ

l
ム
・
オ
イ
ル
、
コ
プ
ラ
、
パ

l
ム
核
、
落
花
生
の
価
格
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
、

（

3
）
 

コ
ー
ヒ
ー
の
価
格
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
芯
。
エ
ジ
プ
ト
の
支
払
能
力
は
棉
花
販
売
の
価
格

英
領
東
ア
フ
リ
カ
は
棉
花
、
シ
サ
ル
麻
、

（

4）
 

と
い
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
小
麦
と
羊
毛
、

イ
ン
ド
は
棉
花
と
銑
鉄
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
羊
毛
と
い
っ
た
具
合
で

あ
る
。（1

）
「
ラ
ン
カ
シ
ャ
l
の
主
な
市
場
は
農
業
国
で
あ
り
、
そ
乙
で
購
入
さ
れ
る
商
品
の
量
と
質
は
自
国
の
生
産
物
の
価
格
に
依
る
」
と
い
わ
れ

る
〔
F
E
E
－g
仏
開
n
o
g
E
n
E
S三
尋
問
E
E
E
g
の円。
ζ
・
sm由吉岡円。ロ

H
Z
切円
F
E
r
p
H
H
Oロ
同
ロ
仏
匡
曲
胃
、
．

S
2・唱・
2
。
な

お
間
報
告
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
イ
ギ
リ
ス
綿
業
報
告
』
を
と
お
し
て
見
た
一
九
三
O
年
前
後
の
イ
ギ
リ
ス
綿
業
の
実
状
と
日
本
の
競
争
」

ハ
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
『
社
会
科
学
年
報
』
第
一
八
号
、
一
九
八
四
年
所
収
〉
一
五
O
頁
を
怠
照
さ
れ
た
い
〕
。
さ
ら
に
、
富
g
n
r
g芯円

。
z
g
g同
氏
。
O
B
E
R
g－
J
，Z
〉ロロ
g
－
一官
官
三

O問、
H

，g
宏

p
a
oロ
（
以
下
、
〉
－
m－J
門
・
と
略
記
）
向
。
岡
田
SOS－同
Y
M
M
G
ニ・

（2
〉
〉
・
同
州
・、H，・向。円
H
申

ω同・
同M喝－

H
i’〈広・

（3
）
〉
・河
－J「・
向。同国由
N
切・
司－
M
M
Z
・

（い

4
）
宮
白
ロ
n
r
g
s円。
Z
S
F
2
0向。
o
g自由円
np
sp向
OHEu、】
Nono与
え
』
白
ロ
・
丘
町
f
z
E
J
司・

ω
・



し
か
も
、
世
界
最
大
の
経
済
力
を
有
す
る
ア
メ
リ
カ
で
「
世
界
史
に
お
け
る
転
換
点
」
と
さ
れ
る
ス
ム

l
ト
・
ホ

1
リ
l
関
税
法

が
通
過
し
た
と
と
は
農
産
品
安
・
工
産
品
高
の
鋲
状
価
格
差
が
進
行
す
る
中
で
世
界
の
消
費
力
を
一
層
収
縮
さ
せ
る
乙

と
に
な
る
。
乙
の
輸
入
農
産
物
原
料
に
対
す
る
保
護
関
税
は
「
他
の
諸
国
が
債
務
を
支
払
う
の
を
不
可
能
に
し
、
全
世
界
に
お
い
て

貿
易
報
復
を
誘
発
’
h
u」
と
い
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
需
要
減
少
l
価
格
低
下
l
競
争
激
化
l
価
格
低
下
と
全
体
が
『
不
況
の
螺
旋

《

4】

状
進
行
過
程
」
を
呈
す
る
ζ

と
に
な
り
、
世
界
の
消
費
市
場
の
縮
小
が
ま
さ
に
「
購
買
力
飢
笛
」
と
し
て
日
英
綿
業
に
悲
劇
的
に
作

〈三

O
年〉

用
し
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
両
国
綿
業
は
自
ら
の
責
任
と
は
全
く
関
係
な
い
戦
争
と
経
済
の
軍
事
化
の
中
で
存
立
基

盤
を
崩
さ
れ
て
い
く
と
と
に
な
る
。

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

ハ
1
）

C
・
p
－
キ
ン
ド
ル
パ

l
ガ
1
著
、
石
崎
昭
彦
・
他
釈
『
大
不
況
下
の
世
界

年
一
一
一
頁
。

’

ハ
2
）
同
右
一
六
七
頁
。

（3
〉
の
同
・
出

z
F阻
止
＼
何
回
目

S
E
F
E
s
s－E
Eロ白
E
Z
E
E
C－
r曲
者

a骨
J
o
s
a
g－〈－
p
g・
sa－－
8
m

〈

4
〉
飯
島
幡
司
『
日
本
紡
績
史
』
創
元
社
、
昭
和
二
四
年
二
五
ニ
頁
。

ハ
5
〉
な
お
、
本
稿
と
の
か
か
わ
り
で
、
拙
稿
「
戦
間
期
世
界
綿
布
市
場
に
お
け
る
日
英
綿
業
の
確
執
に
つ
い
て
の
序
章
｜
一
九
ニ
0
年
代
の
展

開
l
」。（
『
専
修
経
済
学
論
集
』
第
五
周
号
一
九
九
三
年
所
収
〉
の
末
尾
に
掲
載
し
た
怠
考
表
を
合
わ
せ
怠
照
さ
れ
た
い
。

一
九
二
九
l
一
九
三
九
』
墓
泉
大
学
出
版
会

一
九
八
ニ

世
界
綿
布
市
場
に
お
け
る
日
英
綿
業
関
係
の
全
般
的
素
描

欧
州
大
戦
を
契
機
と
し
て
世
界
綿
布
輸
出
市
場
の
最
大
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
綿
業
は
シ
ェ
ア
を
大
幅
に
落
と
し
、
旧

水
準
に
回
復
出
来
な
い
ど
こ
ろ
か
一
九
ニ

0
年
代
の
進
行
の
中
で
、
特
に
そ
の
後
半
に
日
本
等
の
後
発
国
綿
業
に
激
し
く
追
い
上
げ
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ら
れ
る
。
大
戦
期
中
に
中
園
、
香
港
市
場
で
は
日
本
綿
布
に
凌
駕
さ
れ
て
イ
ギ
リ
ス
綿
布
は
市
場
支
配
力
を
失
い
、
ニ

0
年
代
末
に



は
蘭
領
東
イ
ン
ド
で
も
日
本
綿
布
に
凌
駕
さ
れ
て
し
ま
う
。
特
に
二

0
年
代
最
後
の
ニ
八
、
二
九
年
に
お
け
る
日
本
の
輸
出
高
の
イ

（

1）
 

ギ
リ
ス
輸
出
高
べ
の
急
迫
は
激
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
以
上
に
つ
い
て
は
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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〈

1
〉

拙
稿
「
戦
間
期
世
界
線
布
市
場
に
お
け
る
：
：
：
」

初
め
に
世
界
市
場
に
お
け
る
日
英
の
関
わ
り
を
統
計
的
に
一
瞥
し
よ
う
。
世
界
の
綿
布
輸
出
量
と
日
英
の
シ
ェ
ア
を
大
雑
把
に
キ

ン
タ
ル
単
位
で
見
た
の
が
表
ー
ー
で
あ
る
。
世
界
大
恐
慌
に
よ
る
市
場
収
縮
に
よ
っ
て
一
九
一
ニ
O
、
三
・一
年
と
輸
出
量
は
ニ
九
年
比

で
七
六
%
、
六
四
%
と
激
減
す
る
。
三
二
年
に
は
下
げ
止
ま
る
も
の
の
、
も
は
や
市
場
回
復
カ
は
弱
く
低
め
安
定
と
い
っ
た
状
態
を

持
続
す
る
。

乙
の
世
界
市
場
の
動
き
に
対
応
し
て
日
本
も
イ
ギ
リ
ス
も
輸
出
の
絶
対
量
を
減
少
さ
せ
る
が
、
三
O
、

三
一
年
に
は
二
九
年
比
で

イ
ギ
リ
ス
は
六
七
%
、
四
八
%
と
す
さ
ま
じ
い
落
ち
込
み
を
示
す
。

乙
れ
に
対
し
て
、
ま
さ
に
折
り
悪
く
三
O
年
一
月
の
金
輸
出
解
禁
と
世
界
大
恐
慌
へ
の
包
摂
と
二
重
の
経
済
収
縮
に
襲
わ
れ
た
日

本
綿
業
で
は
あ
る
が
、
輸
出
量
は
八
八
%
、
七
九
%
と
低
下
す
る
も
の
の
、
率
は
イ
ギ
リ
ス
比
に
し
た
ら
比
較
的
小
さ
か
っ
た
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
後
述
の
通
り
見
通
し
を
楽
観
的
な
ら
し
め
る
。

一
九
三
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
は
輸
出
を
増
加
さ
せ
る
が
、

そ
の
後
再
び
誠
少
さ
せ
、

そ
の
ま
ま
横
ば
い
と
な
る
の
に
対
し
て
、
他

方
、
日
本
は
三
二
年
に
史
上
最
高
の
輸
出
量
を
記
録
し
、
そ
の
後
も
大
き
く
輸
出
を
増
大
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
三
二
年
に
世
界
市
場

シ
ェ
ア
で
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
に
迫
り
（
イ
ギ
リ
ス
三
四
Mm、
日
本
＝
＝

Mm）、

つ
い
に
三
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
を
凌
駕
す
る
こ
と
に
な
る

（
イ
ギ
リ
ス
三
三
%
、
日
本
三
五
%
）
。

そ
の
後
も
日
本
は
四
O
%
、
イ
ギ
リ
ス
は
三
O
%
と
シ
ェ
ア
率
の
差
は
拡
大
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
綿
布
輸
出
を
未
晒
布
、
晒
布
、
染
色
布
（
捺
染
、
糸
染
、
反
染
）
の
種
類
毎
に
属
領
・
外
国
別
〈
イ
ギ
リ
ス
〉
と
種
類
別



日 本

＇＇.~刷岨4四 1,569 
1, 3771 1, 2391 1,780 1, 910! 2, 25刊 2,387 2,374 

(19) (22) (24) (31) (35) (40) (41) (40) 

イギリス 3 3,140 2, 11..5 1,518 1, 944 1, 778 L 770 1, 760 1,811 

(42) (39) (34) (29) (34) (33) (31) (30) (30) 

他 3,223 3!352 2,67: 2,394 1,993 1,769 1,652 1,673 1,766 

(42) (42) (43) (46) (35) (32) (29) (29) (30) 

世界計 7,714 8,061 6,164 5,151 5,717 5,457 5,679 5,820 5,951 

(100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) 

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

表－ 1 世界綿布市場における日英のシェア (lOX) quintals) 

｜！叫

出所：G.E.Hubbard，“Eastern Industrialization and Its Effect on th West，” 
Oxford Univ. Press, 1938, p. 7 

注：I京表では日本の項について100万平方ヤード＝1000quintalsで掲土されているので．イ
ギリ スの平方ヤードとキンタルの換算率IC従って， 100万平方ヤード＝87.6キンタルで
修正しである。前者のような方法は村山高著『世界線業発達史J，日本紡績協会， 1961 
年の p,279付表でもおζなわれている。上記のような換算をしたにしても．綿布には
lightと heavyがあるので．完全というわけではない。

（
日
本
）
に
示
す
と
表

1
2
お
よ
び
3
の
如
く
で
あ
る
。
総
輸
出
の

動
き
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
三

0
年
代
末
に
イ
ギ

リ
ス
が
日
本
よ
り
も
一
段
と
輸
出
を
減
少
さ
せ
て
い
る
の
が
注
目
さ

れ
る
。
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
を
種
類
別
に
つ
い
て
見
る
と
、
ニ

0
年
代
末

に
既
に
未
晒
布
の
割
合
を
三
割
以
下
に
落
と
し
、
主
力
を
晒
布
と
染

色
布
に
移
し
て
い
る
。
三

0
年
代
に
入
る
と
金
種
類
で
輸
出
高
を
減

少
さ
せ
る
が
、
特
に
未
晒
布
は
三

O
年
に
半
減
、
三
一
年
三
分
の
一

と
激
減
し
、
晒
布
は
土
木
晒
布
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
三
三
年
に
は

半
減
（
以
上
二
九
年
比
）
す
る
。
そ
し
て
前
者
は
二
割
を
大
き
く
割
り

込
み
、
後
者
は
三
割
を
か
ろ
う
じ
て
保
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
事
態

と
な
り
、
両
者
と
も
絶
対
量
を
増
大
さ
せ
る
乙
と
は
な
い
。
乙
れ
に

対
し
て
染
色
布
は
三

O
、
三
一
年
の
落
ち
込
み
を
三
三
年
に
は
か
な

り
回
復
し
、
以
後
も
一
定
の
水
準
を
維
持
し
、
割
合
を
四
割
か
ら
五

割
合
と
鉱
大
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
輸
出
の
中
核
品
と
な
る
。

乙
れ
に
対
し
て
日
本
の
輸
出
綿
布
の
場
合
は
、
晒
布
の
比
重
は
小

さ
く
、
二

0
年
代
末
で
未
晒
布
と
染
色
布
が
措
抗
す
る
形
と
な
っ
て

い
る
が
、
特
に
既
に
後
者
が
前
者
を
越
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
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る
。
乙
れ
は
ニ

0
年
代
が
経
過
し
て
い
く
中
で
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー



表－2 種類別日英綿布輸出（millionsquare yards) 

米晒布 蘭 布 i蛤色布 合計
日本｜イギリス 日本｜イギリス日本｜イギリス 日本｜イギリス

1928年 608 1,084 115 1. 349 696 1,434 1,419 3,867 

(43) (28> ( 8) (35) (49) (37) (100) (100) 

29 816 1,034 128 1,295 846 1,342 1,791 3,671 

(46〕 (28> ( 7) (35> (47) (37) (100) (100) 

30 672 581 163 877 736 953 1,572 2,407 

(43) (24> (10) (36) (47) (40) (100) (100) 

31 561 203 190 639 662 776 1,414 1. 716 

(40) (18> (13〕 (37> (47) (45> (100) (100) 

32 749 366 360 783 922 i.049 2,032 2,197 

(37) (17) (18) (36) (45) <48) (100) <100> 

33 611 376 464 654 1,105 1,001 . 2,181 2,031 

(28) (19) (21) (32) (51) (49> (100) <100> 

34 772 359 510 615 1,295 1,015 2,577 1,994 

(30) (18) (20) (31) (50) (51> (100) <100> 

35 945 329 511 611 1,269 1,008 2,725 1,948 

(35) (17> (19) (31) (47) (52) (100) <100> 

36 963 316 529 602 1,218 998 2,710 1;916 

(36) (16) (20) (31> (45) (52) (100) <100> 

37 811 317 649 573 1,185 1,032 2,644 1,921 

(31) (17) (25) (30) (45) (54> (100) <100> 

38 829 235 510 422 841 729 2,181 1,386, 

(38) <11> (23) (30) (39) (53> (100) <100> 

39 853 223 516 405 1,076 766 2,446 1,394 

(35) (16> (21) (29>. (44) (55> (100) <100> 

出所 ：日本は『各年綿糸紡績事情怠考書』による。
イギリスは ＂AnnualStatements of the Trade of the United Kingdom”． 
1930, 35, 39年各 V。I.mによる。

注：u抱色布は Printed〈様染布）， dyed Piece 〈反祭布）， of dyed Yarn 〈糸象布〉の
合計である。
2.日本の染色布は『怠考書』では「加工布」と寝記されている。
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商
業
会
議
所
が
日
本
製
染
色
布
の
進
出
に
た
び
た
び
懸
念
を
表
明
し
て
い
た
の
と
符
号
し
て
い
る
。
三

O
、
三
一
年
に
未
晒
布
と
染

イ
ギ
リ
ス
ほ
ど
の
減
少
で
は
な
い
。
そ
し
て
両
者
と
も
に
三
二
年
か
ら
増
加
に
転
じ
、
大
き
く
輸
出

色
布
の
輸
出
が
減
少
す
る
が
、

を
伸
ば
し
て
い
く
。
晒
布
の
方
は
三

O
、
三
一
年
に
も
む
し
ろ
増
勢
を
保
ち
、
三
二
年
以
降
に
は
さ
ら
に
輸
出
量
を
増
加
さ
せ
て
い

く
。
そ
の
過
程
で
未
晒
布
は
四
割
台
か
ら
三
割
台
に
割
合
を
落
と
し
、
晒
布
は
二
割
合
へ
と
比
重
を
増
し
、
染
色
布
は
依
然
と
し
て

五
割
近
い
水
準
を
持
続
し
て
い
る
。
そ
の
分
三

0
年
代
に
日
本
輸
出
綿
布
の
加
工
度
が
進
ん
だ
乙
と
を
物
語
る
わ
け
で
、
縮
小
し
た

世
界
市
場
の
な
か
で
イ
ギ
リ
ス
製
綿
布
と
日
本
製
綿
布
の
確
執
が
そ
れ
だ
け
厳
し
く
な
っ
た
乙
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

（1
）
同
右
拙
稿
「
戦
間
期
世
界
綿
布
市
場
：：
：
」
お
よ
び
〉
・
河
・、『・向。ニ由自・唱－

H
F
・－宮
O
ロ
壬
『
同
P
E
E
P
こ
g
・
2
F
S
N
P
Z－

同
∞
ゐ
・
を
怠
照
さ
れ
た
い
。

そ
し
て
、
三
五
年
に
ニ
七
億
二
五
百
万
平
方
ヤ
l
ド
と
日
本
綿
布
輸
出
の
戦
前
に
お
け
る
最
高
を
記
録
し
、
三

O
年
に
は
未
晒
布

輸
出
で
、
三
三
年
に
は
染
色
布
輸
出
で
、
三
七
年
に
は
晒
布
輸
出
で
、
一
二
三
年
に
は
金
綿
布
輸
出
で
日
本
綿
業
が
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
綿

業
を
凌
駕
し
て
い
く
。

次
に
属
領
別
の
イ
ギ
リ
ス
の
綿
布
輸
出
と
日
本
の
関
わ
り
を
見
ょ
う
（
表
｜
3
の
1
、
2
）。

イ
ギ
リ
ス
布
の
輸
出
先
は
、

二
八
年

を
除
く
と
、
二

0
年
代
は
ほ
ぼ
五

O
%台
半
ば
が
属
領
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
三
一
年
に
は
属
領
向
け
が
大
幅
に
減
少
し
て
属

領
、
外
国
と
相
半
ば
す
る
。
し
か
し
、
三
二
年
か
ら
は
属
領
向
け
が
再
び
比
重
を
増
し
て
、
六

O
%と
と
れ
ま
で
以
上
に
属
領
に
依

存
す
る
度
合
い
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
綿
布
種
類
で
見
る
と
、
未
晒
布
は
ニ

0
年
代
の
高
い
属
領
市
場
依
存
か
ら
＝
二
年
以
降
外
国

市
場
依
存
の
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
晒
布
に
関
し
て
は
三

0
年
代
に
こ
れ
ま
で
の
度
合
い
を
大
幅
に
越
え
て
属
領
市
場
に
依
存

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
染
色
布
は
ニ

0
年
代
は
む
し
ろ
外
国
市
場
の
比
重
が
高
め
に
推
移
し
た
の
と
は
逆
に
、
コ
一

0
年
代
は
属
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領
市
場
に
大
き
く
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。



I~国｜ム 1f国~Iムti国
1913年 1,642 716 1,099 946 1,252 1,420 3,993 3,082 

(70) (30) (54) (46) (47) (53) (56) (44) 

20 628 340 788 627 949 1,104 2,365 2,071 

(65) (35) (56) (44) (46〕 (51) (53) (47) 

25 773 611 785 705 720 843 2,278 2,157 

(56) (44) (53〕 (47) (46) (51) (51) (49) 

28 711 373 804 545 688 745 2,204 1,663 

(66) (34) (60) (40) (48) (52) (60) (40) 

29 695 339 739 557 641 702 2,074 1,597 

(67) (33) (57) (43) (48) (52) (56) (44) 

30 348 233 499 377 468 485 1,311 1,095 

(60) (40) (57) (43) (49) (51) (54) (46) 

31 125 177 350 289 388 388 863 853 

(4i) (59) (55) (45) (50) (50) (50) (50) 

32 184 182 483 300 591 458 1.258 940 

(50) (50) (62) (38) (56) (44）、 (57) (43) 

33 185 191 386 268 521 480 1,092 939 

(49) (51) (59) (41) (52) (48) (54) (46) 

34 191 169 413 202 560 455 1. 168 826 

(25) (47) (67) (33) (55) (45) (59) (41) 

35 199 130 441 170 602 406 1,242 706 

(60) (40) (72) (28) (60) (40) （臼〕 (36) 

36 172 144 430 172 555 443 1,156 759 

(54) (46) (71〕 (29) (56) (44) (60) (40) 

37 148 169 397 176 586 446 1,131 790 
(47) (53〕 (69) (31) (57) (43〕 (59) (41〕

38 139 96 285 136 448 281 873 513 
(59) (41〕 (68) (32) (61) (39) (63) (37) 

39 122 100 271 183 441 325 835 559 
(55) (45) (67) (33) (58) (42) (60) (40) 

出所：表－2IC同じ。ただし，1920,25, 30, 35, 39年各 Vol.m による。
注： 1913年の単位は millonlinear yads，以後は millionsquare yardsである。
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1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

表－3の2 日英綿布輸出英領及、外国比較 (million s. yds) 

I 192昨ト~9勾年 I 1930年 I1931年 I1932年
1. 日 本

全 国 1,419 1,791 1,572 1,414 2,032 

(100) (100) (100〕 (100) (100) 

イギリス領 482 757 631 671 987 

(34) (42) (40) (47) (49) 

印 度 358 581 404 404 645 
(25) (32? (26) (29) (32) 

自治領 24 29 39 61 74 

( 2) ( 2) ( 2) C 4) ( 4) 

他 100 147 188 206 268 

( 7) ( 8) (12) (15) (13) 

外 国 936 1,034 941 743 1,045 

(66) (58) (60) (53) (51) 

2. 芙 国

金 国 3,866 3,672 2,407 1,716 2,198 

(100) (100) (100) (100) (100) 

イギリス領 2，却4 2,074 1,311 863 1,258 

(57) (56) (54) (50) (57) 

印 度 1,542 1,374 778 389 599 
(40) (37) (32) (23) (27) 

自治領 314 341 275 259 314 
( 8) ( 9) (11) (15) (14) 

他 348 359 258 215 345 

( 9) (10) (11) (13) (16) 

外 国 1,662 1,598 1,096 853 940 

(43) (44) (46) (50) (43) 

出所：PEPIndus甘iesGroup，“Report on the British Cotton Industryヘ1934,
p. 34. 
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こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
布
の
属
領
市
場
と
の
関
わ
り
に
対
し
て
日
本
の
場
合
を
見
る
と
、
英
領
東
イ
ン
ド
へ
の
輸
出
が
急
増
す
る
と

は
い
え
、
二

0
年
代
は
中
園
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
等
の
英
属
領
以
外
の
外
国
へ
の
輸
出
が
か
な
り
の
比
重
を
占
め
て
い
た

160 

の
が
（
二
八
年
で
英
領
が
三
分
の
一
、
外
国
が
三
分
の
ニ
〉
、

ニ
九
年
以
降
英
属
領
へ
の
輸
出
割
合
が
急
増
し
、

一
一
一
年
に
は
英
属
領
市

場
と
外
国
市
場
が
相
半
ば
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
三

0
年
代
初
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
領
へ
の
日
本
布
の
進
出
が
そ

れ
だ
け
激
し
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
九
三

0
年
代
初
期
の
動
向

一
九
三

O
年

最
大
の
イ
ギ
リ
ス
布
市
場
で
あ
る
イ
ン
ド
で
は
、

付

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
求
め
て
ガ
ン
ジ
ー
指
導
下
に
国
民
会
議
派
が
三
月
英

印
円
卓
会
議
を
拒
否
し
て
第
二
次
非
暴
力
抵
抗
運
動
に
入
り
、
イ
ギ
リ
ス
品
に
対
す
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
四
月
に

イ
ン
ド
綿
業
保
護
法
を
制
定
し
て
英
印
特
恵
を
含
む
保
護
関
税
を
設
定
し
、
イ
ギ
リ
ス
品
四
%
、
外
国
品
九
%
の
輸
入
関
税
引
き
錫

げ
を
実
施
仁
川
的
。
日
英
、
目
印
聞
に
お
け
る
最
恵
国
条
款
に
も
拘
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
特
恵
制
度
が
導
入
さ
れ
た
乙
と
は
注
目
さ
れ

る
。
乙
の
イ
ン
ド
で
の
イ
ギ
リ
ス
製
繊
維
品
の
販
売
と
購
入
禁
止
が
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
貿
易
に
測
り
し
れ
な
い
障
害
と
な
り
、
そ
れ
と

新
関
税
が
一
緒
に
な
っ
て
イ
ギ
リ
ス
貿
易
の
鋭
い
減
少
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

イ
ン
ド
の
生
計
費
を
二
九
年
比

六
%
低
下
さ
せ
た
イ
ン
ド
の
農
産
物
価
格
の
低
下
も
イ
ギ
リ
ス
布
輸
入
削
減
の
別
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

（1
）
「
英
国
製
品
に
対
す
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
白
熱
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、
其
他
外
国
製
綿
布
に
対
す
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
も
猛
烈
に
宣
伝
さ
れ

た
。
従
而
、
：
：
：
就
中
、
綿
製
品
輸
入
の
激
減
は
正
に
驚
異
に
価
す
る
所
」
と
言
わ
れ
る
（
荻
原
貞
夫
稿
『
甲
谷
蛇
に
於
る
綿
布
市
場
』
横
浜

正
金
銀
行
頭
取
席
調
査
課
昭
和
六
年
二
六
頁
）
。



（

2
）

A
、
栖
布
・
染
色
布
で
な
い
平
織
生
地
で
織
出
無
ヘ
ッ
ジ
ン
グ
な
い
し
九
ヤ
ー
ド
以
上
の
綿
布
｜
｜
附
イ
ギ
リ
ス
ロ
聞
従
価
一
五
M
m
か
一
ポ

シ
ド
三
・
五
ア
ン
ナ
の
高
い
方
、
同
外
国
品
従
価
ニ
O
%
か
一
ポ
ン
ド
三
・
五
ア
ン
ナ
の
高
い
方
。
B
、

A
以
外
の
綿
布
｜
｜
附
イ
ギ
リ
ス
品

従
価
一
五
%
、
同
外
国
品
従
価
二
O
M
m
。

〈

3
〉
〉
－

m・1
「
・
向
。
門
店
ω
。・
同Y
H

i
－－

中
国
で
は
為
替
の
驚
く
べ
き
落
ち
込
み
が
貿
易
を
殆
ど
不
可
能
に
し
た
上
に
、
日
本
の
競
争
が
支
配
的
な
役
割
を
演
じ
続
け
て
い

る
一
方
で
、
中
国
の
工
場
自
体
の
活
動
も
貿
易
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
。
蘭
領
東
イ
ン
ド
市
場
は
二
大
支
柱
で
あ
る
ゴ
ム
と

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

砂
糖
の
低
価
格
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
は
満
足
か
ら
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
乙
れ
に
反
し
て
日
本
の

《

2
V

競
争
が
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
製
品
で
増
加
し
て
お
り
、
主
に
低
価
格
が
日
本
の
成
功
を
説
明
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

ハ
1
）
〉
・
河
・、『
・
向。円
E
U
0
・
℃－
M

－M
－

（

2
〉
同
右
。

エ
ジ
プ
ト
市
場
に
於
い
て
も
三
O
年
は
失
望
的
な
年
で
、

イ
ギ
リ
ス
の
活
動
の
最
大
の
縮
減
は
未
晒
布
で
起
こ
っ
て
い
る
。
日
本

と
イ
タ
リ
ア
が
イ
ギ
リ
ス
の
対
エ
ジ
プ
ト
貿
易
の
卓
越
性
を
も
ぎ
取
ろ
う
と
努
力
し
て
お
り
、
特
に
、

日
本
は
、

エ
ジ
プ
ト
の
高
関

税
率
賦
課
に
続
く
第
E
四
半
期
に
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
が
一
千
一
百
万
ヤ
ー
ド
に
減
少
し
た
の
に
、
逆
に
四
百
万
ヤ
ー
ド
増
加
さ
せ
て

い
る
。
日
本
品
は
他
国
品
よ
り
も
常
に
一
な
い
し
二
割
が
た
廉
価
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
英
領
東
ア
フ
リ
カ
市
場
に
お
い
て
は
イ
ギ

リ
ス
の
捺
染
品
と
反
染
品
が
主
に
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
た
め
に
大
き
な
後
退
を
蒙
り
、
両
国
の
競
争
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
深
刻
な

脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
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〈

1
）

〉
－河－
H
J
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ω。・
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M
M
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（

2
）
 

ハ
3
V

『
内
外
綿
業
年
鑑
昭
和
六
年
版
』
二
四
五
頁
。

〉－

m－吋・向。円
H
8
0
・
司七－

H
H
i
干
支
・
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乙
う
し
た
事
態
に
つ
い
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
商
業
会
議
所
で
は
ご
九
三

0
年
代
は
全
て
の
事
業
家
、
特
に
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
綿

貿
易
に
従
事
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
困
難
と
不
安
の
時
代
と
し
て
記
憶
さ
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
年
と
記
録
さ
れ
る
。
乙
れ

に
対
し
て
日
本
綿
業
は
三

O
年
二
月
一
五
日
か
ら
第
十
一
次
操
業
短
縮
（
一
カ
月
二
昼
夜
休
業
、

一
昼
夜
十
七
時
間
操
業
を
基
準
と
し
、
さ

ら
に
ニ
昼
夜
お
よ
び
一
割
休
業
〉
に
入
り
、
さ
ら
に
十
月
一
日
以
降
一
カ
月
二
昼
夜
休
業
を
追
加
す
る
な
ど
厳
し
い
対
策
に
迫
ら
れ
る

が
、
日
本
綿
業
界
全
体
と
し
て
は
後
述
の
通
り
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
、
西
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
で
の
需
要
を
予
測
し
て
イ
ギ
リ

（

2）
 

ス
の
認
識
と
比
べ
て
予
想
外
に
楽
観
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
1
）

宮
g
n
r晴朗陣。円。
Z
S
F
R
。
向
。
。
ョ
ヨ
四
円
n♂
宏
、
H，r
o
H
N由
3
3
0『同
Z
図
。
阻
止
O
『
ロ
可
申
n
g
g（
以
下
回
同
・
回
・

0
と
略
記
〉
問
。
門
店
ω

。J

同
M

・＝－－

ハ
2
〉
「
本
年
会
ニ

O
年
〉
皮
の
業
界
は
如
何
な
る
状
勢
を
辿
る
可
き
ゃ
に
付
き
で
は
未
だ
容
易
に
予
断
を
許
さ
な
い
が
：
：
：
綿
業
界
自
体
と
し

て
は
統
制
宜
し
き
を
得
て
今
後
需
給
の
上
に
甚
だ
し
き
不
均
衡
を
生
ず
る
懸
念
な
き
事
：
：
：
が
大
い
な
る
慰
安
材
料
で
あ
る
。
海
外
市
場
に
つ

き
で
は
今
日
の
銀
貨
安
並
に
支
那
に
於
け
る
新
国
定
税
率
の
実
施
が
対
支
輸
出
に
及
ぼ
す
影
響
相
当
大
な
る
も
の
あ
る
可
く
又
印
度
の
政
情
が

依
然
不
安
を
示
し
外
国
綿
糸
布
排
斥
速
動
は
猶
相
当
期
間
継
続
す
る
も
の
と
予
想
せ
ら
る
る
今
目
容
易
に
楽
観
は
出
来
な
い
が
印
度
産
品
の
不

当
な
る
高
値
に
あ
る
実
状
よ
り
見
て
早
晩
少
な
く
と
も
日
本
品
に
対
す
る
需
要
の
喚
起
を
見
る
に
至
る
可
き
は
想
像
に
難
く
な
い
。
南
洋
そ
の

他
の
市
場
維
持
に
つ
き
で
は
今
日
何
等
の
懸
念
が
な
い
寧
ろ
今
後
に
於
い
て
相
当
増
加
の
可
能
性
を
認
む
る
又
欧
州
鰭
圏
西
部
ア
フ
リ
カ
及
南

中
米
市
場
は
昭
和
六
年
度
日
本
綿
糸
布
進
出
地
域
と
し
て
其
の
前
途
を
嘱
望
せ
ら
れ
て
居
る
。
」
（
『
大
日
本
紡
績
速
合
会
月
報
〈
以
下
、
月
報

と
省
略
〉
』
第
四
六

O
号
、
五
七
頁
）
。



∞ 
一
九
三
一
年

ハ
I
V

イ
ン
ド
は
三
月
に
一
率
五
%
の
付
加
税
、
九
月
に
本
税
の
二
五
%
の
付
加
税
と
二
度
に
わ
た
っ
て
関
税
を
引
き
場
げ
、
し
か
も
、

「
特
に
日
本
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
札
民
」
に
も
拘
ら
ず
、
日
本
の
競
争
は
弱
ま
る
乙
と
も
無
く
、
本
質
的
に

目
、本
の
活
力
を
大
き
く
制
限
す
る
と
と
は
無
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
制
停
止
（
九
月
）
に
よ
る
期
待
も
日
本
が
追
随
し
た
こ

二
月
）
乙
と
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
し
ま
い
、
結
局
、
競
争
戦
で
適
当
な
秩
序
を
確
立
す
る
た
め
に
は
生
産
費
を
削
減
し
、
そ
れ
を
競

争
的
水
準
で
維
持
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
の
感
慨
が
ラ
ン
カ
シ
ャ

1
綿
業
界
を
捉
え
る
乙
と
に
な
る
。

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

ハ
1
）
三
月
改
訂
。

A
、
晒
布
・
反
染
布
で
な
い
平
織
生
地
で
無
ヘ
ッ
ジ
ン
グ
な
い
し
九
ヤ
ー
ド
以
上

1
l附
イ
ギ
リ
ス
品
従
価
ニ

O
%か
一
一
封

皮
三
・
五
ア
ン
ナ
の
高
い
方
、
同
外
国
品
従
価
二
五
Mm
か
一
一
封
度
＝
了
五
ア
ン
ナ
の
高
い
方
。

B
、
A
以
外
の
綿
布
｜
｜
附
イ
ギ
リ
ス
品
従
価

ニ
O
%、
同
外
国
品
従
価
二
五
Mm。

九
月
改
訂
。
上
記
口
問
A
－
－
－
附
イ
ギ
リ
ス
品
従
価
ニ
五
Mm
か
一
封
度
四
・
三
七
五
ア

ン
ナ
の
高
い
方
、
同
外
国
品
従
価
＝
二
・
二
五
Mm
か一

封
皮
四
・
三
七
五
ア
ン
ナ
の
高
い
方
。
上
記
B
品
l
！
的
イ
ギ
リ
ス
品
従
価
二
五
Mm、
同
外
国
品
従
価
＝
二
・
二
五
Mm。
（
以
上
『
内
外
線
業

年
鑑
昭
和
七
年
版
』
一
八
七
l
八頁）。

（
2
〉
戸
国
・0
・向。同

5
2・唱－

i
・

ハ
3
〉
K
F
・河・吋
・
同。同

H8H・司－
M
，、．

中
国
市
場
で
は
九
月
肥
満
州
事
変
が
勃
発
し
、

日
貨
排
斥
運
動
が
展
開
さ
れ
る
。
乙
の
強
力
な
日
本
品
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、

ほ
ぼ
完
全
に
良
好
な
貿
易
の
実
現
の
見
込
み
を
失
っ
て
い
た
岡
市
場
で
、
イ
ギ
リ
ス
布
輸
出
の
回
復
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

L
U。
日

本
布
の
最
大
の
輸
出
市
場
で
あ
っ
た
中
国
，へ
の
日
本
布
の
輸
出
は
乙
の
年
大
幅
に
減
少
し
、
日
貨
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
継
続
、
中
。国
綿
業
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の
興
隆
、
中
国
輸
λ
関
税
強
化
な
ど
に
よ
っ
て
、

と
の
年
以
降
も
日
本
布
の
中
国
本
土
へ
の
輸
出
は
減
少
を
続
け
る
。
そ
の
分
日
本



《

2
V

綿
業
は
英
領
東
イ
ン
ド
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
へ
と
輸
出
ド
ラ
イ
ブ
を
強
め
て
い
く
乙
と
に
な
る
。

〈1
）
〉
－

m・、吋－
E
『
冨
ω同・唱・

2
－
－
た
だ
し
、
長
期
的
観
点
か
ら
す
る
と
、
戦
争
が
貿
易
を
改
善
す
る
の
は
疑
わ
し
い
〈
「
同
」
）
と
の
認
識

が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
1
商
業
会
議
所
に
は
あ
っ
た
乙
と
を
付
記
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
乙
れ
以
降
の
日
本
軍
国
主
義
に
よ
る
侵
略
戦

争
に
よ
っ
て
、
在
掌
紡
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
も
、
日
本
綿
業
の
建
立
・
興
隆
の
市
場
的
基
礎
で
あ
っ
た
中
国
か
ら
結
局
日
本
綿
製
品
は
駆

逐
さ
れ
て
い
く
と
と
に
な
る
。

（

2
〉
『
月
報
』
第
三
八
五
号
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ニ
O
頁。

コ
ー
ヒ
ー
の
主
要
生
産
物
の
連
続
し
た
低
価
格
の
た
め
に
、
岡
市
場
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス

《

l
）

の
貿
易
は
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
の
状
態
が
続
く
。
英
領
マ
ラ
ヤ
市
場
で
も
当
地
の
主
要
輸
出
品
で
あ
る
ゴ
ム
、
錫
、
コ
プ
ラ
等
の
第
一

蘭
領
東
イ
ン
ド
の
ゴ
ム
、
砂
糖
、
錫
、

次
産
物
価
格
の
続
落
が
岡
市
場
の
購
買
力
を
大
き
く
削
減
す
る
と
い
う
経
済
状
態
が
ラ
ン
カ
シ
ャ
！
の
輸
出
を
妨
げ
る
。
し
か
し
、

日
本
は
貿
易
の
割
合
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。

岡
市
場
の
総
輸
入
の
収
縮
に
も
拘
ら
ず
、

（

1
）
 

（

2
〉

〉－
H
N

・、『・問。円

Z
E・
司
・
同
三

同
右

東
ア
フ
リ
カ
市
場
で
は
日
本
か
ら
の
未
晒
布
の
輸
入
は
昨
年
よ
り
減
少
す
る
が
、
日
本
は
依
然
と
し
て
大
量
の
貿
易
を
保
持
し
続

け
、
当
市
場
は
日
本
の
活
動
の
継
続
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ケ
ニ
ヤ
と
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
日
本
か
ら
の
糸
染
製
品
が
市
場

《

1》

支
配
力
を
維
持
し
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
市
場
で
は
、

エ
ジ
プ
ト
棉
に
対
す
る
世
界
の
需
要
が
減
少
し
続
け
、
殆
ど
収
益
が
な
く
な
る

ま
で
価
格
が
低
下
す
る
が
、

イ
ギ
リ
ス
、

日
本
、

イ
タ
リ
ア
が
占
有
す
る
貿
易
の
割
合
は
変
わ
ら
ず
、
特
に
日
本
は
三

O
年
に
撞
得

日
本
の
進
出
と
イ
ギ
リ
ス
の
衰
退
は
引
き
続
き
「
価
格
」
に
要
約
さ
れ
る
と
イ
ギ
リ

し
た
地
盤
を
そ
の
ま
ま
持
続
す
る
。
そ
し
て
、



ス
綿
業
は
結
論
づ
け
る
。

（

1
〉

（

2
）
 

〉・同州．、
H
J

向。門店
2
・
同Y
M
M
－

〉－

m－吋・問。同
E
2・句－
H
H
Z
・

ト
ル
コ
で
は
一
二
月
一

O
日
付
け
で
「
工
業
原
料
品
及
圏
内
に
製
造
さ
れ
ざ
る
も
の
を
除
き
他
の
一
般
輸
入
品
は
輸
入
割
当
を
行

1930年代世界綿布市場における日笑綿業の確執

う
」
と
の
輸
入
制
限
令
が
公
布
さ
れ
、
三
一
年
一
二
月
分
と
三
二
年
一
｜
三
月
分
の
数
字
が
発
表
さ
れ
、
以
後
三
カ
月
毎
に
輸
入
許

可
量
が
発
表
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
そ
し
て
制
限
量
以
上
の
ト
ル
コ
へ
の
輸
入
は
ト
ル
コ
製
品
の
購
入
と
引
き
当
て
に
許
可
す
る
と

い
う
タ
カ
ス
制
度
を
導
入
す
る
。
ト
ル
コ
で
い
ち
早
く
輸
入
割
当
制
と
互
恵
主
義
が
導
入
さ
れ
た
乙
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
公
布

以
前
の
日
本
の
大
幅
な
輸
出
が
制
限
さ
れ
る
と
と
に
な
る
が
、
日
本
は
対
ト
ル
コ
綿
布
輸
出
の
九
割
を
タ
カ
ス
制
度
に
依
存
し
な
が

（

2
）
 

ら
、
ト
ル
コ
の
綿
製
品
貿
易
の
最
大
の
シ
ェ
ア
を
手
に
し
、
日
本
布
の
輸
入
は
総
貿
易
の
三
分
の
一
に
達
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
競

（

3
〉

争
は
年
々
鋭
く
な
っ
て
お
り
、

ζ

乙
で
も
こ
れ
ま
で
よ
り
も
も
っ
と
低
い
価
格
が
成
功
の
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

『
内
外
綿
業
年
鑑
昭
和
八
年
版
』
三
二
一
頁
。

『
内
外
線
業
年
鑑
昭
和
八
年
版
』
三
ニ
ニ
頁
。

〉
・
同
・
吋
・
宮
内
岡
山
沼
田
・
司
・
M
M
Z
・

〈

1
）

〈

2
〉

ハ
3
〉

『
月
報
』
第
三
八
五
号

二
三
l
五
頁
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
I
商
業
会
議
所
は
「
一
九
三
一
年
は
戦
後
史
の
タ
l
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
あ
ろ

う
」
と
断
言
す
る
。
と
の
深
刻
な
経
済
危
機
の
下
で
イ
ギ
リ
ス
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ポ
ン
ド
を
金
本
位
制
の
も
と
に
維
持
す
る
と
と

《

2
V

が
困
難
と
な
り
、
つ
い
に
＝
二
年
九
月
金
本
位
制
か
ら
離
脱
す
る
。
乙
れ
に
対
し
て
日
本
綿
業
は
満
州
事
変
と
も
絡
ま
っ
て
か
つ
て

165 

体
験
し
た
乙
と
の
無
い
「
最
悪
な
一
年
」
で
あ
る
と
深
刻
な
不
況
を
嘆
き
な
が
ら
も
、
輸
出
総
量
の
著
し
い
減
少
は
無
か
っ
た
と
、



《

3
V

三
O
年
と
同
様
比
較
的
楽
観
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
も
．っ
と
も
そ
の
陰
で
は
賃
金
カ
ッ
ト
や
ト
〈
員
削
減
と
い
っ
た
猛
烈
な
合
理
化
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が
進
行
し
て
い
た
乙
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
量
の
金
貨
、
金
地
金
の
正
貨
流
出
（
二
九
年
末
正
貨
準
備

一
O
億
七
二
百
万
円
が
三

O
年
来
八
億
二
六
百
万
円
、
三
一
年
末
四
億
七
千
万
円
に
激
滅
）
に
直
面
し
て
、
日
本
も
＝
二
年
一
二
月
に
再
び
金

輸
出
を
禁
止
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
満
州
事
変
以
降
、
上
海
事
件
、
本
格
的
日
中
戦
争
へ
の
突
入
と
繰
り
返
さ
れ
る
日
本
の
軍

事
侵
略
に
対
応
し
た
排
日
排
日
貨
運
動
の
中
で
日
本
布
は
中
国
本
土
か
ら
限
り
な
く
駆
逐
さ
れ
て
い
く
。

〈

1
〉

S
H
N
・回・ロ－

mo同
岡
市
甲

ω同
省
官
－

r

（2
）
同
右
。
唱
・
志
・

（3
）
「
昭
和
六
年
の
吾
が
国
経
済
界
は
独
逸
の
金
融
恐
慌
に
よ
っ
て
更
に
拍
車
を
加
へ
ら
れ
た
世
界
経
済
恐
慌
の
旋
風
中
に
巻
き
込
ま
れ
深
刻

な
る
不
景
気
に
終
始
し
た
。
殊
に
綿
業
界
に
と
り
で
は
、
満
州
事
件
に
伴
っ
て
起
こ
っ
た
支
那
の
未
曾
有
の
大
排
日
貨
、
印
度
再
度
の
関
税
増

徴
英
国
の
金
本
位
停
止
に
伴
う
務
為
替
の
動
揺
及
其
製
産
品
の
猛
烈
な
る
東
洋
市
場
毒
回
策
等
に
影
響
せ
ら
れ
、
舎
で
経
験
せ
る
最
悪
の
一
年

と
も
称
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
然
し
静
か
に
過
去
一
年
の
推
移
を
験
す
る
と
き
、
綿
糸
製
産
額
は
前
年
に
比
し
僅
少
な
が
ら
増
加
を
見
、
綿
布
の

輸
出
は
叙
上
の
如
き
原
因
よ
り
し
て
旧
市
場
に
於
い
て
激
減
せ
る
に
不
拘
、
輸
出
総
量
に
於
い
て
は
著
し
き
滋
少
も
な
く
、
殊
に
加
工
品
其
他

の
高
級
品
が
地
域
的
に
も
数
量
的
に
も
増
加
の
傾
向
に
あ
る
乙
と
は
、
吾
が
綿
業
の
技
術
的
進
歩
と
関
係
業
者
の
新
市
場
開
拓
に
対
す
る
挽
ま

ざ
る
努
力
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
て
、
誠
に
心
強
い
次
第
で
あ
る
。
」
ハ
『
月
報
』
第
四
七
一
号
、
一
七
｜
八
頁
）
。

一
九
三

O
、
三
一
両
年
の
主
な
市
場
に
関
し
て
日
英
綿
業
の
関
係
を
見
た
わ
け
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
認
識
を
「
未

晒
布
部
門
の
円

3
2
0吾
ω
R
Z
Oロ
」
で
の
表
明
で
代
表
さ
せ
る
と
、
三

O
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
の
大
き
な
減
少
は
イ
ン
ド

の
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
中
国
の
内
乱
と
銀
下
落
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
経
済
変
動
、
南
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
混
乱
、
外
国
の
輸
入
関

税
、
イ
ギ
リ
ス
の
重
要
な
市
場
で
破
滅
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
商
品
価
格
の
低
水
準
等
の
不
利
な
条
件
の
た
め
で
あ
っ
て
、
特
に
競
争

相
手
の
成
功
の
た
め
だ
け
に
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
の
む
し
ろ
控
え
目
な
認
識
で
あ
っ
（
乱
。
三
年
に
な
る
と
、
輸
出
市
場

以
上
、



に
お
け
る
大
衆
の
購
買
力
の
削
減
が
過
酷
な
競
争
を
活
発
に
し
、
低
水
準
の
商
品
価
格
が
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
綿
業
の
不
況
の
根
本
原

日
本
や
他
の
極
東
諸
国
と
の
競
争
に
対
応
す
る
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
生
産
費
を
大
幅
に
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

因
で
あ
り
、

か
し
、
賃
金
切
り
下
げ
、
受
け
持
ち
織
機
台
数
増
加
等
の
合
理
化
や
販
売
組
織
、
商
業
方
法
の
修
正
等
は
イ
ギ
リ
ス
の
価
格
と
競
争

者
の
価
格
と
の
差
を
切
り
開
く
に
は
不
十
分
で
あ
る
、
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

r陶、，町、
2 1 、ー，、、，，

〉
－
河
・
同
，
・
向
。
円

S
u
o－唱－
H
E〈・

〉
・
河
・
、
『
・
『
O
門
店
山
田
・
司
－

H
M
C
2
・

1930年代世界綿布市場における日英綿業の磁執

白

一
九
三
二
年

イ
ン
ド
で
は
八
月
か
ら
一
八
九
四
年
イ
ン
ド
関
税
涯
に
基
づ
い
て
イ
ギ
リ
ス
製
以
外
の
全
綿
布
に
対
し
て
五

O
%の
関
税
増
徴
が

（

1
v
 

な
さ
れ
る
。
乙
れ
は
イ
ン
ド
の
圏
内
工
業
に
と
っ
て
現
行
保
護
を
無
効
に
す
る
価
格
で
日
本
が
ダ
ン
ピ
ン
グ
し
て
い
る
と
い
う
ボ
ン

ベ
イ
と
ア

l
メ
、
ダ
パ

l
ド
の
工
場
主
の
申
し
立
て
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
乙
う
し
た
事
態
の
原
因
と
な
っ
た
日
本
の
活
動
の
増
加
と

（

2
）
 

日
本
の
生
産
物
の
非
常
に
低
い
価
格
は
議
論
の
余
地
が
な
い
と
さ
れ
る
。
乙
乙
に
来
て
日
本
綿
業
の
脅
威
は
イ
ギ
リ
ス
綿
業
に
対
し

て
の
み
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
の
工
場
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

日
本
の
生
活
水
準
と
労
働

水
準
の
如
何
な
る
大
幅
な
上
昇
も
有
り
そ
う
に
な
い
の
で
、
結
局
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
の
見
通
し
は
実
質
的
な
関
税
差
別
の
継
続
以
外

《

3

〉

ー

に
無
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
従
来
困
難
を
蒙
る
乙
と
の
な
か
っ
た
セ
イ
ロ
ン
で
も
、
日
本
が
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の

（

4）
 

イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
シ
ェ
ア
は
驚
く
ほ
ど
低
下
す
る
。

生
産
コ
ス
ト
に
比
較
に
な
ら
な
い
価
格
で
商
品
を
岡
市
場
に
氾
濫
さ
せ
、

（

1
）
一
八
九
四
年
イ
ン
ド
関
税
法
で
は
、
イ
ン
ド
内
地
で
生
産
さ
れ
る
製
品
に
対
す
る
保
護
を
無
効
に
す
る
よ
う
な
価
格
で
輸
入
さ
れ
る
場
合

に
は
イ
ン
ド
総
督
は
必
要
な
範
囲
ま
で
関
税
の
引
き
場
げ
を
な
す
乙
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
乙
れ
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
品
に
対
す
る

16'1 



関
税
は
鋸
え
お
き
と
し
、
他
国
の
、

A
、
晒
布
・
反
染
布
以
外
の
平
織
生
地
綿
布
で
総
出
無
ヘ
ッ
ジ
ン
グ
か
九
ヤ
ー
ド
以
上
の
綿
布
は
従
価
五

OMmも
し
く
は
一
ポ
ン
ド
に
付
き
五
・
二
五
ア
ン
ナ
か
高
い
方
、

B
、
他
の
綿
布
は
従
価
五
O
%を
課
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
（
『
内
外
綿

業
年
鑑
昭
和
七
年
版
』
一
八
四
l
八
頁
）
。

（2
〉
〉
・
同
－
H
J
r
同
志
ω
N
・唱－
M
u
n
i
－－－

（3
）
〉
・
河
－
H

J

F同
店
ω
N
・同
M

・
M
M
－H
－

ハ
4
〉
同
右
。
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他
方
、
英
領
西
ア
フ
リ
カ
で
も
三
二
年
後
半
中
に
非
常
に
短
期
間
の
内
に
日
本
か
ら
の
最
初
の
「
脅
迫
的
徴
候
」
が
深
刻
な
現
実

｛

2
）
 

と
な
っ
た
と
さ
れ
、
東
ア
フ
リ
カ
植
民
地
と
の
綿
布
貿
易
で
「
日
本
か
ら
の
脅
威
的
競
争
」
が
継
続
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
る
。
イ

ギ
リ
ス
帝
国
内
で
唯
一
金
本
位
制
を
維
持
し
て
い
る
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
で
も
、
低
価
格
商
品
で
の
競
争
の
多
く
は
日
本
か
ら
来
て
お

り
、
そ
乙
で
は
関
税
が
従
価
を
基
礎
と
し
て
い
る
た
め
に
、
日
本
品
の
低
価
格
が
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
五
%
特
恵
関
税
に
よ
る
利
益

｛

3
）
 

の
享
受
を
不
可
能
に
し
て
い
る
と
日
本
布
の
廉
価
さ
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
乙
乙
で
は
い
ち
早
く
反
通
貨
切
下
関
税
が
導

（

4）
 

入・
5
れ
て
日
本
布
の
流
入
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
乙
と
に
な
る
。
エ
ジ
プ
ト
で
も
削
減
さ
れ
た
購
買
力
と
低
廉
な
日
本
の
生
産
物
が
イ
ギ

リ
ス
の
不
利
益
の
最
大
の
原
因
で
あ
り
、
価
格
が
考
慮
の
中
心
に
置
く
べ
き
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

「
日
本
品

が
阪
売
さ
れ
る
全
く
非
経
済
的
価
格
」
は
、
こ
れ
ら
の
市
場
に
お
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
重
要
な
市
場
で
も
イ
ギ
リ
ス
の
繁
栄

に
対
す
る
最
大
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
と
は
公
知
の
事
実
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
比
約
。

ハ
1
〉
〉
－

m－叶・同
azuN・喝－
H
ヱ
・
た
だ
し
、
英
領
西
ア
フ
リ
カ
最
大
の
市
場
で
あ
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
三
二
年
の
二
月
を
除
く
一
一
カ
月

の
綿
布
輸
入
高
一
億
三
百
万
平
万
ヤ
ー
ド
中
、
イ
ギ
リ
ス
が
九
千
四
百
万
平
方
ヤ
l
ド
、
日
本
が
二
百
万
平
方
ヤ
l
ド
で
、
実
額
と
し
て
は
日

本
の
輸
出
高
は
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
量
で
あ
る
（
『
内
外
綿
業
年
鑑
昭
和
八
年
版
』
三
九
三
｜
四
頁
〉
。
日
本
綿
業
の
世
界
市
場
に
お
け
る



参
入
の
度
合
い
に
対
す
る
警
戒
感
が
そ
れ
だ
け
強
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
2
〉
K
F
－HN
・
け
な
円

E
S－
M
Y
H

ヱ2
・
な
お
、
ケ
ニ
ャ
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
総
輸
入
四
千
四
百
万
平
方
ヤ
l
ド
の
う
ち
日
本
が
六
九
%
を
占
め
、

イ
ギ
リ
ス
が
一
三
Mm
と
な
っ
て
お
り
、
タ
ン
ガ
ニ
カ
の
輸
入
に
つ
い
て
も
生
地
綿
布
は
大
部
分
日
本
ロ
問
、
晒
布
は
イ
ギ
リ
ス
に
代
わ
っ
て
日
本

が
首
位
を
占
め
、
集
染
布
・
色
綿
布
で
は
日
本
が
完
全
に
芙
・
印
・
蘭
の
諸
国
を
圧
し
た
と
い
わ
れ
る
（
『
内
外
綿
業
年
鑑
昭
和
八
年
版
』

三
八
一

l
ニ
頁
〉
。

（
3
）
〉
－
－
N・、吋－

F
岡
田S
N・同
Y
M
M
a
i
－－

ハ
4
）

前

掲

出

E
F
E
E－
s開
白
田
お

Z
Hロ向田
zaz曲－
uaFOロ
：・
3

・匂－

Z
－

（
5
）
〉
－

m－吋
・
向。町田
S
N・目
Y
H
u
n
－－
r

1930年代世界綿布市場における日英線業の確執

自
治
領
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
前
年
よ
り
も
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
は
改
善
さ
れ
、

日
本
の
利
害
は
ま
だ
小
さ
い
も
の
の
、

本
か
ら
の
競
争
の
増
加
に
関
し
て
多
く
の
乙
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
特
に
日
本
か
ら
の
船
積
量
の

拡
張
は
非
常
に
顕
著
で
あ
り
、
し
か
も
日
本
品
の
低
価
格
が
市
場
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
た
め
に
、
船
積
以
上
に
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
を

傷
付
け
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
お
。

ハ
1
〉

〉－

m・1『・問。『
HgN・
唱－
M
M
n
i
・

見
ら
れ
る
よ
う
に
三
二
年
に
は
世
界
綿
布
市
場
、
な
か
ん
ず
く
イ
ギ
リ
ス
帝
国
市
場
に
お
け
る
日
本
綿
業
か
ら
の
競
争
圧
力
が
強

そ
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
綿
業
界
の
危
機
感
は
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
日
本
布
が
価
格
の
低
さ
を
武
器
と
し
て
市
場

大
と
な
り
、

占
有
率
を
高
め
て
い
く
速
度
は
量
以
上
に
脅
威
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
。

ζ
れ
に
対
し
て
、
日
本
綿
業
界
の
認
識
は
、
あ
ら
ゆ

る
経
済
的
政
治
的
苦
難
を
克
服
し
、
為
替
低
落
に
よ
っ
て
各
国
の
「
禁
止
的
高
率
関
税
の
障
壁
」
を
乗
り
越
え
で
、
三
二
年
後
半
に

イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
量
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
た
と
し
て
い
る
。

毎
月
新
記
録
を
作
る
輸
出
を
逮
成
し
、

日

169 
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（1
）
「
圏
内
に
於
て
は
予
期
の
如
き
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
は
行
は
れ
ず
、
外
に
あ
っ
て
は
米
国
財
界
不
況
の
重
圧
を
受
け
た
為
め
、
此
再

禁
止
景
気
は
幾
何
も
な
く
消
え
去
り
、
再
び
不
況
に
陥
り
物
価
は
益
々
低
落
し
た
。
而
し
て
満
州
問
題
は
上
海
事
変
へ
と
鉱
大
し
、
之
れ
が
為

め
国
際
関
係
の
慈
化
懸
念
演
厚
と
な
り
、
是
等
内
外
政
治
、
経
済
上
の
動
揺
よ
り
生
ぜ
る
一
大
社
会
不
安
は
五
月
頃
に
至
っ
て
遂
に
其
頂
点
に

達
し
た
。
此
の
如
き
情
勢
裡
に
在
っ
て
我
が
紡
績
業
も
勿
論
深
刻
な
る
苦
悩
を
嘗
め
た
に
相
違
な
い
が
、
経
営
の
合
理
化
、
能
率
の
増
進
、
新

市
場
開
拓
に
対
す
る
当
業
者
の
不
断
の
努
力
と
同
心
協
訟
は
あ
ら
ゆ
る
苦
節
離
を
克
服
し
た
。
而
し
て
斎
藤
非
常
時
内
閣
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

政
策
に
伴
ひ
為
替
相
場
の
低
落
す
る
や
、
我
が
輸
出
綿
布
は
、
各
地
の
禁
止
的
高
率
関
税
の
障
壁
を
す
ら
乗
り
越
え
、
昨
年
（
一
ニ
二
年
）
下
半

期
は
各
月
新
記
録
を
作
り
、
数
量
的
に
は
造
か
に
英
国
の
輸
出
額
を
凌
駕
す
る
に
到
っ
た
。
」
（
『
月
報
』
第
三
九
五
号
二
頁
ゴ
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そ
の
た
め
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
商
業
会
議
所
で
は
三
二
年
に
ト
！
？
ス
・
パ

l
ロ
l
卿
を
議
長
と
す
る
「
日
本
の
競
争
に
関
す
る

特
別
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
て
、

日
本
か
ら
の
競
争
問
題
の
対
策
に
従
事
す
る
乙
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
商
業
会
議
所
の
年
次
報
告

中
の
「
理
事
会
報
告
叶

Z
H
N告
白
骨
O

ご
Z
∞S
E
a
ロ5
2
0互
に
三
二
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
「
日
本
の
競
争
】
右

g
g

の
O
B司
a
E
oロ」

と
題
す
る
一
項
を
設
け
て
、

日
本
の
競
争
に
つ
い
て
特
に
報
告
し
て
い
る
。

三
年
「
報
告
」
の
内
容
は
要
約
次

の
よ
う
で
あ
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
綿
業
が
綿
製
品
の
世
界
の
需
要
に
対
す
る
供
給
源
と
し
て
挑
戦
を
受
け
ず
に
い
る
と
期
待
出
来
る
時
代
は
明
ら
か

に
過
ぎ
去
っ
た
。
日
本
の
効
率
的
で
企
業
心
に
富
ん
だ
綿
業
が
必
然
的
に
イ
ギ
リ
ス
綿
製
品
輸
出
貿
易
に
深
刻
な
問
題
を
創
り
出

し
た
乙
と
は
明
白
で
あ
る
。
日
本
が
日
本
の
支
配
下
全
領
域
で
イ
ギ
リ
ス
品
に
対
し
て
禁
止
的
樟
壁
を
課
し
て
い
る
一
方
で
、
日

本
品
は
イ
ギ
リ
ス
品
と
同
じ
条
件
で
帝
国
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
明
白
な
不
公
正
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
が
綿

製
品
貿
易
の
資
格
を
有
す
る
世
界
市
場
で
シ
ェ
ア
を
公
正
に
確
保
す
る
た
め
に
は
最
大
の
警
戒
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
イ
ギ

リ
ス
政
府
に
包
括
的
な
陳
情
を
な
い
叫
。
」



〈

1
）

河－∞・ロ・同
O『

HgN・問者・，、主ム同・

永
い
乙
と
イ
ギ
リ
ス
自
由
貿
易
帝
国
主
義
の
中
核
的
要
素
を
担
っ
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
綿
業
は
今
や
政
府
の
施
策
を
要
求
す
る
事
態

に
た
ち
至
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
は
と
の
年
の
二
月
に
保
護
関
税
法
を
制
定
し
て
自
由
貿
易
主
義
を
ぬ
郷

し
、
七
月
の
オ
タ
ワ
帝
国
経
済
会
議
で
イ
ギ
リ
ス
連
邦
内
特
恵
関
税
制
度
を
採
用
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ポ
ン
ド
を
中
核
と
す
る
プ

ロ
ッ
ク
経
済
形
成
に
進
ん
で
い
く
と
と
は
周
知
の
ζ

と
で
あ
る
。

な
お
、

イ
ギ
リ
ス
領
で
は
な
い
が
、
市
場
に
よ
っ
て
は
輸
入
品
の
価
格
下
落
に
対
応
し
て
輸
入
関
税
の
た
め
の
課
税
評
価
価
格
を

例
え
ば
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
で
は
三
二
年
第
一
四
半
期
三
｜
三
月
）
の
評
価
で
は
キ
ロ
グ

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

低
め
に
改
正
す
る
事
も
な
さ
れ
て
い
る
。

ラ
ム
当
た
り
晒
布
類
は
旧
価
格
一
・
四
五
な
い
し
ニ
・
三
ニ
ギ
ル
ダ
ー
が
一
・
三
五
な
い
し
二
・
二

O
ギ
ル
ダ
ー
へ
、
未
晒
布
類
が

一・

O
Oな
い
し
一
・
五
五
ギ
ル
ダ
ー
か
ら

0
・
八
五
な
い
し
一
・
三
五
ギ
ル
ダ
ー
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
ま
た
シ
リ
ア
で
は
三

二
年
一

l
三
月
の
日
本
産
稿
三
綾
（
平
方
〆
l
ト
ル
当
た
り
一
四
0
グ
ラ
ム
以
上
一
七
0
グ
ラ
ム
以
下
）
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
一
一

O

《

1
v

か
ら
七
四
シ
リ
ア
ピ
ア
ス
ト
ル
へ
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

（

1
）
 

『
月
報
』
第
三
八
五
号

ニ
ニ
頁
。

日
英
綿
布
価
格
差

「
輸
出
産
業
と
し
て
綿
業
は
競
争
世
界
で
は
生
産
効
率
と
低
価
格
以
外
に
他
の
武
器
を
用
い
る
乙
と
が
出
来
に
川
」
と
い
わ
れ
る

下
で
、
右
に
紹
介
し
た
ご
と
く
日
本
布
の
低
価
格
が
大
き
な
脅
威
と
さ
れ
た
。
そ
乙
で
日
英
綿
布
の
価
格
差
と
変
動
を
み
よ
う
。
既
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（円）

｜対米ドル｜ ｜対笑ポンド ｜対印Jレピー｜

1929年 2.171 10.547 0.791 

30 2.026 〈↓7) 9.860 

＜－~必（1~）
0.734 

! 〈品〉31 2.046 9.2切 0.692 

32 3.556 (-76) 12.528 0.954 <-39) 

33 3.964 (-94) 16.656 1. 256 

34 3.383 17.059 1. 287 

35 3.500 17.143 ('--85) 1. 294 

36 3.454 17.143 1.296 

37 3.471 17.143 1. 299 <-88) 

38 3.509 17.143 1. 286 

39 3.849 17.077 1.278 

40 4.267 16.260 1. 220 

外国為替平均相場表－4

出所：日本銀行統計局『明治以降本邦主要経済統計Jpp. 320-1 1,lによって計算。
注：対イギリス・ポンドについては1ポンド＝20シリング. lシリング＝12ペンスで計算
しである。

述
し
た
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
期
待
に
反
し
て
イ
ギ
リ

1'12 

ス
m
九
月
）
に
次
い
で
日
本
ハ
一
二
月
）
も
金
本
位
制

を
離
脱
し
て
い
る
関
係
上
、
外
国
為
替
の
変
動
か
ら

見
る
乙
と
に
す
る
〈
表
｜
4
）
。
金
本
位
制
に
復
帰
し

て
い
る
閣
の
日
本
の
外
国
為
替
は
対
ア
メ
リ
カ
ド
ル

が
七
%
（
三
O
年
〉
、
対
イ
ギ
リ
ス
ポ
ン
ド
が
一
二
%

会
二
年
）
、
対
イ
ン
ド
ル
ビ
ー
が
一
三
%
ハ
同
年
）

そ
れ
ぞ
れ
円
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
金
輸
出
を
再

白

禁
止
し
た
翌
年
に
は
対
ア
メ
リ
カ
が
三
O
年
比
七
六

%
の
円
安
と
な
り
、
対
イ
ギ
リ
ス
、
対
イ
ン
ド
が
三

一
年
比
四
O
%
、
三
九
%
の
円
安
に
転
化
す
る
。
そ

の
後
も
さ
ら
に
円
安
が
続
き
、
同
じ
金
本
位
制
を
離

脱
し
て
い
る
対
ポ
ン
ド
で
は
三
五
年
の
八
五
%
（
対

ル
ビ
ー
で
は
三
七
年
の
八
八
%
〉
ま
で
低
下
し
、

そ
の

ま
ま
の
水
準
に
留
ま
っ
て
い
る
。
対
ド
ル
で
は
ア
メ

リ
カ
が
金
輸
出
を
原
則
禁
止
す
る
三
三
年
の
九
四
%

ま
で
低
下
し
、
や
は
り
対
ポ
ン
ド
同
様
の
円
安
基
調

と
な
っ
て
い
る
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
三
O
、
三
一
年



の
円
高
が
小
幅
な
の
に
比
べ
て
、
そ
の
後
の
円
安
の
幅
が
二
九
年
の
円
水
準
を
途
か
に
越
え
て
異
常
に
大
き
い
ζ

と
が
注
目
さ
れ
よ

ぅ
。
当
然
の
乙
と
な
が
ら
そ
れ
だ
け
日
本
布
の
海
外
市
場
で
の
価
格
競
争
力
が
強
い
乙
と
に
な
る
。
乙
の
乙
と
は
為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ

と
い
う
批
判
も
根
拠
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
と
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
パ
ン
ク
レ
イ
ト
（
割
引
事
）
と
日
銀
の
当
座
貸
越
率
と
商
業
手
形
割
引
率
を
比
較
す
る
と
（
表
｜
5
）、

継
続
し
た
為
替
引
き
下
げ
の
方
策
が
「
貿
易
不
況
の
時
代
に
お
け
る
震
も
致
命
的
な
武
器
の
一
つ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
両
者
と

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

も
時
代
の
経
過
と
共
に
切
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
概
し
て
い
え
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
対
し
て
日
銀
の
方
が
大
分
高
め
に
推
移

し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
お
山
「
金
か
ら
の
離
脱
に
続
く
初
期
の
時
期
に
日
本
の
商
業
に
生
じ
た
決
定
的
な
利
益
は
疑
問
の
余
地
は

払
川
」
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
「
日
本
の
平
価
切
り
下
げ
は
純
粋
に
商
業
目
的
の
た
め
に
な
さ
れ
た
と
い
う
非
難
を
確
証
す
る
乙
と

（

4
V
 

は
困
難
」
で
あ
り
、
日
本
綿
業
の
競
争
は
「
単
に
通
貨
操
作
だ
け
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
日
本
綿
業
の
効
率

と

7
1
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
組
織
の
効
率
に
よ
る
と
と
も
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
払
討
」
と
い
う
指
摘
も
注
意
さ
れ
て
よ
い
。

（1
）
前
掲
出
E
V
Z
E－
a
関白曲骨骨同ロ阿国内山富岡
H
E
－－N曲巴
o
p－－
J
同

v
・
2
・

ハ
2
）
経
済
の
軍
事
化
の
た
め
の
資
金
需
要
と
輸
出
増
進
に
と
っ
て
は
円
安
が
好
都
合
で
あ
る
、だ
ろ
う
が
、
原
燃
料
を
海
外
に
依
存
す
る
日
本
に

と
っ
て
は
逆
に
あ
ま
り
の
円
安
は
か
え
っ
て
工
業
生
産
の
阻
害
要
因
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で
、
円
の
水
準
を
そ
の
中
間
で
折
り
合
わ
せ
て

あ
る
と
い
っ
た
印
象
を
う
け
る
。

〈

3
〉
前
掲
出
E
Z白邑－
a
開曲困問品『ロ同ロ向田信
一回再三曲
E
N
S

－op－－
J

唱・

2
・

（

4
）

同

右

九

O
頁。

（5
〉
前
掲

E
w
－JE
M
N
申
唱
。
『
件
。
ロ
同
吉
田
ユ
三
回
『
の
O
同窓口問口弘

zaミ
J
H
g
m
－
司
・
企
・
拙
稿
「
『
イ
ギ
リ
ス
綿
業
報
告
』
を
と
お
し
て
見
た

・
：
」
一
五

O
、
一
五
九
頁
怠
照
。
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次
に
綿
布
の
価
格
変
動
を
見
る
と
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
大
阪
の
未
晒
布
の
本
船
積
込
渡
価
格
F
・
O
－

B
（
表
｜
6
）
は
掲
出
し

1'14 

た
四
種
類
と
も
金
本
位
制
が
実
施
さ
れ
て
い
た
三
一
年
中
に
低
落
を
続
け
、
さ
ら
に
そ
の
趨
勢
は
三
二
年
に
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
。

他
国
通
貨
に
対
し
て
円
高
と
な
っ
・て
い
る
金
輸
出
解
禁
中
に
も
輸
出
価
格
引
き
下
げ
が
実
現
し
て
お
り
、
そ
の
背
後
で
は
日
本
綿
業

界
に
お
け
る
人
員
削
減
、
賃
金
カ
ッ
ト
、
受
け
持
ち
機
械
台
数
増
加
と
い
っ
た
厳
し
い
産
業
合
理
化
が
進
行
し
て
い
た
わ
け
で
あ

‘日英銀行金利比較

イングランド銀行 目 本 銀 行

改訂日 ，，~ンク 9レ“ 改訂 ，日 商盟業型手形96＇利当座子貸越96 イト

1928 4.5 1928 5.48 6.94 

1929. 2. 7 5.5 

9.26 6.5 

、10.31 6 

11. 21 5.5 

12.12 5 

1930. 2. 6 4.5 

3. 6 4 

3.20 3.5 

5. 工 3 1930.10. 7 5.11 6.57 

1931. 5.14 2.5 

7.23 3.5 

7.30 4.5 1931.10. 6 5.84 7.30 

9.21 6 11. 5 6.57 8.03 

1932. 2.18 s、
3.10 4 1932. 3.12 5.84 7.30 

3.17 3.5 

4.21 3 

5.12 2.5 6. 8 5.11 6.57 

6.30 2 8.18 4.38 5.84 

1933. 7. 3 3.65 5.11 

1939. 8.23 4 1936. 4. 7 3.29 4.75 

9.27 3 1937. 7.15 3.29 4.38 

10.25 2 9.21 3.29 4.02 

表－5

出所：イングランド銀行は“StatisticalAbs廿actof the United 
Kingdom" No. 83, p. 25，日銀は『本邦重要経済統計』.p.257.



1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

表－6 未栖日本綿布大阪 F.0.B.平均価格 〈アメリカドル／100s.y.) 

Sheeting Drill Jean Shirting 

Dragon C 2 Geese 5Boys Soldier 

1931年

I四半期 5.92 6.89 5.45 6.43 
(10の (100) (100) (100) 

II // 5.32 6.61 5.25 6.18 

m ，， 4.95 6.25 5.17 5 64 

IV ，， 4.39 5.56 3.85 5・15 
( 74) (100) 

1932年
( 81) (100) ( 71) (100) ( 80) (100) 

I四半期 4.23 4.85 3.68 5.05 

II ，， 3.67 4.32 3.03 4.40 

班 ，， 3.76 4.45 3.09 3.90 
( 64) ( 89) ( 65) ( 80) ( 57) （加〉 ( 61) ( 76) 

出所：ManchesterChamber of Commerce.旧所蔵・資料。

表－7の 1 金輸出市場における日本布の価格変動 （アメリカドル／100s.y.) 

G立irti暗 IG四 yDrills Bleached I山 dShirtings Jeans 
Strip0~ 
ills 

1931. 1 6.17 10.11 7.25 7.54 7.23 
(100) (100) (100) (100) (100) 

6 5.61 7.51 6.65 7.27 6.87 

11 4.88 6.43 5.75 6.25 6.37 

12 4.17 5.21 4.87 5.52 5.42 
( 68)(100) ( 52)(100) ( 67)(100) ( 73)(100) ( 75)(100) 

1932. 6 3.22 4.14 3.84 4.38 4.19 

9 2.72 3.67 3.03 5.59 3.31 

10 2.77 3.82 3.18 3.64 3.44 
( 45)( 66) ( 38)( 73) ( 44)( 65) ( 48)( 66) ( 48)( 63) 

出所：ManchesterChamber of Commerce. I日所蔵・資料。
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表－7の2 インド市場における日本布の平均価格 〈アメリカドJレ／lOOs.y.)

I Sh1r山 gs¥ Grey Drills I B~hth出吋1gs Printj~ans Sripetrills 

1931. 1 6.20 9.74 6.75 7.31 7.39 

6 5.67 7.07 6.21 7.20 7.77 

11 4.74 6.40 5.46 6.13 6.01 

12 4.16 5.52 4.58 5.43 5.25 

1932. 6 3.20 3.88 3.81 4.39 4.04 

9 2.66 3.60 3.01 3. 41 3.38 

出所：ManchesterChamber of Commerce. I日所蔵・資料。

表－7の3 蘭領東印度市場における日本綿布平均価格
〈アメリカ I-')レメ100s.y.) 

Shi”ratings I Grey Drills I B~ehi~~fゅd I Printj~ans Striperfr ills 

1931. 1 5.60 9.44 7.53 7.15 6.82 

6 5.45 9. 74_ 7.25 7.06 6.54 

11 5.10 6.56 6.39 5.89 6.15 

12 4.20 5.19 5.43 4.93 5.28 

1932. 6 2.98 4.26 3.90 3.90 4.05 

9 2.68 3. 70 3.28 3.28 3.76 

出所：ManchesterChamber of Commerce. I日所蔵・資料。

表－7の4 7 ラヤ市場における日本輸出綿布平均価格
〈アメリカドJレ／100s.y.) 

GSh1rtings I Gr Printj~ans Stript ills 

1931. 1 5.42 10.17 4.89 6.78 5.12 

6 5.19 7.07 5.58 6.49 5.37 

11 6.15 7.41 5.34 4.41 5.54 

12 5.20 5.22 4.60 5.77 5.67 

1932. 6 2.78 4.27 3.90 4.52 3.64 

9 3.03 3.01 2.64 3.20 2.86 

出所：ManchesterChamber of Commerce.旧所蔵・資料。
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る
。
こ
う
し
た
動
き
は
未
晒
布
に
限
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
金
輸
出
市
場
に
お
け
る
日
本
布
の
価
格
は
、
米
晒
布
、
晒
布
、
捺
染

物
、
稿
物
と
種
類
で
若
干
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
三
一
年
中
に
二
五
な
い
し
四
八
%
下
落
し
、
さ
ら
に
三
二
年
に
も
三
O
%
以
上
の

．

下
落
を
続
け
、
三
一
年
初
め
に
比
べ
る
と
一
様
に
半
値
以
下
と
大
き
く
続
落
し
て
い
る
（
表
l
7
の
1
）。

イ
ギ
リ
ス
布
と
の
最
大
の

競
争
市
場
で
あ
る
イ
ン
ド
と
蘭
領
東
イ
ン
ド
並
び
に
英
領
マ
ラ
ヤ
に
お
い
て
も
同
様
の
価
格
の
動
き
を
示
し
て
い
る
（
表
1
7
の
2
、

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

3
、
4
）
。
な
お
、
乙
れ
ら
の
個
別
市
場
で
の
同
一
商
品
、
同
一
時
期
の
価
格
は
全
輸
出
市
場
に
お
け
る
価
格
よ
り
も
低
め
に
な
っ
て

い
る
も
の
が
多
く
、
さ
ら
に
乙
れ
ら
市
場
聞
に
お
い
で
さ
え
価
格
差
が
存
在
し
て
い
る
。
乙
の
こ
と
は
市
場
に
よ
っ
て
人
為
的
な
価

格
設
定
が
介
在
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
乙
と
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
乙
の
値
下
げ
で
さ
え
も
、
三
二
年
の
対
ポ
ン

ド
、
ル
ピ

l
為
替
が
三
一
年
比
で
ま
だ
四
O
%
の
円
安
に
す
ぎ
な
い
ζ

と
か
ら
す
る
と
、
日
本
布
の
価
格
は
さ
ら
に
下
落
す
る
要
素

を
有
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
例
え
ば
イ
ン
ド
市
場
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
乙
の
後
も
日
本
布
の
価
格
は
と
れ
ま

で
の
趨
勢
で
下
が
り
続
け
て

h
q。

ハ
1
〉
乙
の
期
の
合
理
化
に
つ
い
て
は
、
さ
し
当
た
り
拙
稿
『
綿
業
に
お
け
忍
技
術
の
変
容
と
関
発
』
国
連
大
学
、
一
九
七
九
年
五
O
頁
以
下
、

並
び
に
「
昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
日
本
綿
糸
紡
績
業
の
動
向
」
（
『
専
修
経
済
学
論
集
』
第
一
八
巻
第
一
号
、
一
九
八
三
年
）
一
三
O
頁
以
下
を

怠
照
さ
れ
た
い
。

（2
）
鐙
谷
直
人
「
目
印
会
商
（
一
九
三
三
一
三
四
年
）
の
歴
史
的
意
裳
」
（
『
土
地
制
度
史
学
』
第
一
一
七
号
、

参
照
さ
れ
た
い
。

一
九
八
七
年
）
二
五
頁
付
表
を

こ
の
よ
う
な
価
格
の
下
落
は
日
本
布
の
み
に
特
徴
的
な
乙
と
で
は
な
く
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
お
け
る
綿
布
相
場
の
方
も
二

0
年

代
か
ら
低
下
を
続
け
、
特
に
三
二
年
に
か
け
て
日
本
と
同
様
大
き
く
下
落
し
て
い
る
（
表
｜
8
）
。
た
だ
し
、
後
段
と
の
関
連
で
、
三

177 

五
年
に
は
三
二
年
水
準
よ
り
も
む
し
ろ
高
め
に
転
じ
、

そ
れ
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
実
際
、

イ
ギ
リ
ス
布
の
卸
売



表
－
8
7
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
お
け
る
綿
布
相
場
Q
推
移

種
類
｜
イ
ン
チ
ヤ
ー
ド
｜
リι
ケ
｜
番
手
；
蜜
量
i
1鰯
1叫
1929.
1.叫
1932.
1. 
2
2
 j
附
1.
11 j
 
1938. 
1. 
14 

s
 
s
 

Printer 
3
2
 
116 
16
×
16 
32
×
田
2
8
5
 
O
d
 
2
o
5
 
3
d
 
189 ・
 
O
d
 
189 
3
d
 

Shirting 
36 
7
6
 
1
9
X
l
9
 
32 
X
 4
0
 
32 
3
 
2
8
 
6
 
加
O
24 
9
 

，， 
3
8
 
3
8
 
18
×
16 
10
ポ
ン
ド
15 
9
 
15 
9
 
n
 
o
 
10 
9
 

，， 
39 
37.5 
16
×
15 
8
.2
5
ポ
ン
ド
14 
6
 
14 
3
 
10 
0
 
9
 
7
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1930年代世界綿布市場における日笑綿業の磁執

〈アメリカ ・ドルPむ lods.y)較比

1
｜
｝
｜
｜
一

格価布綿出輸英日ぬヨ表

布晒布
一
笑

晒
一

l
l

来

英

1931. 1 
cio6~ dog~ cio6~ ciog c~o~ ~~~5 

6 6.11 6.96 6.68 7.84 7.77 14.31 

11 5.08 5.46 5. 78 6.33 5.76 9. 79 
12 t印.35 tii~5 tii~~ ~6i5 ~1b5 ~si5 

1932. 6 3.45 4.89 3.87 5.80 4.52 9.23 

9 2.85 4.51 3.06 5.25 4.02 8.57 

10 
~4g5 ~6i5 ~4~~ ~iit~ ~iii~ ~5~~ 

日英日日

出所：ManchesterCha.mber of Commerce ．“Japanese Competition-Second mee. 
ting of Ad Hoc Committee; Minutes of meeting, 25th January, 1933” 付
表。

〈

2
〉

前
掲

鱒
谷
論
文
。

二
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
日
英
輸
出
綿
布
の
価
格
を
み
た

の
が
表
l
9
で
あ
る
。
＝
二
年
初
頭
晒
布
、
染
色
布
に
相
当
の
価

格
差
が
あ
る
が
、
未
晒
布
に
は
両
者
の
価
格
差
が
殆
ど
無
く
な
っ

て
い
る
乙
と
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。
＝
二
年
中
の
価
格
下
落
は
両

者
に
共
通
し
て
い
る
が
、
晒
布
、
染
色
・
捺
染
布
に
見
ら
れ
る
通

り
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
の
下
落
率
の
ほ
う
が
勝
っ
て
い
る
。
乙
れ
は

イ
ギ
リ
ス
が
九
月
に
金
本
位
制
離
脱
を
先
行
さ
せ
た
乙
と
の
反
映

と
思
わ
れ
る
。
金
本
位
制
か
ら
の
離
脱
が
イ
ギ
リ
ス
の
位
置
を
比

較
的
好
都
合
に
し
、
競
争
の
中
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
除
去
し

（

l
v
 

た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
乙
の
乙
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
三
二
年
に
入
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
価
格
は
完
全
に
下
げ
止

ま
り
未
晒
布
は
か
え
っ
て
値
上
が
り
さ
え
し
て
い
る
の
に
反
し

て、

一
二
月
の
金
本
位
制
離
脱
を
経
た
日
本
布
は
さ
ら
に
値
下
が

日
英
の
価
格
の
聞
き
は
＝
二
年
末
の
差
を
迄
か
に
凌
ぐ
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
乙
の
価
格
の
飛
離
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

1
綿
業
界

ゎ
rし、

:179 

の
希
望
を
打
ち
砕
く
に
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
で
あ
ろ



表
－
10の
1
イ
ン
ド
市
場
に
お
け
る
日
英
布
価
格
比
絞

日
本
イ
ギ
リ
ス

差

Printed Sarries 
39’
 
(1932
.
 11) 

3dl/2 
4dl/5 

(per 
yd) 

1596 

1/Colour Discharge Prints 
2
6"
 
(1932. 
9) 

2
d
 

3dl/2 
43 

Printed C
a
m
b
r
i
c
s
 
38" 
171/2yds 
(1932
.
 11
.
 Ra
n
g
o
o
n
)
 

5c19 
S
d
l
O
 
(per 
piece) 

35 

Printed Shirtings 
28
"
 
24yds 
(1932
.
 10
.
 Ra
n
g
o
o
n
)
 

3d51/, 
7
d
9
 

，， 
56 

Printed C
a
m
b
r
i
c
s
 
31" 
261/2yds 
(1932. 
10
.
 Ra
n
g
o
o
n
)
 

4d91/2 
lQcl 

，， 
52 

Printed Solid 
G
r
d
.
 Scfs 
39" 
53ん
yds
(1932. 
6
.
 Calcutta) 

3d3/s 
3d7/s 

（
伊
r
yd) 

13 

Printed 
7/colour 

W
a
r
p
 Satins 
29"
 40yds 
(1932. 
8. 
Calcutta) 

2
d
 29/32 

2dl/z 
，， 

D
y
e
d
 W
a
r
p
 Satin 
23
"
 30yds 
(1932
.
 12
.
 Calcutta) 

2-d
 3/16 
4d3/,6 

，， 
48 

Printed 
Jeans 

28" 
(1932
.
 3
.
 Ma
d
r
a
s
)
 

3
113
／‘ 
4
d
 25/32 

I/ 
22 

2/colour 
Printed 
Blouse Shirtings 291/2" 

(1932. 
7. 
Karachi) 

1
 d7/s 

4
d
 

，，
 

53 

Printel 
Stri
戸
a
n
d
C
h
e
c
k
 Poplins 

27" 
(1932
.
 11. 
Karachi) 

2d3/, 
5
d
 

45 

出
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m
b
e
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o
m
m
e
r
c
e
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宮
円
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!l1II 日
∞
川
氏

ω印M印日叶H由
N
A
H
 
ω
。
品
吋

4
〈

F
F
H骨

ω
F
F
H巴
口
四

、

ミミ

居
間
司
日
冨

g
n
r
o
a
R
の
E
S
Z
『。向。。ョ
S
R
n
o
一
盟
国
弔
慰
・
湾
掌

て
い
る
が
、
製
品
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
経
糸
七
色
先
染
捺
染
サ
テ
ン
を
除
い
て
日
本
布
が
廉
価
と
な
っ
て
お
り
、

中
で
も
擦
染
シ
ャ

l
テ
ィ
ン
グ
で
五
六
%
、
捺
染
カ
ン
ブ
リ
ッ
ク
ス
で
五
二
%
、
経
糸
先
染
サ
テ
ン
で
四
八
%
、
ニ
色
捺
染
ブ
ラ
ウ

ス
用
シ
ャ

l
テ
ィ
ン
グ
で
五
三
%
、
捺
染
チ
ェ
ッ
ク
ポ
プ
リ
ン
で
四
五
%
と
半
値
前
後
の
価
格
差
が
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
未
晒
布
で
ニ
O
%
前
後
、
晒
布
で
三
O
%
前
後
の
価
格
差
と
な
っ
て
お
り
、
色
あ
せ
し
に
く
い
不
変
色
擦
染
カ
ン

プ
リ
ッ
ク
ス
で
は
五
割
近
い
差
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
例
で
は
縞
ド
リ
ル
の
よ
う
な
生
地
は
勿
論
の
乙
と
、
綿
ク
レ

ー
プ
や
染
色
レ

l
ス
な
ど
の
加
工
品
で
も
同
様
の
価
格
差
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
布
の
震
も
価
格
の
低
い
時
点
で
の
乙
の
彼
我

の
価
格
差
の
持
つ
意
味
は
大
き
い
。
し
か
も
乙
れ
ら
の
資
料
か
ら
判
断
す
る
と
、
生
地
綿
布
に
お
け
る
よ
り
も
加
工
綿
布
の
方
が
差

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
布
は
加
工
度
の
高
い
製
品
ほ
ど
価
格
競
争
力
が
大
き
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
日
本
綿
業
が
世
界
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綿
布
市
場
に
参
入
し
て
い
っ
た
こ

0
年
代
当
初
は
未
晒
生
地
を
主
力
に
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
で
は
む
し
ろ
擦
染
布
、
反
染

布
、
糸
染
布
等
の
加
工
綿
布
へ
、
そ
し
て
さ
ら
に
晒
布
へ
と
主
力
を
移
し
て
い
き
つ
つ
あ
る
乙
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。

美
濃
ロ
時
次
郎
「
日
本
綿
布
進
出
の
経
済
的
及
び
社
会
的
背
景
〈
中
）
」
（
『
社
会
政
策
特
報
』
昭
和
一

O
年
一

O
月
号

前
掲
表
｜
2
を
怠
照
。

〈

1
〉

（

2
〉

所
収
）
四
三
一
員
。

最
後
に
価
格
の
基
礎
を
な
す
生
産
コ
ス
ト
を
日
本
と
ラ
ン
カ
ジ
ャ

l
の
特
定
銘
柄
に
つ
い
て
紡
績
工
程
か
ら
織
布
工
程
ま
で
の
全

工
程
を
含
め
て
示
す
〈
表
l
u）
。
本
表
は
一
九
三
一
年
時
点
の
も
の
で
あ
る
が
、
見
ら
れ
る
通
り
既
に
四
銘
柄
と
も
ラ
ン
カ
シ
ャ

l

側
が
対
日
比
で
二

O
%以
上
高
値
に
な
っ
て
い
る
。
乙
の
差
の
決
定
的
な
原
因
は
労
務
費
に
あ
る
乙
と
は
言
を
要
し
な
い
。
単
純
な



（
ペ
ン
ス
，
96)
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ド
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ゴ
ン
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双
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烏
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本
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ラ
ン
カ
シ
ャ
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綿
布
コ
ス
ト
比
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1931
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－
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出
所
：
P
E
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Industries G

r
o
u
p，“
Report o
n
 the 
British 
Cotton Industry'ぺ

1933
,
p. 
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ii: 
（同
日
本
の
コ
ス
ト
は
1
円
＝
24
ペ
ン
ス
で
換
算
し
て
あ
る
。

(b) 
ド
ラ
ゴ
ン
C
と
双
鷲
烏
標
の
原
綿
は
Fine
Bengal
で
．
価
絡
1
ポ
ン
ド
当
り
.4
.40
ペ
ン
ス
，
1
8
%
損
耗
，
6
%
再
利
用
。
兵
士
標
と
竹
虎
標
の
原
Iii,

は
P
a
田

A
m
e
r
i
c
a
n
で
，
価
格

1
ポ
ン
ド
当
り

5.63
ペ
ン
ス
，

1596の
損
耗
，

6
~百
再
利
用
。

ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
の
労
務
コ
ス
ト
は
6
台
織
機
俗
lの
も
の
で
．
他
IC
含
ま
れ
で
も
ぜ
る
糊
付
，
肩
車
布
超
級
な
ど
の
労
務
コ
ス
ト
は
除
外
し
て
あ
る
。
日
本
の
労
務

コ
ス
ト
は
織
布
IC
至
る
工
程
を
含
み
，
1931
年
IC
の
み
妥
当
す
る
。
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〈アメリカ・セント／重量ポンド〉

米骨量ミドリング 印梼ベンガJレ

大 阪 ｜ リヴァプール ｜ 大 阪 ｜ リヴTプール

1931年

I四半期 11. 96 11. 76 8.31 7.91 

E四半期 10.94 10.62 8.03 7.29 

E四半期 9.00 8.63 7.26 6.46 

W四半期 8.00 7.55 7.57 6.37 

1932年

I四半期 8.52 8.11 7.47 7.10 

E四半期 6.99 ・ 6. 97 5.82 5.73 

E四半期 8.21 7.95 6.94 6.53 

大阪・リヴァプール原線価格比較表－12

出所：ManchesterChamber of Commerce，“Japanese Competition-Second 
meeting of Ad Hoc Committee; Minutes of meeting 25th January, 1933” 
付表。

注：~ヴァプールの印綿ベンガルは “Fine Bengel” 

〈

1
）
前
掲
宮
町
岡
山

s河
骨
唱
。
同
士
V
白

骨

Z
F
E
m
r【
U
S
Sロ
同

E
E帥再円、・

司・

8
・
拙
稿
「
『
イ
ギ
リ
ス
綿
業
報
告
』
を
と
お
し
て
見
た
：
：
：
」
一

七
八
l
九
頁
。

（

2
）
前
掲

Z
E
F
E
E
－
品

ass－ロ門戸
E
2
Z丘
町
白
色
。
ロ
：
・
3

・匂
・ロ
ω・
184 

表
で
は
原
棉
費
が
日
英
と
も
同
額
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

日

本
は
直
買
い
な
ど
で
安
価
に
原
棉
を
入
手
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る

が
、
表

l
u
に
よ
る
と
米
棉
ミ
ド
リ
ン
グ
と
印
棉
ベ
ン
ガ
ル
両
方
共

に
リ
ヴ
ァ
プ

1
ル
価
格
よ
り
も
大
阪
価
格
の
ほ
う
が
僅
か
な
が
ら
高

め
に
な
っ
て
い
る
。
数
字
は
恐
慌
以
来
の
原
棉
価
格
の
続
落
を
示
し

て
い
る
が
、
前
述
の
金
本
位
制
離
脱
後
の
日
本
綿
布
価
格
の
低
さ
と

日
本
綿
業
は
金
本
位
制
中
に
購
入
し
た
安
価
な
原
稿

を
消
費
し
て
い
る
の
も
一
要
因
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

関
連
さ
せ
て
、

け
れ
ど
も
、
三
一
年
秋
以
降
に
輸
入
さ
れ
た
原
棉
は
そ
れ
ほ
ど
多
い

わ
け
で
は
無
い
の
で
、
有
利
で
あ
っ
た
程
度
は
一
般
の
想
像
ほ
ど
大

ハ
2
）

き
く
は
無
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
三
二
年
に
な
っ
て
も
金
本

位
を
離
脱
し
た
両
国
に
お
け
る
原
棉
価
格
が
低
水
準
に
留
ま
っ
て
い

る
ζ

と
の
方
が
注
目
さ
れ
る
。
既
に
良
質
原
鳩
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト
棉

の
場
合
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
生
産
費
を
も
償
え
な
い
と
い
っ
た
程



の
原
棉
価
格
の
低
落
が
続
い
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈

1
）

同
右
九
一
頁
。

ハ
2
）

前
掲
美
滋
口
「
日
本
綿
布
進
出
の
経
済
的
及
び
社
会
的
背
景
ハ
中
〉
」
四
O
頁。

四

一
九
三
三
｜
四
年
の
事
態
の
推
移

付

一
九
三
三
年

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

イ
ギ
リ
ス
の
最
大
市
場
で
あ
る
イ
ン
ド
へ
の
日
本
布
の
進
入
は
続
き
、
三
二
年
の
関
税
増
加
で
さ
え
日
本
布
の
価
格
が
さ
ら
に
低

下
し
た
た
め
に
日
本
の
進
出
を
殆
ど
止
め
る
乙
と
は
で
き
て
い
な
い
。

「
多
く
の
前
線
で
強
化
さ
れ
た
日
本
の
競
争
が
引
き
起
乙
す

（

2）
 

広
範
な
混
乱
を
早
期
に
解
決
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
明
白
に
示
し
て
い
る
」
と
い
う
認
識
の
下
に
、
四
月
八
日
イ
ン
ド
政
庁
が

「
産
業
保
護
法
」
案
を
イ
ン
ド
立
法
議
会
に
上
程
し
た
の
と
麗
を
接
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
四
月
一

O
自
に
最
恵
国
条
款
を
有
す

る
一
九

O
四
年
の
目
印
通
商
条
約
廃
棄
を
日
本
政
府
に
通
告
す
る
。
乙
の
一
日
後
の
一
一
日
に
三
三
年
初
頭
に
組
織
さ
れ
た
イ
ギ
リ

ス
綿
業
連
盟
は
各
地
有
力
当
業
者
を
網
羅
す
る
大
会
を
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
1
で
聞
き
、

「
我
最
大
市
場
た
る
印
度
の
重
税
賦
課
は
我
一

大
痛
苦
と
す
る
処
な
り
加
之
日
本
製
品
の
我
属
領
国
進
出
は
打
撃
を
更
に
大
な
ら
し
め
た
り
、

日
本
の
競
争
は
今
や
世
界
市
場
を
脅

か
し
、
其
製
品
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
現
在
の
給
料
並
就
業
時
間
制
度
に
て
は
夢
想
だ
に
許
さ
ざ
る
が
如
き
安
価
に
て
市
場
に
横
溢
し
つ

つ
あ
り
、
目
本
近
時
円
価
の
下
落
は
競
争
力
を
更
に
強
め
た
り
」
と
し
て
、

「
付
ラ
ン
カ
シ
ャ

1
失
業
者
救
済
並
印
度
住
民
の
利
益

の
見
地
よ
り
、
印
度
の
綿
製
品
関
税
を
引
下
し
む
る
乙
と
、
白
こ
英
国
属
領
に
で
我
綿
製
品
が
競
争
に
堪
へ
得
る
程
度
迄
、
対
外
国

（

3
）
 

製
品
課
税
率
を
引
場
し
む
る
と
と
」
と
の
緊
急
決
議
を
採
択
す
る
。
そ
し
て
、
「
イ
ン
ド
産
業
ノ
利
益
ヲ
保
障
ス
ル
ニ
必
要
ナ
リ
ト

認
メ
ラ
ル
ル
程
度
ノ
関
税
ヲ
賦
課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
の
規
定
を
持
つ
上
記
「
産
業
保
護
法
（
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
法
）
」
を
四
月
一
五

185 



自
に
上
院
を
通
過
さ
せ
る
。
乙
の
法
律
か
ら
ニ
カ
月
後
の
六
月
六
日
イ
ン
ド
政
府
は
、
関
税
率
計
算
基
礎
を
従
来
の
対
円
為
替
－

o

O
円

u
一
O
六
ル
ピ
ー
か
ら
八
三
ル
ピ

l
k
引
き
下
げ
て
、
対
イ
ギ
リ
ス
布
に
つ
い
て
は
二
五
%
な
い
し
一
封
度
四
・
三
七
五
ア
ン

186 

ナ
に
鋸
置
い
た
ま
ま
、
川
平
織
生
地
綿
布
で
織
出
し
へ
ッ
ジ
ン
グ
無
し
な
い
し
九
ヤ
ー
ド
以
上
の
外
国
品
は
従
価
七
五
%
な
い
し
一

封
度
六
・
七
五
ア
ン
ナ
の
高
い
方
、
同
そ
の
他
の
外
国
綿
布
は
従
価
七
五
%
、
と
い
う
新
関
税
率
を
発
表
す
る
。
同
時
に
イ
ギ
リ
ス

商
務
相
ラ
ン
シ
マ
ン
は
松
平
駐
英
大
使
に
日
本
綿
製
品
廉
売
に
関
し
て
当
業
者
会
議
に
よ
る
協
定
を
提
唱
し
、
日
本
政
府
も
五
月
二

四
日
同
意
の
旨
回
答
す
る
。

ハ
1
）
〉
－

m－J
『・向。『岡山田
ωω
・司－
M
M
W
－

〈

2
）

同

右

同
Y
M
M
M一ケ

（
3
〉
『
月
報
』
第
四
九
O
号
三
五
頁
。

（
4
）
乙
の
「
一
九
三
三
年
イ
ン
ド
産
業
保
護
法
」
の
大
要
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
「
外
国
商
品
が
印
度
ニ
於
テ
印
度
産
業
の
存
立
ヲ
危
ク
ス

ル
ガ
如
キ
異
常
ユ
低
簾
ナ
ル
価
格
ヲ
以
テ
売
却
サ
レ
又
ハ
輸
入
サ
ル
ル
場
合
総
督
ハ
必
要
ト
認
ム
ル
調
査
ノ
後
官
報
告
示
ヲ
以
テ
当
該
印
度
産

業
ノ
利
益
ヲ
保
障
ス
ル
ニ
必
要
ナ
リ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
程
度
ノ
関
税
ヲ
賦
課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。
有
効
期
間
ハ
一
九
三
五
年
三
月
一
一
日
迄
ト
ス
」

（
『
月
報
』
第
三
九
八
号
一
三
頁
）
。

（5
〉
イ
ン
ド
商
務
省
は
改
正
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。
「
昨
年
八
月
引
上
事
情
を
説
明
し
τ

調
査
会
は
円
為
替
一

O
六
を
引
上

げ
の
基
礎
と
せ
し
に
其
後
円
価
は
八
三
に
下
落
せ
る
も
即
時
税
金
変
更
は
貿
易
を
阻
害
す
る
を
懸
念
し
一
方
内
地
市
価
の
回
復
、
円
為
替
下
落

に
よ
る
日
本
の
工
費
上
騰
を
期
待
し
引
上
げ
の
挙
に
出
で
ざ
り
し
も
円
為
替
は
八
三
見
当
に
落
付
き
居
る
に
も
拘
は
ら
ず
日
本
品
は
更
に
税
率

の
引
上
げ
を
必
要
と
す
る
価
格
に
て
多
量
輸
入
せ
ら
れ
た
る
に
付
き
今
回
引
上
げ
た
る
な
り
。
尚
政
府
は
日
印
貿
易
の
円
満
解
決
を
期
す
る
為

何
時
に
で
も
折
衝
す
る
意
向
を
有
す
る
。
」
（
『
月
報
』
第
四
八
九
寺
六
五
頁
）
。

ζ

の
イ
ギ
リ
ス
と
イ
ン
ド
の
処
置
に
接
し
た
日
本
側
は
、
外
務
省
が
「
イ
ン
ド
の
ご
と
き
は
わ
が
国
輸
出
品
に
禁
止
的
関
税
を
附



加
す
る
に
至
っ
た
。
帝
国
政
府
の
関
す
る
限
り
も
と
よ
り
英
国
と
は
そ
の
伝
統
的
親
善
関
係
を
保
持
し
た
き
意
向
な
る
と
こ
ろ
を
英

乙
れ
が
た
め
わ
が
方
の
国
民
的
感
情
を
刺
激
し
た
た
め
に
両
国
の
国

民
的
衝
突
を
来
た
す
も
右
責
任
は
英
国
側
の
節
度
な
き
銚
発
行
為
に
帰
す
べ
き
も
の
と
断
ず
る
ほ
か
は
な
い
」
と
の
非
公
式
声
明
を

国
側
に
お
い
て
積
極
的
か
つ
全
国
的
に
経
済
戦
争
を
挑
発
し
、

発
表
す
る
。
続
い
て
大
日
本
紡
績
逮
合
会
は
六
月
一
三
日
印
棉
買
入
停
止
に
関
す
る
連
合
協
議
会
を
聞
き
、

「
七
割
五
分
は
英
国
綿

布
に
対
す
る
二
割
五
分
に
比
し
三
倍
と
云
う
驚
く
べ
き
差
別
関
税
で
あ
り
又
本
邦
綿
布
に
対
す
る
純
然
た
る
輸
入
禁
止
税
で
あ
る
」

と
の
声
明
を
発
表
し
、
印
度
棉
花
買
入
停
止
実
行
決
議
を
行
う
。

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

〈

1
）
同
右
六
六
頁
。

・

〈

2
）
「
て
連
合
各
社
は
六
月
一
三
日
以
降
綿
花
の
新
規
賀
入
を
停
止
す
。
二
、
連
合
各
社
は
六
月
一
六
日
迄
に
六
月
一
三
日
現
在
に
於
け
る

印
度
棉
花
向
上
買
付
契
約
未
引
取
高
を
各
積
月
及
契
約
先
別
に
連
合
会
に
届
出
づ
ベ
し
。」
（
同
右
一
｜
ニ
頁
）
。

ア
フ
リ
カ
と
の
貿
易
で
も
イ
ギ
リ
ス
綿
業
に
と
っ
て
日
本
の
競
争
問
題
は
懸
念
に
満
ち
た
年
で
あ
り
続
け
る
。
ロ
ン
ド
ン
、
リ
ヴ

ァ
プ
ー
ル
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
の
三
商
業
会
議
所
の
委
員
会
は
対
応
策
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
働
き
か
け
、
そ
の
結
果
、

イ
ン
ド
の
場

A
ロ
に
続
い
て
、
五
月
一
六
日
の
イ
ギ
リ
ス
下
院
に
お
け
る
ラ
ン
シ
マ
ン
商
相
の
震
恵
国
規
定
を
有
す
る
日
英
通
商
航
海
条
約
と
一
九

二
五
年
の
補
足
協
定
を
一
二
カ
月
の
猶
予
付
き
で
英
領
酋
ア
フ
リ
カ
（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ガ
ン
ピ
ア
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
、
シ
ι
－
フ
レ
オ

〈

2）

ー
ネ
）
に
適
用
す
る
の
を
停
止
す
る
と
の
公
式
通
牒
を
日
本
政
府
に
送
る
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
声
明
を
引
き
出
す
。
乙
れ
に
よ

っ
て
一
年
後
に
は
英
領
西
ア
フ
リ
カ
植
民
地
で
の
日
本
布
に
対
す
る
差
別
関
税
が
避
け
ら
れ
な
い
事
態
と
な
る
。
ま
た
、
シ
ェ
ラ
レ

オ
l
ネ
関
税
局
は
一
九
二
四
年
の
商
標
法
条
項
を
強
化
し
、
そ
の
た
め
に
、
八
月
一
日
か
ら
英
語
で
書
か
れ
た
説
明
書
の
付
い
た
外
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国
起
原
の
商
品
は
「
商
品
自
体
と
そ
の
商
品
が
一
緒
に
輸
入
さ
れ
る
他
の
商
品
の
両
方
に
『
外
国
製
匂

O
Eぬ
ロ
冨
包
丘
、
『
日
本
製



冨
包
冊
目
ロ
』

8
8』
の
よ
う
な
」
印
の
あ
る
免
許
状
を
付
す
乙
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
外
、
長
さ
と
重
量
も
厳
密
さ
を
要
求
さ
れ
る

（

4）
 

ζ
と
に
な
る
。
乙
れ
も
日
本
布
に
対
す
る
規
制
と
理
解
さ
れ
る
。
他
方
、
東
ア
フ
リ
カ
市
場
に
つ
い
て
も
岡
市
場
と
交
易
す
る
イ
ギ
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リ
ス
の
貿
易
商
人
は
日
本
か
ら
の
深
刻
な
競
争
に
よ
っ
て
事
業
を
困
難
に
す
る
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
捺

染
布
と
染
色
布
の
輸
出
シ
ェ
ア
を
極
度
に
喪
失
す
る
に
至
る
。

ζ

と
で
も
六
月
二
六
日
に
新
関
税
率
が
公
布
さ
れ
、
生
地
綿
布
一
平

万
ヤ
ー
ド
当
た
り
九
セ
ン
ト
ま
た
は
従
価
ニ

O
%、
加
工
綿
布
同
一

0
セ
ン
ト
ま
た
は
従
価
ニ

O
%と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

ス
布
に
対
す
る
特
恵
税
率
は
無
い
。

イ
ギ
リ

（
1
）
〉
－

m－
吋
・
向
。
『
冨
ωω
・
同y
u
z
z
・

（2
〉
『
月
報
』
第
四
八
九
号
六
九
頁
。

（3
）
〉
－

m・、『
・
『O
『
Z
8・
唱
－
uR2・

な
お
、
『
内
外
綿
業
年
鑑
昭
和
八
年
版
』
に
よ
れ
ば
ζ

の
規
則
は
シ
ェ
ラ
レ
オ
l
ネ
ば
か
り
で
な
く

英
領
函
ア
フ
リ
カ
全
体
に
お
け
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
ィ
．
長
さ
と
幅
は
メ
ー
ト
ル
か
ヤ
l
ド
に
て
正
確
に
各
匹
に
明
記
す

る
乙
と
、
ロ
．
捺
印
個
所
を
除
い
た
長
さ
は
違
法
で
布
全
体
の
端
か
ら
端
ま
で
を
長
さ
と
す
る
こ
と
、
ぺ
現
品
の
正
確
な
正
味
目
方
を
仕
切

書
に
表
示
す
る
乙
と
、
ニ
．
原
産
地
名
は
英
語
で
玄
邑
o
Z
T玄
ロ
ま
た
は
仏
語
で
明
白

σ
H
S
E
E
r宮
口
と
記
載
す
る
乙
と
、
等
と
な

っ
て
い
る
（
三
九
六
頁
）
。

ハ
4
）
乙
の
新
規
制
を
大
日
本
紡
績
連
合
会
は
次
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
。
「
今
回
西
阿
弗
利
加
向
に
限
り
柊
に
仕
立
を
異
に
す
る
が
如
き

は
大
量
生
産
の
容
易
に
為
し
難
き
と
乙
ろ
な
る
の
み
な
ら
ず
商
品
自
体
に
融
適
性
を
失
ふ
乙
と
と
な
り
不
便
誠
に
砂
少
な
ら
ず
今
回
の
西
阿
弗

利
加
輸
入
規
制
に
於
て
同
地
輸
入
業
者
の
意
思
に
反
し
僅
か
の
仲
田
闘
に
対
し
て
迄
過
酷
な
る
罰
則
を
設
け
却
而
短
尺
も
の
に
覚
な
る
は
全
く
本

邦
品
の
輸
入
を
阻
止
制
限
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
と
推
断
せ
ら
る
る
次
第
：
：
：
」
（
『
月
報
』
第
四
九
四
号
二
頁
）
。

ハ
5
）
〉
・
貝
、
同
J

向
。
円
冨
ωu・唱
－
M
〈・

〈

6
）
『
月
報
』
第
四
九
O
号
六
一
頁
。

｛

l
v
 

本
年
の
南
ア
フ
リ
カ
ペ
の
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
か
ら
の
綿
布
の
船
積
量
は
前
年
よ
り
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。
当
南
ア
フ
リ
カ



で
は
現
行
の
商
標
に
関
す
る
法
規
の
適
用
に
関
す
る
従
来
の
取
扱
い
を
変
更
し
て
厳
重
に
し
、

没
収
し
徴
収
し
た
輸
入
税
は
払
い
戻
し
は
し
な
い
と
税
務
総
監
か
ら
発
布
さ
れ
る
。

一
・一
月
一
日
以
降
違
反
し
た
商
品
は

（1
〕
〉
・
河
・
、
『
・
『
O
『
冨
ω日・同
Y
M
M
巳・

（2
）
『
月
報
』
第
四
九
六
号
五
八
頁
。
「
附
商
品
の
虚
偽
標
記
、
同
商
標
不
正
使
用
、
川
登
録
商
標
類
似
商
標
使
用
又
は
、
同
南
阿
に
於
て

商
標
登
録
局
に
登
録
の
事
実
無
き
に
不
拘
商
様
に
河
品
開
百
貨
色
な
る
文
字
を
使
用
す
る
等
此
等
商
品
の
輸
入
近
来
続
出
す
る
に
鑑
み
従
来
の

取
扱
即
ち
不
正
な
る
額
分
の
削
除
又
は
除
去
を
な
さ
し
め
た
る
上
輸
入
を
許
可
し
来
た
れ
る
方
針
に
変
更
を
加
ふ
る
乙
と
と
し
十
一
月
一
日
以

降
現
行
商
標
に
関
す
る
籍
法
規
に
違
反
せ
る
輸
入
品
は
之
を
没
収
す
る
と
と
に
決
定
せ
り
。
：
：
：
輸
入
税
は
合
法
に
輸
入
せ
ら
る
る
と
不
法
に

輸
入
せ
ら
る
る
と
に
不
拘
凡
て
の
輸
入
品
に
賦
課
せ
ら
る
る
も
の
な
る
を
以
て
一
旦
徴
収
し
た
る
輸
入
税
は
之
が
払
戻
を
な
さ
ず
。
」

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

同
じ
自
治
領
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
綿
業
に
と
っ
て
イ
ン
ド
に
次
ぐ
第
二
の
市
場
で
あ
る
が
、

日
本
か
ら
の
輸
入

は
は
る
か
に
小
さ
い
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
や
は
り
日
本
の
競
争
が
絶
え
ず
増
大
し
つ
つ
あ
り
、
三
三
年
の
線
上
で
日
本
の
進
出
が

続
け
ば
イ
ギ
リ
ス
第
二
の
市
場
で
は
な
く
な
り
、
日
本
の
競
争
の
歩
調
が
速
ま
れ
ば
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
が
イ
ン
ド
で
経
験
し
た
乙
と
の

繰
り
返
し
を
見
る
こ
と
に
な
る
と
懸
念
さ
れ
る
。
そ
こ
で
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
商
業
会
議
所
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
関
税
（
産
業
保
護
）
法

（
通
貨
を
切
り
下
げ
た
国
の
商
品
が
イ
ギ
リ
ス
の
不
利
益
と
な
る
よ
う
な
不
公
正
な
競
争
と
な
る
と
き
に
は
そ
の
商
品
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
特
恵
税
を
課

〈

l
v

す
と
規
定
）
の
適
用
を
示
唆
す
る
よ
う
に
な
る
。

（

1
）
 

〉－

m・、『『
O
円
呂
ω叫・匂－
M
一岡山

と
こ
ろ
が
逆
に
、
当
市
場
で
は
五
月
六
日
か
ら
、
特
殊
品
と
は
い
え
、
例
え
ば
羊
毛
を
含
ま
な
い
ド
レ
イ
パ
リ
！
と
、
不
イ
パ
リ
l

－
般
税
率
従
価
五
割
か
ら
四
・
五
割
へ
引
き
下
げ
、
木
綿
ハ
ン
カ
チ
の
特
恵
税
率
従
価

〈

1）

一
般
税
率
従
価
五
・
五
割
か
ら
五
割
へ
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
い
っ
た
独
自
の
動
き
を
示
し
て
い
る
。
乙
う

の
特
恵
税
率
従
価
三
割
か
ら
ニ
・
五
割
へ
、
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三
・
五
割
か
ら
三
割
へ
、



し
・た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
動
向
を
意
識
し
て
か
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
1
商
業
会
議
所
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
関
税
〈
工
業
保
護
〉
法

190 

第
九
条
は
イ
ギ
リ
ス
の
不
利
益
と
な
る
よ
う
な
不
公
正
な
競
争
と
な
る
通
貨
切
り
下
げ
を
行
っ
た
諸
国
の
商
品
に
対
し
て
課
さ
れ
る

べ
き
ダ
ン
ピ
ン
グ
特
恵
税
を
規
定
し
て
い
る
。
現
在
の
日
本
か
ら
の
綿
製
品
輸
入
は
乙
の
処
置
が
規
定
さ
れ
た
際
に
考
慮
さ
れ
た
類

｛

2〉

の
事
態
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
不
満
を
述
べ
、
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
の
設
定
を
暗
に
要
求
し
て
い
る
。

『
月
報
』
第
四
八
九
号
六
五
頁
。

k
p
・m－J
円
・
向
。
門
店
ωω
・喝・
M
M
即・

〈

1
）

ハ
2
〉

た
の
を
外
国
品
従
価
二

O
%ま
た
は
毎
ヤ
l
ド
五
セ
ン
ト
、

英
領
マ
レ

l
連
邦
で
も
六
月
一
五
日
か
ら
関
税
改
正
を
実
施
し
、
外
国
品
従
価
ニ

O
%、
イ
ギ
リ
ス
品
従
価
一

O
%と
な
っ
て
い

イ
ギ
リ
ス
品
従
価
一

O
%ま
た
は
毎
ヤ
l
ド
ニ
・
五
セ
ン
ト
と
す
る
。

乙
の
改
正
で
、
高
価
な
イ
ギ
リ
ス
品
は
従
来
通
り
従
価
一

O
%の
適
用
を
受
け
る
に
止
ま
る
の
に
、

日
本
布
は
全
部
一
律
ヤ
l
ド
当

た
り
五
セ
ン
ト
を
課
せ
ら
れ
、
極
上
品
は
三

O
%、
中
級
品
は
三

0
1四
O
%、
量
と
し
て
は
最
大
の
下
級
品
は
七

O
｜
八

O
%を

〈

l
v

課
せ
ら
れ
る
と
と
に
な
る
。

（

1
〉

『
月
報
』
第
四
九
O
号

六
一
頁
。

以
上
は
イ
ギ
リ
ス
領
に
関
し
て
で
あ
る
が
、

エ
ジ
プ
ト
市
場
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ェ
ア
は
絶
え
ず
誠
少
し
て
い
く
の
に
、
逆
に
日

本
の
シ
品
ア
は
絶
え
ず
増
加
し
、
し
か
も
、

日
本
の
増
加
率
は
イ
ギ
リ
ス
の
減
少
率
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
。
そ
の
た
め
に
「
イ
ギ

リ
ス
の
貿
易
は
消
滅
し
つ
つ
あ
り
、

日
本
は
優
位
を
し
め
し
は
じ
め
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
布
は
ζ

の
日
本
の
冷
酷
な

競
争
の
上
に
エ
ジ
プ
ト
綿
業
ハ
紡
機
八
万
錘
、
織
機
二
千
台
）
に
よ
る
現
地
生
産
に
よ
る
影
響
も
受
け
て
い
る
。

日
本
品
は
か
つ
て
は



主
に
低
級
な
重
量
物
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
特
殊
な
勢
力
範
間
に
あ
っ
た
高
級
な
製
品
分
野
に
も
拡
大

し
て
き
で
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
日
本
品
輸
入
業
者
は
非
常
に
小
さ
な
利
益
し
か
得
て
い
な
い
が
、
消
費
者
は
当
然
に
最
大
の
有
利
さ

（

l
v
 

で
購
入
す
る
と
と
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
五
月
一
五
日
の
エ
ジ
プ
ト
政
府
に
よ
る
関
税
増
加
に
も
拘
ら
ず
、
日
本
の
競
争

者
に
と
っ
て
は
障
壁
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

ζ

う
し
た
事
態
に
対
し
て
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
1
商
業
会
議
所
は
、

エ
ジ
プ
ト

の
最
大
の
輸
出
品
で
あ
る
原
棉
の
最
大
の
購
入
者
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
り
、

イ
ギ
リ
ス
は
エ
ジ
プ
ト
の
輸
出
貿
易
の
大
動
脈
で
あ
る
の

だ
か
ら
、

エ
ジ
プ
ト
が
返
礼
す
る
の
で
な
け
れ
ば
エ
ジ
プ
ト
の
原
棉
を
購
入
し
続
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
の
脅
迫
的
感
情
を
吐

（

2
V
 

露
す
る
ま
で
に
な
る
。

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

（1
〉
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
自
国
綿
業
保
護
の
た
め
に
五
月
一
五
日
に
関
税
三
割
増
徴
を
発
表
し
、
即
日
実
施
す
る
。
そ
の
内
容
は
一

O
O平
方
メ

ー
ト
ル
に
つ
き
八
段
階
の
重
量
別
に
生
地
綿
布
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
二
五
な
い
し
四
二
、
晒
布
三
こ
な
い
し
七
O
、
反
・
糸
染
布
四
O
な
い

し一

O
五
、
捺
染
布
四
一
な
い
し
一
六
O
各
ミ
リ
エ
l
ム
を
課
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
外
に
港
税
と
し
て
本
税
の
一

O
Mm、
付
加
税
従

価
一
%
が
追
加
さ
れ
る
（
『
内
外
綿
業
年
鑑
昭
和
八
年
版
』
三
七
六
｜
九
頁
）
。

ハ
2
〉
以
上
〉
－

m・叶
・
問。同

Hca－－
u
－
H
u
n
t
－－

以
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
事
実
を
裏
付
け
る
よ
う
に
マ
ン
チ
品
ス
タ
l
商
業
会
議
所
理
事
会
の
一
九
三
三
年
の
「
日
本
の
競
争
」

〈

l
v

に
関
す
る
報
告
は
以
下
の
よ
う
な
切
羽
詰
ま
っ
た
結
論
を
出
し
て
い
る
。

「
日
本
の
競
争
は
イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
が
か
つ
て
直
面
し
た
最
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
理
事
会
は
そ
れ
が
両
国
に
作
り
出
し
た

困
難
が
相
互
の
同
意
で
解
決
出
来
る
と
期
待
し
て
い
る
。
理
事
会
は
日
本
の
な
し
た
進
歩
と
そ
れ
を
可
能
に
し
た
努
力
と
効
率
を

認
識
し
て
い
る
が
、
他
方
、
日
本
が
世
界
市
場
に
侵
入
し
た
速
度
と
日
本
品
が
販
売
さ
れ
る
価
格
は
西
洋
諸
国
の
生
活
条
件
と
水

準
の
安
定
に
と
っ
て
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
限
り
相
互
の
同
意
に
よ
る
問
題
の
解
決
の
唯
一
の
地
盤
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は
日
本
が
輸
出
数
量
の
制
限
を
な
し
、
西
洋
の
価
格
と
も
っ
と
調
和
す
る
価
格
を
も
た
ら
す
処
置
を
採
用
す
る
意
思
で
あ
る
。
も

192 

し
、
日
本
が
そ
う
し
た
処
置
を
提
起
し
な
か
っ
た
り
処
置
が
不
適
切
な
ら
ば
、
関
税
か
輸
入
割
当
か
輸
入
禁
止
か
に
よ
る
保
護
の

ど
れ
か
の
選
択
が
残
る
だ
け
で
あ
る
。
根
本
的
困
難
は
な
に
よ
り
も
速
度
の
問
題
で
あ
る
。
も
し
日
本
国
民
が
、
世
界
貿
易
の
既

定
の
水
路
に
あ
ま
り
に
も
性
急
に
進
入
す
る
よ
り
も
、
他
国
に
不
可
能
な
事
態
を
創
り
出
さ
な
い
よ
う
な
秩
序
あ
る
進
歩
が
将
来

の
安
定
的
で
永
続
的
な
繁
栄
を
打
ち
立
て
る
だ
ろ
う
と
認
識
す
れ
ば
、
そ
の
最
終
的
結
果
ば
世
界
の
経
済
力
を
強
化
し
、
諸
国
民

の
平
和
的
進
歩
に
寄
与
す
る
一
つ
の
解
決
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

〈

1
〉

刷耐・

ω・0
・
向
。
門
田
町
甲
山
田
mw・
司
－
唱
・

1
t
i－－－

こ
こ
に
は
日
本
綿
業
に
よ
っ
て
既
得
纏
益
を
事
わ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
綿
業
の
焦
り
、

日
本
布
進
出
の
速
度
に
対
す
る
脅
威
と
日
本
綿

業
が
世
界
の
綿
貿
易
の
秩
序
を
乱
し
て
い
る
と
の
認
識
が
表
白
さ
れ
て
い
る
。
乙
う
し
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
商
業
会
議
所
の
主
張
の

背
後
に
は
イ
ギ
リ
ス
綿
業
関
係
者
（
生
産
・
輸
出
各
業
者
、
国
会
議
員
〉
の
運
動
が
あ
る
。
例
え
ば
、
三
三
年
六
月
二
八
日
に
先
の
イ

ギ
リ
ス
綿
業
速
盟
は
、

「

ω英
国
植
民
地
及
自
治
領
に
於
て
英
国
品
が
、
外
国
競
争
に
堪
へ
得
る
が
如
く
、
関
税
そ
の
他
の
改
正
を
行
ふ
乙
と
、
之
が

為
に
は
関
係
条
約
及
国
際
協
定
の
廃
棄
若
は
修
正
を
行
の
要
あ
る
べ
し
。

ω英
国
品
に
対
す
る
印
度
関
税
を
歳
入
税
率
程
度
迄
引

下
し
む
る
乙
と
、
之
に
依
り
英
国
品
と
外
国
同
種
品
と
の
課
税
率
差
等
に
依
る
特
恵
を
確
立
す
べ
し
。

ω円
価
暴
落
の
対
抗
上
附

加
、
若
は
反
乱
売
税
を
即
時
実
施
す
ベ
し
。

ω英
帝
国
内
各
国
間
で
は
輸
出
入
国
相
互
共
栄
の
見
地
よ
り
、
相
互
的
通
商
保
全
の

方
法
を
講
ず
ベ
し
、
猶
英
帝
国
内
の
海
運
は
運
賃
率
の
保
誼
に
依
り
、
英
帝
国
の
船
舶
に
限
定
す
ベ
し
。
」

と
の
覚
書
を
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
地
方
選
出
の
国
会
議
員
に
送
付
し
て
運
動
を
継
続
展
開
す
る
。
さ
ら
に
、

一
一
月
一
五
日
に
は
ロ
ン
ド

ン
綿
織
物
取
引
所
に
お
い
て
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
選
出
下
院
議
員
数
名
と
ロ
ン
ド
ン
実
業
家
が
出
席
す
る
イ
ギ
リ
ス
綿
業
連
盟
の
集
会
が



日
本
と
の
通
商
的
妥
協
を
見
出
す
の
は
至
難
で
あ
り
、
関
税
も
し
く
は
割
当
等
の
強
行
手
段
を
取
ら
な
け
れ
ば
日
本
は
一

歩
も
譲
歩
し
な
い
と
と
は
明
か
な
の
で
、
生
産
貨
の
差
額
に
相
当
す
る
輸
入
税
を
課
す
べ
し
と
の
百
貨
排
斥
決
議
を
採
択
し
て
イ
ギ

（

2）
 

リ
ス
政
府
に
圧
力
を
か
け
る
。

聞
か
れ
、
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ハ
1
〉
『
月
報
』
第
四
九
二
号
四
一
｜
一
一
頁
。

（2
）
「
倫
敦
商
業
並
輸
出
業
者
よ
り
成
る
本
会
は
、
日
本
の
低
賃
金
様
単
之
に
加
ふ
る
に
、
為
替
安
並
政
府
補
助
等
の
有
利
条
件
に
対
し
、
到

底
競
争
に
堪
へ
得
ざ
る
べ
き
を
信
ず
。
の
て
政
府
に
於
て
オ
ッ
タ
ワ
協
定
の
主
義
に
基
づ
き
英
、
仏
及
英
帝
国
産
業
保
穫
の
趣
旨
を
徹
底
せ
し

め
、
各
自
賃
金
様
準
を
基
礎
と
し
、
同
標
準
上
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
は
、
無
税
輸
入
を
許
す
と
問
時
に
、
内
外
生
産
貨
を
異
に
す
る
場
合

は
、
其
差
額
に
相
当
す
る
輸
入
税
を
課
す
る
の
方
法
を
実
現
せ
ら
れ
ん
乙
と
を
切
望
す
。
」
（
『
月
報
』
第
四
九
六
号
四
六
頁
）
。

乙
れ
に
対
し
て
、
乙
の
年
の
日
本
綿
業
界
は
、
多
事
多
難
で
は
あ
っ
た
が
、
「
嚢
固
な
る
団
結
的
統
制
に
よ
り
此
の
重
圧
に
塔
え

た
る
の
み
な
ら
ず
、
活
路
打
聞
に
対
す
る
真
剣
必
死
な
る
努
力
に
よ
り
着
々
新
市
場
開
拓
に
成
功
し
、
是
等
へ
の
輸
出
増
加
は
、
支

那
印
度
等
の
旧
市
場
に
於
て
失
へ
る
処
を
完
全
に
カ
バ
ー
し
、
旺
盛
な
る
内
地
需
要
と
相
倹
っ
て
、
毎
月
記
録
的
増
産
を
示
せ
る
綿

．
（

l
v
 

糸
を
す
ら
消
化
し
、
好
況
裡
に
八
年
度
を
終
わ
る
を
得
た
」
と
ラ
ン
カ
シ
ャ
！
と
は
対
照
的
に
輸
出
の
伸
張
を
評
価
す
る
。

そ
し

て
、
日
英
、

あ
る
が
、
九
月
二
三
日
か
ら
シ
ム
ラ
で
目
印
協
商
が
開
始
さ
れ
る
も
の
の
、

目
印
、
英
印
の
綿
業
当
事
者
三
者
に
よ
る
三
協
商
会
議
が
同
時
に
開
催
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
た
乙
と
は
周
知
の
と
と
で

日
英
会
商
の
方
は
日
本
側
代
表
の
イ
ギ
リ
ス
と
の
協
議

の
権
限
無
し
之
の
態
度
に
よ
っ
て
結
局
目
印
会
商
終
了
を
待
っ
て
か
ら
と
い
う
と
と
に
な
る
。

〈

1
Y
『
耳
報
M

第
四
九
六
号
一
七
｜
八
頁
。

ハ
2
）
河
・

ω・0
・問。円

Z
S・
司
・
三
？
な
お
、
目
印
会
商
に
つ
い
て
は
、
関
税
研
究
所
『
シ
ム
ラ
会
商
』
お
よ
び
『
目
印
会
商
の
成
果
』
、
『
目

印
貿
易
怠
考
資
料
』
、
『
印
度
特
派
員
往
復
電
報
写
』
、
日
英
会
商
に
つ
い
て
は
、
関
税
研
究
所
『
日
英
民
閉
会
商
』
、
日
本
経
済
連
名
会
調
査
課

司
最
近
日
本
及
英
帝
国
経
済
関
係
ノ
経
過
』
、
大
貝
本
紡
績
速
合
会
『
日
英
通
商
関
係
怠
考
資
料
』
、
日
本
紡
績
協
会
調
査
部
『
一
九
三
四
年
目
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英
会
商
議
事
録
〈
訳
文
〉
』
等
が
便
利
で
あ
る
。
し
か
し
、
・本
稿
で
は
出
先
領
事
官
や
出
先
機
関
の
報
告
を
逐
一
掲
載
し
て
い
る
『
刃
報
』
に

依
拠
し
た
。

'194 

乙
の
年
の
九
月
一
ニ
自
に
蘭
領
東
イ
ン
ド
で
は
「
或
種
ノ
貨
物
又
ハ
或
部
類
ノ
貨
物
ノ
合
計
価
格
、
又
ハ
合
計
数
量
或
ハ

合
計
重
量
カ
将
来
各
場
合
ニ
付
定
ム
ヘ
キ
合
計
価
格
数
量
又
ハ
重
量
ヲ
超
過
シ
タ
ル
場
合
ハ
政
府
命
令
ヲ
以
テ
当
該
貨
物
ノ
蘭
領
印

度
関
税
区
域
ヘ
ノ
輸
入
ノ
一
時
的
禁
止
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
」
と
規
定
し
た
一
九
三
三
年
非
常
時
輸
入
制
限
令
を
公
布
す
る
に
至

る。
な
お
、

（

1
）
 

『
内
外
線
業
年
鑑

昭
和
一
二
年
版
』
五
六
七
l
七
O
頁。

∞ 
一
九
三
四
年

「
無
遠
慮
に
申
上
げ
ま
す
と
今
回
の
目
印
会
商
の
成
果
に
対
し
ま
し
て
は
実
は
吾
々
は
不

満
足
で
あ
り
、
甚
だ
し
く
失
望
し
て
居
る
の
で
あ
り
丸
一
忍
と
の
紡
連
会
長
阿
部
房
次
郎
の
日
本
側
代
表
帰
国
歓
迎
会
席
上
で
の
挨

拶
か
ら
も
伺
う
乙
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
先
の
日
印
シ
ト
品
ラ
協
商
が
日
本
綿
業
界
の
不
満
の
下
応
一
一月
五
日
妥
結
成
立
す
る
。
乙
れ

に
よ
り
一
月
八
日
を
以
っ
て
イ
ン
ド
の
綿
布
輸
入
関
税
が
生
地
綿
布
従
価
五

O
%ま
た
は
一
封
度
五
・
二
五
ア
ン
ナ
と
一
九
三
二
年

八
月
の
水
準
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
日
本
側
の
印
棉
不
買
も
同
時
に
撤
廃
さ
れ
、
新
し
い
目
印
通
商
条
約
と
付
属
議
定
書
が
七
月
一
ニ

サ
イ
モ
ン
英
外
相
、
ボ
l
ア
印
度
相
の
署
名
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
か
ら
の
綿
布
輸
出

）
 

唱
E
A，，．、

ま
ず
イ
ン
ド
に
つ
い
て
見
る
と
、

日
ロ
ン
ド
ン
で
松
平
大
使
、

数
量
は
、
印
棉
百
万
俵
購
入
と
交
換
に
三
億
二
五

O
O百
万
ヤ
ー
ド
を
基
準
割
当
量
と
し
、
印
棉
購
入
量
が
五
千
な
い
し
・一
万
俵
の

誠
少
毎
に
二
百
万
ヤ
ー
ド
を
滅
じ
、
逆
に
五
千
な
い
し
一
万
俵
の
増
加
毎
に
一
五

O
万
ヤ
ー
ド
だ
け
増
加
さ
せ
、
都
合
年
間
最
高
四



億
ヤ
ー
ド
を
越
え
な
い
範
囲
に
割
当
ら
れ
る
乙
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
一
九
一
三
四
年
一
月
八
白
か
ら
三
月
三
｝
日
ま
で
の
日
本
綿
布

輸
入
許
可
量
が
約
七
千
八
百
万
ヤ
ー
ド
、
織
布
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
三
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
が
四
億
ヤ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

・

そ
の
上
、
綿
布
を
無
地
生
地
、
縁
付
生
地
、
晒
布
、
色
綿
布
〈
篠
染
、
反
染
、
糸
染
）
の
四
種
類
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
四
五
%
、
一

三
%
、
八
%
、
三
四
%
と
個
別
割
当
が
な
さ
札
幻
。
結
局
、
乙
の
割
当
に
よ
り
イ
ン
ド
へ
の
日
本
布
輸
出
が
高
々
七
五
%
の
関
税
時

の
三
三
年
水
準
に
止
め
ら
れ
る
乙
と
に
な
り
、
さ
ら
に
、
晒
布
A

へ
の
割
当
が
小
さ
く
制
限
さ
れ
た
乙
と
は
晒
布
輸
出
に
有
力
な
ラ
ン

カ
シ
ャ

1
綿
業
に
と
っ
て
好
都
合
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

易
部
報
告
」
は
、
日
本
布
の
洪
水
阻
止
の
歓
迎
と
印
棉
購
入
奨
励
の
継
続
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、

，
「
イ
ン
ド
に
対
す
る
日
本
の
綿
布

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
i
商
業
会
議
所
の
円
貿

定
は
施
行
さ
れ
て
数
カ
月
が
経
っ
て
い
る
が
、

輸
出
の
制
限
が
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
製
品
の
か
な
り
の
拡
大
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
た
人
た
ち
は
．失
望
さ
せ
ら
れ
た
。
目
印
協

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
量
は
三
三
年
の
数
字
を
大
き
く
越
え
る
も
の
で
は
な
く
、
三

二
年
の
貿
易
以
下
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
イ
ン
ド
の
工
場
が
日
本
に
対
す
る
規
制
か
ら
大
き
く
稗
益
し
て
い
る
と
想
定

《

3）

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
報
告
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

（

1
〉
『
月
報
』
第
四
九
七
号
四
頁
。

ハ
2
〉
『
内
外
綿
業
年
鑑
昭
和
九
年
版
』
五
二
四
l
三
五
頁
。
た
だ
し
、

ζ

の
四
種
類
の
綿
布
聞
で
一
な
い
し
二
割
の
範
囲
内
で
の
相
互
移
譲

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（

3
）
〉
－

m－吋
・
問
。
同
右
忠
・
匂
－
M
M
M
巳
・

．
ζ

の
イ
ン
ド
と
の
新
し
い
貿
易
条
約
の
締
結
に
対
応
し
て
、

日
本
は
圏
内
の
綿
布
輸
出
割
当
を
調
整
す
る
た
め
に
商
工
省
の
主
導

の
下
に
対
印
綿
織
物
輸
出
統
制
要
綱
を
作
成
し
、
商
工
省
、
外
務
省
、
府
庁
、
大
日
本
紡
績
連
合
会
、
日
本
綿
織
物
工
業
組
合
連
合

195 



アr

会
（
綿
工
連
）
1

日
本
棉
花
同
業
会
、
輸
出
綿
糸
布
同
業
会
か
ら
成
る
’対
印
輸
出
綿
織
物
協
議
会
を
設
立
し
て
、
輸
出
数
量
割
当
方
法

i96-

’f ' ’・ ・’！' 

と
輸
出
統
一
制
手
数
料
等
を
決
定
す
る
一
方
、
対
印
綿
織
物
直
輸
出
商
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
対
印
綿
織
物
輸
出
組
合
を
組
織
し
て
イ

ン
ド
へ
の
輸
出
統
制
を
具
体
的
に
実
施
す
る
乙
と
に
な
る
。

〈

1
〉
『
刃
報
』
第
四
九
九
号
一

l
八
頁
。
輸
出
数
量
割
当
は
一
九
三
三
年
六
月
に
終
わ
る
一
カ
年
の
数
量
を
基
準
と
し
、
八
割
を
過
去
の
直

輸
出
商
に
割
当
て
、
残
hu
の
二
割
を
新
規
取
引
商
に
振
り
当
て
る
乙
と
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
統
制
手
数
料
は
一
ヤ
ー
ド
に
付
き
生
地
、
縁
付
生

地
は
‘一
屋
、
問
哨
布
、
そ
の
他
は
ニ
厘
（
た
だ
し
一
｜
九
月
だ
け
一
一
屋
五
毛
）
と
さ
れ
る
。

,... . 

一
月
二
三
日
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
の
フ
リ
l
ト
レ
ー
ド

ω・
，目
印
会
商
の
終
了
後
、
ラ
ン
シ
．7
ン
英
商
相
の
来
訪
を
前
に
し
て
、

ホ
ー
ル
で
七
名
の
下
院
議
員
の
主
催
す
る
演
説
会
が
聞
か
れ
、
「
政
府
が
日
本
の
競
争
問
題
に
関
し
迅
速
且
有
効
の
措
置
に
出
で
ざ

り
し
を
遺
憾
と
し
政
府
に
対
し
要
求
す
」
と
し
て
、
以
下
の
決
議
を
採
択
す
る
。

「

ω最
恵
国
，条
項
を
含
む
一
切
の
日
英
聞
の
通
商
条
約
を
廃
棄
し
圏
内
市
場
保
護
の
為
一
層
強
硬
な
手
段
を
と
る
乙
と
。

ω属

領
植
民
地
－を
し
て
同
様
の
措
置
に
出
で
し
む
る
機
努
力
す
る
乙
と
。

ω外
国
と
の
通
商
条
約
の
交
渉
に
当
た
り
で
は
必
ず
英
国
の

産
業
に
対
し
適
当
の
特
恵
を
認
め
し
む
る
乙
と
。

ω以
下
の
立
法
を
な
す
乙
と
、
・
ィ、

・古
機
械
輸
出
取
締
、

る
け
外
国
学
生
の
取
締
、
ハ
、
英
国
産
品
の
意
匠
侵
害
取
締
。
」

口
、
英
国
工
場
に
於

（

1
）
 

『
月
報
』
第
四
九
九
号

五
八
｜
九
頁
、
七
四
。

乙
う
し
た
情
勢
の
中
で
二
月
一
四
日
か
ら
綿
業
当
業
者
に
よ
る
日
英
協
商
が
ロ
ン
ド
ン
で
開
始
さ
れ
、
同
会
商
は
三
月
一
西
日
に

打
ち
切
ら
れ
る
ま
で
六
次
に
わ
た
っ
て
協
議
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
側
の
主
強
が
、

ω世
界
綿
業
市
場
の
安
定
を
確
立
す
る
た
め
に
審



議
範
囲
を
全
世
界
市
場
に
及
ぼ
官
と
と
、

ωイ
ギ
リ
久
本
国
と
直
轄
植
民
地
に
お
け
る
輸
出
統
制
は
日
英
協
議
の
審
議
を
持
つ
必
要

は
な
い
、
と
い
う
の
に
対
し
て
ぺ
日
本
側
の
主
彊
は
、

ω関
税
自
主
権
を
有
す
る
第
三
国
市
場
に
つ
い
て
日
英
両
国
が
左
右
出
来
な

い
の
で
］
第
三
国
を
日
英
協
定
に
含
め
る
の
は
不
合
理
、
不
可
能
で
あ
る
乙
と
、

ωイ
ギ
リ
ス
自
治
領
は
関
税
自
主
権
を
有
す
る
の

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
の
意
見
の
対
立
は
妥
協
点
を
見
出
せ
な
い
ま
ま
、
日
英
協

で
日
英
聞
で
協
定
す
る
む
と
は
出
来
な
い
、

商
は
結
局
決
裂
し
て
し
ま
う
。
乙
う
し
た
協
商
の
内
容
に
関
し
て
、

日
本
側
の
日
英
会
商
連
合
特
別
委
員
会
は
「
イ
ギ
リ
ス
側
の
主

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

張
は
第
三
園
を
協
定
範
囲
内
に
包
含
す
る
乙
と
並
に
日
本
品
に
対
し
て
の
み
輸
出
統
制
を
な
し
イ
ギ
リ
ス
側
に
対
し
て
は
何
等
制
限

を
設
け
ざ
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
不
当
不
公
平
な
る
乙
と
は
勿
論
、
事
も
強
調
的
精
神
の
認
む
べ
き
も
の
な
き
を
遺
憾
と
す
」
と
の

決
議
を
札
一
%
。
乙
れ
に
対
し
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
商
業
会
議
所
は
「
日
本
の
代
表
団
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
満
足
で
き
る
案
を
提
示

す
る
意
図
を
決
し
て
持
た
ず
、
政
治
的
に
し
ろ
経
済
的
に
し
ろ
日
本
と
の
一
層
の
討
議
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
有
益
な
目
的
が
叶
え
ら

れ
る
と
は
期
待
出
来
な
い
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
乙
乙
に
日
英
両
綿
業
当
事
者
の
対
立
の
深
さ
を
読
み
と
る
と
と
が
出
来
る
。

（1
v
e
『
月
報
局
第
四
九
八
号
a

七
四
｜
パ
頁
。

（2
）
・
同
右
・
七
八
頁
。
日
本
の
日
英
会
商
連
合
特
別
委
員
会
は
大
日
本
紡
績
連
合
会
、
輸
出
綿
糸
布
同
業
会
、
日
本
綿
織
物
工
業
組
合
連
合

会
、
日
本
人
絹
織
物
輸
出
組
合
連
合
会
1

人
絹
織
物
通
商
対
策
委
員
会
の
五
団
体
か
ら
成
っ
て
い
る
。

（3
）
河
・
回
・0
・向。岡田由
ω品・目
y

－M－

〈

4
）
「
会
商
続
行
は
冗
な
努
力
で
あ
る
が
、
決
裂
の
責
任
を
回
避
す
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
中
止
の
提
案
お
る
ま
で
代
表
引
き
上
げ
を
遜

け
る
よ
う
に
」
と
代
表
団
に
打
電
し
て
い
る
事
実
は
日
本
側
の
外
交
姿
勢
を
物
語
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
ハ
『
月
報
』
第
四
九
八
号
七
八
頁
）
。

三
月
一
回
目
白
英
綿
業
協
議
会
が
打
ち
切
ら
れ
た
二
日
後
一
の
一
六
日
、
日
本
政
府
は
輸
出
入
禁
止
制
限
撤
廃
条
約
の
義
務
離
脱
と

関
税
休
戦
決
議
か
ら
の
脱
退
を
宣
言
し
国
際
事
務
総
長
に
正
式
通
告
す
る
（
一
七
日
〉
。
輸
出
入
禁
止
制
限
撤
廃
条
約
は
、

ω締
約
国
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聞
で
は
原
則
と
じ
て
輸
出
入
の
禁
止
制
限
を
し
な
い
乙
と
、

ω締
約
国
は
法
令
、
手
続
き
、
条
件
な
ど
で
禁
止
を
変
装
し
た
り
専
断

な
制
限
を
一
設
け
な
い
と
と
、

ω例
外
と
し
て
非
常
か
つ
変
則
の
場
合
、
国
の
緊
切
な
利
益
保
護
の
た
め
に
輸
出
入
の
禁
止
制
限
を
な

し
得
る
こ
と
、
命
と
い
う
内
容
を
主
に
規
定
し
、

1.98 

一
九
二
七
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
署
名
さ
れ
、
一
九
三

O
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
関
税
休
戦
決
議
は
国
際
貨
幣
経
済
会
議
が
終
了
す
る
ま
で
参
加
国
は
国
際
通
商
を
阻
害
す
る
よ
う
な
新
た

（

l
v
 

一
九
三
三
年
五
月
一
二
自
に
決
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
乙
の
義
務
離

な
措
置
を
取
ら
な
い
と
と
を
約
し
た
も
の
で
、

脱
と
決
議
脱
退
は
日
本
が
最
後
で
あ
っ
て
、

ζ

れ
ま
で
既
に
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
義
務
離
脱
を

オ
ラ
ン
ダ
も
三
四
年
六
月
を
以
・っ
て
離
脱
す
る
旨
を
通
告
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
決
議
脱
退
の
方
も
、
三
三
年

宣
言
し
、

七
月
二
七
日
に
ロ
ン

V
ン
国
際
経
済
会
議
が
失
敗
、
無
期
休
会
と
な
る
に
及
ん
で
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

オ
ラ
ン
ダ
、

ス
イ
ス
、

ス
;r. 

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
デ
ン
マ

l

〈

2
〉

ク
、
ア
イ
ス
ラ
－ン
ド
は
留
保
を
追
加
し
た
た
め
に
決
議
は
事
実
上
機
能
し
な
く
な
っ
で
い
た
も
の
で
あ
る
。
乙
乙
広
き
て
世
界
貿
易

ー
デ
ン
、

イ
ギ
リ
ス
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
、
中
国
が
脱
退
し
、

を
秩
序
づ
け
る
手
段
は
な
く
な
り
、
世
界
市
場
シ
ェ
ア
を
巡
る
争
毒
戦
は
何
等
の
歯
止
め
も
な
く
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（

1
）
 

ハ
2
）

外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書

同
右
。

一
八
四
O
ー
一
九
四
五
』
下

九
六
六
年
原
書
房

二
八
一

l
二
頁
。

日
本
と
の
最
恵
国
条
約
廃
棄
、
日
英
通
商
条
約
廃
棄
、
ク
オ
l
タ
制
実
施
、
従
量
税
・
為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
導
入
、
帝

国
地
域
内
の
一
致
行
動
の
強
行
と
い
っ
た
緊
急
手
段
を
要
請
す
る
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
を
中
心
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
世
論
の
昂
り
を
背
景

そ
し
て
、

に
、
豆
月
七
日
ラ
ン
シ
マ
ン
商
相
が
日
本
綿
布
へ
の
関
税
増
徴
。と
植
民
地
に
お
け
る
輸
入
割
当
制
実
施
を
声
明
し
、
即
日
実
施
す

る
。
と
れ
に
よ
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
イ
ン
ド
で
は
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
輸
入
割
当

J
F
H
Z
z
o
z
a
g
が
五
月
七
日
か
ら



（

2
V
 

イ
ギ
リ
ス
帝
国
植
民
地
の
可
能
な
す
べ
て
の
市
場
で
制
定
さ
れ
、
七
月
の
半
ま
で
に
必
要
な
法
律
が
殆
ど
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
で
通

（

3
｝
 

過
し
た
と
言
わ
れ
る
。
と
の
割
当
制
は
通
商
条
約
上
、
日
本
だ
け
に
適
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
日
本
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て

い
る
乙
と
は
明
白
で
あ
り
、
西
ア
フ
リ
カ
植
民
地
（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
、
ガ
ン
ピ
ア
、
シ

f
フ
・
レ
オ
l
ネ
）
で
は

（

4）
 

先
に
最
恵
国
協
定
が
廃
棄
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
割
当
制
は
日
本
の
織
布
の
み
に
適
用
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

〈1
〉
「
乙
の
ラ
ン
シ
マ
ン
の
宣
言
に
よ
っ
て
日
英
関
の
商
戦
は
い
よ
い
よ
公
然
と
な
っ
た
」
と
い
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
『
月
報
』

第
五

O
一
号
五
六
頁
。

I

自

（2
）
M
N
・∞
－U
－
r
H
Z盆
・
唱・

1
z・

（3
）
前
掲

E
Z
F
E
E－
A
円曲固定

Z
Hロ内宮師陣門戸色町曲
a
g－－J
司－

E
・
な
お
、
七
月
一
四
目
の
下
院
に
お
け
る
植
民
相
の
答
弁
に
よ
る
と
、
割

当
制
を
実
施
し
て
い
る
植
民
地
は
パ
ハ
マ
諸
島
、
パ
ル
パ
ド
ス
、
英
領
ギ
ア
ナ
、
キ
プ
ロ
ス
、
フ
ィ
ジ
、
．ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ガ
ン
ピ
ア
、
ゴ

1

一
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、

7

レ，イ
州
、
マ
ル
夕
、
モ

1
リ
シ
ャ
ス
、
セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
、
セ
ン
ト
・
ピ
ン
セ
ン
ト
、
サ
イ
シ
再
ラ

ス
、
シ
ェ
ア
・
レ
オ
l
ネ
、
ソ
マ
リ

1
ラ
ン
ド
、
海
峡
植
民
地
、
ト
リ
ニ
ダ
l
ド
と
な
っ
て
い
る
（
『
月
報
』
第
五
O
三
号
四
五
頁
）
。
ア
フ

リ
カ
の
大
市
場
で
あ
る
東
ア
フ
リ
カ
〈
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン
ガ
ニ
カ
、
ケ
ニ
ャ
、
ニ
ャ
サ
ラ
ン
ド
、
ザ
ン
ジ
パ
ル
、
北
部
ロ
ー
デ
シ
ア
の
一
部
）

は
戦
前
の
ベ
ル
リ
ン
協
定
に
よ
る
コ
ン
ゴ
盆
地
条
約
。
。
ロ
雪
国
自
宮
、
『
お
曲
ミ
で
門
戸
開
放
地
域
と
さ
．れ
て
い
る
た
め
に
割
当
制
は
導
入
さ

れ
な
か
っ
た
〈
前
掲
出

E
V
Z
E
司・

5
V
さ
ら
に
、
エ
ジ
プ
ト
と
共
同
主
権
の
下
に
あ
る
上
に
通
商
条
約
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
ス
l
ダ
ン
、

貨
物
集
散
港
で
あ
る
香
港
は
割
当
適
用
を
除
外
さ
れ
、
元
来
・イ
ギ
リ
ス
の
政
策
K
追
随
し
な
い
セ
イ
ロ
ン
、
国
際
連
盟
の
委
任
統
治
市
域
で
あ

る
パ
レ
ス
チ
ナ
、
カ
メ
ル
l
ン
、
ト
！
ゴ
ラ
ン
ド
、
タ
ン
ガ
ニ
カ
は
割
当
制
を
噂
入
す
る
の
が
困
難
と
見
ら
れ
て
い
る
（
『
月
報
』
第
五

O
一

号
五
五
頁
三
南
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
の
自
治
領
で
は
さ
し
当
た
り
割
当
制
を
採
用
し
て
い
な

（

4
）
 

同
右
。

｛
一
般
的
な
帝
国
経
済
政
策
に
特
殊
な
形
態
を
展
開
さ
せ
る
重
要
芯
決
断
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
」
そ
の
帝
国
経
済
政
策
は
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－・，
’． ー 一・

「
互
恵
主
義
」
と
い
う
一
語
に
要
約
さ
れ
る
？
・「
金
植
民
地
市
場
は
そ
の
経
済
的
福
利
を
大
き
く
は
日
本
に
で
は
な
く
イ
ギ
リ
ス
に

主
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
、
植
民
地
の
経
済
的
強
化
を
可
能
と
す
る
自
立
的
役
割
を
演
じ
る
政
策
を
母
国
が
採
用
す
る
乙
と
は
領
域

住
民
の
利
害
の
内
に
あ
る
。
そ
れ
放
に
割
当
政
策
は
ラ
ン
カ
シ
＋

l
の
利
害
に
お
け
る
と
同
様
に
植
民
地
に
お
い
て
も
十
分
に
正
当

（

l
v
 

化
さ
れ
た
の
だ
」
。
乙
の
よ
う
に
割
当
制
の
導
入
に
つ
い
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
商
業
会
議
所
は
本
固
に
も
植
民
地
に
も
樟
益
す
る
互

恵
主
義
の
採
用
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
優
勢
な
生
産
力
を
背
景
に
最
恵
国
待
遇
と
い
う
形
で
自
由
貿
易
競
争
を
推
進
し
て
き
た
イ
ギ

リ
ス
は
こ
乙
に
至
っ
て
自
由
貿
易
を
放
榔
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ポ
ン
ド
・
プ
ロ
ッ
ク
内
で
は
特
恵
と
互
恵
主
義
を
、
ブ
ロ
ッ
ク
外
に

対
し
て
は
割
当
制
と
互
恵
原
則
を
政
策
と
す
る
に
至
っ
た
と
と
に
な
る
。
他
方
舟

ζ

れ
に
対
じ
て
「
或
ハ
高
率
ナ
ル
関
税
ヲ
課
シ
、
或

ハ
輸
入
ヲ
制
限
ス
ル
等
ノ
方
法
ニ
依
リ
外
国
品
ノ
輸
入
ヲ
抑
止
也
ン
ト
ス
ル
傾
向
強
夕
、
殊
ニ
我
国
ノ
輸
出
貿
易
ニ
対
シ
障
壁
ヲ
築

カ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
カ
漸
ク
多
キ
ヲ
加
へ
ン
ト
ス
ル
様
ナ
情
勢
ニ
在
ル
ノ
テ
、
各
国
ノ
措
置
如
何
ニ
依
リ
テ
ハ
之
ニ
対
応
シ
テ
貿
易
ヲ

（

2｝
 

調
節
シ
、
以
テ
国
際
収
支

y
均
衡
ヲ
図
リ
、
．
又
ハ
通
商
を
擁
護
ス
ル
為
臨
機
応
変
メ
措
置
ヲ
執
ル
ノ
必
要
ア
ル
コ
ト
ヲ
慮
リ
い
主
し

て
、
「
貿
易
調
節
及
通
商
擁
護
ニ
関
ス
ル
法
律
」
ハ
い
わ
ゆ
る
通
商
援
護
注
）
を
四
月
七
日
に
制
定
し
て
、
日
本
も
互
恵
主
義
を
採
用
す
る
。

（

1
）
岡
山
・
切
・
0
・
ho『

E
S－
V
司
・
三
干
支
・

（2）

一前
掲
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書
一
八
四
O
l
一
九
四
五
』
下

二
八
三
頁
。

割
当
が
適
用
さ
れ
る
方
法
の
細
部
は
固
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、
割
当
量
は
一
九
二
七
年
か
ら
コ
二
年
ま
で
の
時
期
の
全
輸

入
量
を
基
礎
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
大
抵
の
場
合
日
本
の
実
際
の
船
積
量
は
一
九
三
二
、
三
三
年
よ
り
迄
か
に
低
く

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
数
例
を
見
る
と
、
三
四
年
日
本
織
布
輸
入
量
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
（
綿
、
人
絹
、
交
織
を
包
含
）
で
は
三
三
年
の
九

．
八
百
万
ヤ
ー
ド
の
四
%
弱
に
低
下
し
、

マ
レ
ー
で
は
綿
サ
ロ
ン
五
七

O
万
箇
が
五
万
箇
〈
一
箇
二
ヤ
ー
ド
の
割
合
）

へ
と
全
滅
に
近

2ao 



（

2）
 

く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
キ
プ
ロ
ス
で
は
全
織
布
で
三
五
万
ヤ
ー
ド
弱
が
割
当
て
ら
れ
、

に
対
し
て
日
本
は
五
万
ヤ
ー
ド
を
割
当
て
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
乙
で
、
乙
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
政
策
の
完
全
な
効
果
は
三
四
年

マ
ル
タ
で
は
イ
タ
リ
ア
の
八

O
万
ヤ
ー
ド

K
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
は
多
く
の
市
場
で
日
本
品
が
大
量
に
注
文
さ
れ
て
倉
庫
に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ

っ
て
、
三
四
年
末
の
数
カ
月
に
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
輸
出
貿
易
に
割
当
政
策
に
よ
る
利
益
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
三
五
年
に
は
効
果

は
も
っ
と
覇
著
で
あ
ろ
う
と
の
希
望
が
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
論
調
は
、
日
本
は
目
印
協
商
で
二
億
ヤ
ー
ド
の
輸

出
制
限
に
同
意
し
た
が
、
今
回
の
「
日
本
は
ク
オ

1
タ
に
依
り
失
う
所
一
億
腐
に
過
ぎ
ず
、
且
日
本
の
失
う
所
必
ず
し
も
ラ
ン
カ
シ

ア
の
得
る
所
に
非
ず
」
と
悲
観
的
見
通
し
を
述
人べ
て
い
る
。

，
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ハ1
）
前
掲
出
ロ
σ
Z
E・z開
S
H
O
E

－EE曲
E
丘
町
民
国
O
ロ
・：J

司七－

E
B
B－

〈
2
）
『
月
報
』
第
五
O
二
号
五
O
l
一頁。

〈3
）
同
右
五
九
貫
。

（
4
）
見
・
回
・0
・向。円回申
ω
A
F

・司－

i

－
F

・

（
5
）
司
月
報
』
第
五
O
一
号
五
四
頁
ι
実
際
、
イ
ギ
リ
ス
商
務
省
発
表
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
、
保
護
領
、
委
任
統
治
地
域
が
日

本
か
ら
輸
入
し
た
数
量
は
三
二
年
二
億
五
五
百
万
ヤ
ー
ド
、
三
三
年
二
億
九
二
百
万
ヤ
ー
ド
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
九
二
七
｜
＝
二
年
の
五

カ
年
平
均
は
一
億
一
八
百
万
ヤ
ー
ド
で
あ
る
（
『
内
外
綿
業
年
鑑
昭
和
十
年
版
』
五
四
三
｜
五
頁
〉
。

(3) 

日
英
綿
業
会
商
が
難
航
し
て
い
る
最
中
・に
蘭
領
東
イ
ン
ド
で
は
一
九
三
三
年
非
常
時
輸
入
制
限
令
に
基
づ
き
一
九
三
四
年
緊

急
織
物
輸
入
制
限
令
ハ
サ
ロ
ン
制
限
令
）
を
二
月
一
三
日
に
公
布
し
〈
第
一
次
）
、
翌
日
か
ら
三
カ
月
に
わ
た
る
綿
サ
ロ
ン
と
特
殊
縞
晒

布
類
の
輸
入
を
一
九
三
。
年
に
輸
入
し
た
数
量
の
範
囲
内
で
輸
入
業
者
に
比
例
按
分
し
・て
輸
入
を
認
め
る
と
い
う
綿
布
輸
入
制
限
を

実
施
し
、
さ
ら
に
一
一
月
一
三
日
ま
で
の
六
カ
月
間
引
き
続
き
制
限
を
更
新
す
る
〈
第
二
次
〉
。
そ
し
て
、
国
別
割
当
は
イ
ン
チ
間
糸

数
一
一
ニ

O
本
以
下
綿
サ
ロ
ン
公
ハ
万
コ
l
ジ
）
お
よ
び
人
絹
・
絹
サ
ロ
ン
の
自
由
割
当
量
を
全
部
占
め
た
に
し
て
も
日
本
へ
の
割
当
量

201 



は
一
九
三
三
年
の
平
均
六
カ
月
の
三

O
%に
し
か
す
ぎ
ず
、
・
乙
れ
に
対
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の
割
当
置
は
三
三
年
の
平
均
六
カ
月
閣
の
三

0

・
五
倍
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
三
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
一

0
カ
月
閣
に
わ
た
る
一
九
三
四
年
非
常
時

晒
織
物
輸
入
政
府
令
を
発
し
て
制
限
幅
を
拡
大
す
る
ハ
第
一
次
〉
。
そ
の
内
容
は
、
ヵ
ン
ブ
リ
ッ
ク
ス
七
千
五
百
万
ヤ
ー
ド
ハ
内
オ
ラ
ン

202 

グ
へ
の
割
当
六
一
%
〉
、
ヵ
ン
プ
リ
ッ
ク
ス
・
シ
ャ

l
テ
ィ
ン
グ
二
一
万
ヤ
ー
ド
ハ
八
OMm）
、
シ
ャ

i
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
ロ
ン
グ
・
ク

ロ
ス
二
千
九
百
万
ヤ
ー
ド
ハ
四
三
%
）
、
ド
リ
リ
ン
グ
四
・
五
百
万
ヤ
ー
ド
（
一
四
%
〉
、
ジ
ー
ン
ズ
及
び
ト
イ
ル
八
百
万
ヤ
ー
ド
ハ
五
%
）
、

サ
テ
ン
・
フ
ラ
ン
ネ
ル
・
他
晒
綿
布
三
百
万
ヤ
ー
ド
〈
一
七
%
）
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
で
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
割
当
は
全
体
の
五

O
%

に
達
し
て
い
る
。
以
後
乙
れ
ら
の
制
限
令
は
逐
次
更
新
さ
れ
て
い
く
。

〈1
）
『
月
報
』
第
四
九
八
号
六
五
i
六
頁
。

〈
2
〉
『
月
報
』
第
五
O
一
号
六
二
1
四
頁
。
輸
入
許
可
料
金
は
第
一
次
制
限
令
で
は
保
税
倉
庫
価
格
の
二
%
に
相
当
す
る
金
額
と
定
め
ら

れ
、
第
二
次
制
限
令
で
は
サ
ロ
ン
類
一

O
O
コ
1
ジ
当
た
り
七
盾
五
O
仙
、
フ
ァ
ン
シ
ー
糸
特
殊
縞
綿
布
一

0
0ヤ
ー
ド
当
た
り
一
五
仙
、
色

締
縞
織
物
一

0
0ヤ
ー
ド
当
た
り
七
仙
と
な
っ
て
い
る
。

〈

3
）
同
右
。

．‘
（
4
）
『
内
外
線
業
年
鑑

昭
和
十
年
版
』
五
七
ニ
｜
七
頁
。

表
l
uは
一
九
三

0
年
代
初
期
の
蘭
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
サ
ロ
ン
と
そ
の
他
の
綿
布
輸
λ
を
日
本
、

イ
ギ
リ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
三

国
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
サ
ロ
ン
を
除
く
全
綿
布
で
日
本
が
早
く
に
岡
市
場
を
支
配
し
、
サ
ロ
ン
で
も
三
二
年
に
一
挙
に
輸
入

の
半
数
以
上
に
達
し
て
市
場
を
支
配
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
特
に
本
国
オ
ラ
ン
ダ
が
支
配
し
て
い
た
サ
ロ
ン
市
場
が
日
本
に
よ
っ

て
圧
倒
さ
れ
た
ζ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
が
先
の
輸
入
制
限
を
結
果
し
た
と
い
う
ζ

と
で
あ
ろ
う
？
そ
し
て
、
乙
の
場
合
に
も
パ

ハ
1
）

タ
ビ
ア
に
お
い
て
日
本
政
府
と
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
よ
る
日
蘭
会
商
が
六
月
八
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
1

交
渉
の
進
展
を
見
な
い
ま
ま
1



1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

蘭鎖東印度市場における綿布輸入表－13

全種類（Sarongsを除く〉 Sarongs (1000 Corges) 
100万ヤード

計 英 蘭 日 計 英 蘭 日

1928 627.4 170.0 160.4 193.3 507.2 87.9 201. 5 1.1 

29 632.1 143.3 160.4 230.0 573.7 92.4 240.4 1. 8 

30 520.6 89.0 131. 8 222.8 448.0 69.7 190.1 7.7 

31 477.6 46.3 108.6 258.4 360.1 15.5 151. 6 33.1 

32 558.5 50.6 78.4 371.0 630.0 12:4 65.2 351. 9 

19i3'g 
407.1 16.2 19.8 334.4 547.2 1. 0 16.0 481. 9 

出所：ManchesterChamber of Commerce旧所蔵資料。
注： 1Corge = 20 pieces. 

蘭
印
政
府
に
よ
る
日
本
陶
磁
器
へ
の
輸
入
制
限
令
発
布
〈
七
月
二
五
日
、

八
月
三
O

日
停
止
）
、
日
本
側
の
対
蘭
印
綿
織
物
輸
出
組
合
未
成
立
を
口
実
と
し
た
蘭
領
東
イ

ン
ド
向
け
未
晒
金
巾
の
受
け
渡
し
、
積
み
出
し
中
止
決
議
（
八
月
二
三
日
、
一
二
月

一
一
一
一
日
解
除
）
、
第
三
次
サ
ロ
ン
輸
入
制
限
令
公
布
（
二
月
一
二
日
か
ら
一
カ
月
〉
な

ど
の
応
酬
の
後
、

日
蘭
会
商
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
す
る
乙
と
も
な
く
一
二
月
二

一
目
打
ち
切
り
と
な
る
。

（
1
）
両
者
の
交
渉
で
最
も
難
関
だ
っ
た
の
は
砂
糖
の
再
輸
出
問
題
で
あ
っ
た
。
砂
糖
買

付
け
量
を
日
本
側
は
三
カ
年
五
O
万
ト
ン
、
蘭
領
イ
ン
ド
側
は
九
O
万
ト
ン
ま
で
歩
み

寄
り
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
一
得
輸
出
に
つ
い
て
日
本
側
が
無
制
限
輸
出
を
主
張
し
た
の

に
、
蘭
領
イ
ン
ド
側
は
一
カ
年
一

O
万
ト
ン
の
再
輸
出
を
固
守
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
（
『
内
外
綿
業
年
鑑
昭
和
十
年
版
』
五
六
一
一
良
）
。
日
蘭
会
商
に
つ
い
て
は
、

大
日
本
紡
績
逮
合
会
『
日
蘭
会
商
の
経
過
』
お
よ
び
『
日
蘭
会
商
問
題
参
考
資
料
』
、

関
税
研
究
所
『
日
開
政
府
会
商
』
等
が
便
利
で
あ
る
。

ハ
2
）
『
月
報
』
第
五
O
四
号
二
頁
。
第
五
O
八
号
ニ
頁
。
念
の
た
め
に
言
え
ば
、
対

蘭
印
綿
織
物
輸
出
組
合
は
九
月
一
九
日
付
で
商
工
省
よ
り
設
立
認
可
さ
れ
て
い
る
〈
『
月

報
』
第
五
O
五
号
四
五
頁
）
。

ω
そ
の
他
の
市
場
に
閉
じ
て
見
る
と
、
中
南
米
は
、

日
英
両
国
と
録
恵
国
協

定
を
有
し
て
い
る
の
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、

ギ
リ
ス
と
最
恵
国
協
定
を
有
す
る
が
日
本
と
は
無
い
の
が
ボ
リ
ビ
ア
ー
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

イ

203 

ヴ
ェ
ネ
ズ



ニ
カ
ラ
グ
ア
、
パ
ナ
て
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
、
．
ハ
イ
チ
、
日
本
と
最
恵
国
協
定
を
有
す
る
が
イ
ギ

パ
ラ
グ
ア
イ
、
・
ペ
ル

1
1
ウ
ル
グ
ア
イ
、
キ
ュ
ー
バ
、
メ
キ
シ
コ
、
両
国
と
も
最
恵
国
協
定
を

持
た
な
い
の
が
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
セ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
、
と
な
っ
て
い
て
、
必
ず
し
も
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
力
が
支
配
的
と
は
言
え
な

〈

1
）
ぃ
。
そ
の
中
南
米
で
も
日
本
の
競
争
は
乙
の
年
の
重
要
な
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
為
替
規
制
の
無
い
国
や
イ
ギ
リ
ス
が
最
恵
国

待
遇
を
有
し
な
い
国
々
で
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
日
本
か
ら
の
綿
布
が
培
加
し
て
い
る
国
と
し
て
チ
リ
、
ペ
ル

l
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
乙
れ
ら
の
市
場
で
は
日
本
か
ら
の
輸
入
品
も
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
品

エ－フ、

コ
ス
タ
リ
カ
、
ガ
テ
マ
ラ
、

2{)4 

リ
ス
と
は
無
い
の
が
エ
ク
ア
ド
ル
、

も
何
の
規
制
も
な
く
自
由
な
率
で
支
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
中
南
米
に
関
し
て
も
マ
ン
チ
ェ
ス

〈

2
）

タ
i
商
業
会
議
所
は
嘆
く
乙
と
に
な
る
。
し
か
し
、
中
南
米
諸
国
に
も
輸
出
す
る
ば
か
り
で
そ
の
見
返
り
に
何
も
買
わ
な
い
か
そ
れ

《

3｝

に
近
い
国
と
の
貿
易
に
大
さ
な
割
合
を
置
く
乙
と
は
満
足
出
来
な
い
と
い
う
感
情
が
増
加
し
て
き
で
、
同
年
中
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
ウ

ル
グ
ア
イ
両
国
間
に
日
本
品
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
協
定
（
八
月
二
九
日
〉
が
成
立
し
、
ペ
ル

1
2
0月
五
日
〉
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
ハ
一

O
月

三
O
日
）
は
修
好
通
商
航
海
条
約
廃
棄
を
通
告
し
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
と
の
最
恵
国
協
定
を
破
棄
し
、
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
は
白
木
か
ら
の

〈

4〉

輸
入
品
に
禁
止
関
税
を
課
す
と
い
っ
た
動
き
が
出
て
く
る
。

（1
）
〉
・河
・J『
・
向
。
円
冨
ω
A
P

・司
－
M

’L
ロ
・

（
2
〉
同
右
。

ハ3
）
同
右
。

ハ4
）
同
右
及
び
前
掲
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書

一
八
四
O
l
一
九
四
五
』
下

八
四
｝
五
頁
。

そ
の
他
、
南
ア
フ
リ
カ
で
は
ヤ
l
ド
当
た
り
一
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
を
越
え
な
い
綿
布
輸
入
は
八
五
%
が
e

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
も
の
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（

1）
 

で
あ
る
一
方
で
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
大
量
の
原
棉
を
イ
ギ
リ
ス
が
吸
収
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
依
然
と
し
て
日
本
が
綿
布
貿
易
を

《

2
V

支
配
継
続
し
、
イ
ラ
ク
で
は
低
廉
な
日
本
布
の
存
在
が
イ
ギ
リ
ス
繊
維
品
の
減
退
に
最
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
蘭
領
東
イ

《

3）

ン
ド
に
お
い
て
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

1
綿
品
は
非
常
に
限
ら
れ
た
市
場
し
か
見
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
中
国
で
は
〉

B
O
B

－
u
刊知一

S
P
－

円

4）

n
r
z
p
r
g丹
色
白
田
－

8
5内回
目
ロ

m
R号
日
々
一
と
い
う
状
態
で
、
事
態
の
改
善
の
見
通
し
は
難
し
い
。
セ
イ
ロ
ン
は
島
の
産
業
の
繁

栄
を
イ
ギ
リ
ス
市
場
に
依
存
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
代
わ
り
に
何
も
有
形
な
も
の
を
提
供
せ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
経
済
統
一
原
則

〔

5
V

に
反
し
て
い
る
と
非
難
さ
れ
て
い
る
。

〈

1
〉

k
p・
河
・
J
司
・
向
。
『
岡
山
田
叫
品
・
M
M
－

M
丘
町
・

（

2
）
同
右
目
Y
M
M
F
Z
・

〈

3
〉
同
右
唱
－

H
H
2
・

（

4
）
同
右
目
y
H
E
n－〈・

〈

5
）
同
右
司
－

M
H
H－広
・

な
お
、
前
述
の
よ
う
に
タ
カ
ス
制
度
に
則
っ
て
日
本
と
の
貿
易
を
維
持
し
て
き
た
ト
ル
コ
は
三
三
年
九
月
に
タ
カ
ス
制
度
を
廃
止

し
、
国
別
の
輸
入
割
当
を
発
表
す
る
。
割
当
額
以
上
の
対
ト
ル
コ
輸
出
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
に
、
そ
の
後
日
土
求
償
協
定
会
議

が
聞
か
れ
、
三
四
年
一
二
月
二
二
日
に
白
土
貿
易
暫
定
協
定
が
正
式
調
印
さ
れ
、
三
五
年
一
月
一
日
か
ら
実
織
さ
れ
る
。

ζ
れ
に
よ

《

2
V

っ
て
綿
製
品
の
み
で
は
な
い
が
一
千
万
円
相
当
の
パ

l
タ
l
貿
易
が
行
わ
れ
る
乙
と
に
な
る
。
イ
ラ
ン
で
、
も
ソ
連
品
四
五
%
、
日
本

品
四
五
%
の
市
場
シ
ェ
ア
の
と
乙
ろ
に
割
当
制
を
導
入
し
で
、
一
O
月
か
ら
六
O
%
を
ソ
速
に
割
当
て
残
り
四
O
%
を
政
府
買
い
上

げ
と
し
、
そ
の
内
の
ニ
O
%
を
イ
ラ
ン
物
産
購
入
を
条
件
に
日
本
に
割
当
る
ζ

と
を
決
定
仁
列
。

ζ

の
割
当
に
よ
る
日
本
か
ら
の
輸
出
は
一
割
を
出
な
い
と
言
わ
れ
る
〈
『
内
外
綿
業
年
鑑
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〈

1
〉

昭
和
八
年
版
』
三
二
ニ
頁
。



中
国
585 
153 

香
港
69 
33 

イ
ン
ド
358 
1,542 

セ
イ
ロ
ン

海
峡
植
民
綿
16 
60 

関
領
東
イ
ン
ド
173 
143 

ヒ
ピ
ン
31 
13 

タ
イ
6
 
23 

ト
1レ
コ
15 

ア
メ

カ
1
 

チ
4
 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
9
 

ウ
ル
グ
ア
イ
。

エ
ジ
プ
ト
7
8
 

南
ア
フ
リ
カ
連
邦
10 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
12 

他
共
計
1,419 

表
－
14
仕
向
地
別
日
英
綿
布
輸
出
比
較
(million 
square yards) 

31 
33
年
34
年

年

日
日
英
｜
日
英
｜
日
英

587 

85 

581 

2
9
 

193 

27 

18 

313 

36 

411 

91 

441 

63 

61 8
 

10 

16 

75 

8
 

6
 

543 

5
 
2
9
 

45 
26 

15 
370 
10 

4
 
87 
3
 

4
 
70 
3
 

14 
19 
15 

43 
10 

24 
17 

161 
69 
134 

15 
5
 
11 

44 
143 
36 

112 
26 
119 

142 
87 
118 

1,994 2, 725 
1,948
.
 

出
所
：
日
本
は
『
綿
糸
，
紡
級
事
情
重
量
考
密
』
各
年
次
版
IC
ょせ。

イ
ギ
リ
ス
は
”
A
n
n
u
a
l
Statements of the 

Trade of 
the 
United K
i
n
g
d
o
mヘ
1930,
1935
，
各
Vol.ill
に
よ
る
。

.. 
,
 出w宮内



〈

2
〉

ハ
3
）

『
内
外
綿
業
年
鑑
昭
和
一

O
年
版
』
三
九
五
｜
六
頁
。

『
月
報
』
第
五
O
五
号
一
一
良
。

本
章
を
閉
じ
る
に
当
た
り
一
九
三
五
年
ま
で
の
未
晒
布
、
晒
布
、
加
工
布
（
捺
染
、
糸
染
、
反
染
〉
を
合
わ
せ
た
日
英
輸
出
を
一
部

仕
向
先
別
に
み
た
の
が
表
l
M
で
あ
る
。
三
三
年
に
日
本
の
輸
出
量
が
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
を
凌
駕
し
、
中
園
、
香
港
、
蘭
領
東
イ
ン

ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
既
に
一
九
二

0
年
代
末
に
イ
ギ
リ
ス
を
凌
駕
し
て
い
る
と
と
は
既
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
い

エ
ジ
プ
ト
で
は
三
一
年
に
、
タ
イ
で
は
三
二
年
に
日
本
布
が
イ
ギ
リ
ス
布
を
凌
駕
し
て
い
る
。

執
イ
ギ
リ
ス
品
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
か
ら
ま
っ
た
に
し
ろ
、
一
時
的
に
三
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
布
を
追
い
越
し
て
い
る
の

確蜘
が
注
目
さ
れ
る
し
、
三
三
年
に
七
五
%
と
い
う
禁
止
的
関
税
が
導
入
さ
れ
る
事
態
を
同
表
の
数
字
か
ら
読
み
と
る
と
と
が
で
き
る
。

蜘

・ま
た
、
三
四
年
に
は
既
に
イ
ギ
リ
ス
帝
国
経
済
統
一
に
順
応
し
な
か
っ
た
セ

2
ン
は
日
本
布
の
支
配
す
る
と
ζ

ろ
と
な
っ
て
お

日
り
、
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
や
南
米
の
チ
リ
で
も
日
本
布
が
イ
ギ
リ
ス
布
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
自
治
領
の
南
ア
フ

柑
リ
カ
速
邦
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
依
然
と
し
て
イ
ず
ス
布
が
支
配
的
で
あ
り
、
特
に
オ
タ
ワ
帝
国
経
済
会
議
後
、
南
ア
フ
リ
カ

肱
連
邦
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
布
が
む
し
ろ
大
幅
な
伸
張
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
歴
史
的
に
日
本
綿
業
の
確
立
・
興
一
隆
の
市
場
的
基
礎

柿
を
為
し
て
き
た
中
国
に
対
す
る
日
本
布
の
輸
出
の
顕
著
な
減
少
に
注
意
さ
れ
た
い
。
問
題
は
そ
の
内
容
で
あ
る
。
例
え
ば
三
四
年
の

欄
対
中
輸
出
高
が
三
億
一
三
百
万
平
方
ヤ
l
ド
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
満
州
向
け
－
億
七
千
万
平
方
ヤ
l
ド
ハ
五
四
%
）
、

側
関
東
州
八
千
四
百
万
平
万
ヤ
ー
ド
〈
一
一
七
%
）
、
中
国
本
土
五
千
九
百
万
平
方
ヤ
！
ド
（
一
九
き
で
、
中
国
本
土
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
市
場

畔
に
も
劣
る
有
り
様
で
あ
る
。
と
れ
の
意
味
す
る
と
と
は
三
二
年
の
対
中
国
一
輸
出
雇
九
一
百
万
ヤ
ー
ド
の
う
ち
満
州
が
三
%
、
関
東

nw 
ー
州
三
一
%
、
中
国
本
土
六
七
%
と
い
う
配
分
に
な
っ
て
い
る
事
実
主
比
較
す
る
と
明
白
で
あ
る
。
日
本
の
中
国
向
け
輸
出
の
殆
ど
は

て
、
海
峡
植
民
地
で
は
三

O
年
に
、

イ
ン
ド
で
も
、
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実
は
日
本
・の
軍
事
的
影
響
下
に
あ
る
満
州
と
関
東
州
向
け
に
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
在
華
紡
の
存
在
が
あ
っ
た
に
し
ろ
、
満
州
事
変

以
来
日
本
布
は
日
々
中
国
本
土
か
ら
駆
逐
さ
れ
て
き
て
い
る
事
実
を
確
認
し
て
お
く
と
と
は
無
意
味
な
と
と
で
は
な
い
で
あ
乃
う
。

さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
上
記
の
満
州
、
関
東
州
、
中
国
本
土
は
日
本
の
統
計
で
は
後
に
は
円
プ
ロ
ッ
ク
圏
と
し
て
一
括
掲
示
さ

そ
の
規
模
は
到
底
イ
ギ
リ
ス
属
領
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
嬢
少
で

'208 

れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
綿
製
品
輸
出
市
場
に
関
す
る
限
り
、

あ
る
。

五

一
九
三
五
年
以
降
の
事
態
の
推
移

ま
ず
初
め
に
表

l
M
の
続
表
に
当
た
る
表
｜
店
を
示
す
。
本
表
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
関
し
て
は
計
上
し
て
い
な
い
が
、
表
l
u

で
は
掲
示
出
来
な
か
っ
た
多
く
の
市
場
の
状
況
を
見
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
確
認
出
来
る
乙
と
は
、
三
五
年
が
日
本
布
輸
出
高
の

最
高
年
で
以
後
漸
減
傾
向
に
あ
る
と
い
う
乙
と
、

イ
ギ
リ
ス
布
輸
出
も
停
滞
な
い
し
は
減
少
し
て
い
る
と
と
、
三
六
年
に
ヴ
ェ
ネ
ズ

エ
ラ
で
、
三
七
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
ウ
ル
グ
ア
イ
と
い
っ
た
南
米
で
日
本
布
が
イ
ギ
リ
ス
布
を
凌
駕
し
て
い
る
乙
と
、
依
然
と
し

て
南
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
そ
れ
に
計
上
し
て
い
な
い
が
カ
ナ
ダ
）
の
自
治
領
と
西
ア
フ
リ
カ
植
民

地
で
は
イ
ギ
リ
ス
布
が
市
場
を
支
配
し
て
い
る
と
と
、
キ
ュ
ー
バ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
い
っ
た
イ
ギ
リ
ス
領
で
な
い
一

部
中
南
米
諸
国
で
日
本
布
は
殆
ど
市
場
を
失
っ
て
い
る
乙
と
、
そ
し
て
小
規
模
市
場
を
も
含
め
た
多
く
の
市
場
で
日
本
布
が
イ
ギ
リ

ニ
カ
ラ
グ
ア
、

ス
布
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
て
い
る
と
と
、
等
で
あ
ろ
う
。

「
日
本
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
乙
れ
ま
で
知
ら
れ
た
と
と
の
な
い
水
準
に
ま

で
引
き
下
げ
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
地
球
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
貿
易
活
動
を
拡
大
し
、
過
去
に
西
洋
の
輸
出
諸
国
が
大
事
に
育
ん
で
来

た
禁
猟
地
で
あ
っ
た
市
場
に
侵
入
し
ぶ
ん
ど
っ
て
し
ま
っ
（
ね
」
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
う
し
た
乙
と
を
確
認
し
て
三
五
年
以
降

の
状
況
を
見
る
と
と
に
し
よ
う
。



1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

表ー15 仕向地別日英綿布輸出比絞 (miHion square yards) 

｜加年 1 1936年 1 -1937年 1 193持 I 1939年

｜日手｜日英｜日莱｜日英｜日英

中 国 288 8 388 5 375 4 304 2 46 2 

香 港 49 6 85 3 40 3 23 7 57 4 

英領東マンド 556 543 480 416 331 323 470 273 476 主97

ピ Jレ てp’ 一 一 33 33 19 41 18 

セイロン 5 29 9 32 11 28 19 18 25 16 

海峡植民地 45 26 48 30 52 47 26 35 29 26 

蘭領東インド 370 10 352 27 434 60 206 27 369 38 

フィリピン 87 3 44 3 54 3 33 3 37 2 

タ イ 70 3 72 2 71 1・80 3 83 2 

イ フ ン 41 6 8 13 9 4 17 2 81 2 

イ フ ク 67 9 45 5 57 9 54 7 92 4 

シ ア 51 6 66 5 49 4 56 4 69 4 

ア デ ン 60 4 59 4 55 ,4 41 3 63 2 

ト JIノ コ 19 15 27 12 14 15 13 13 6 7 

アメリカ 43 10 73 13 124 13 16 9 72 12 

キューパ 10 9 1 12 。17 。 6 Q. 3 
ホンジュラス 5 2 13 1 11 1 7 。18 1 
ニカラグア 4 3 2 3 2 2 1 2 。 2 
，、 イ チ 15 3 9 8 8 11 2 6 5 4 
ヨスタリカ 4 1 7 1 8 1 7 1 7 1 

’そ JI〆 ー 10 7 7 11 5 6 5 6 7 4 

チ ー 27 17 33 13 36 10 21 7 52 5 

アルゼンチン 103 134 83 116 131 127 66 91 18 123 

ウ JレグPアイ 5 11 11 11 21 1α 10 7 11 10 

ヴェネズエラ 10 24 27 23 21 23 12 15 21 19 

コロンピア 22 40 。61 。63 。29 。38 
エクアドル 13 3 6 2 9 2 2 。14 。
エジプト 164 36 106 64 50 52 21 39 37 34 

英領スーダン 65 3 63 3 77 2 79 2 60 2 

仏領ソマリコ 16 1 15 0 3 。2 。1 。
ースト

英爾領東アアフ9カ 83 8 100 6 103 5 85 5 94 3 
フリカ速 26 119 30 122 33 134 26 111 44 130 
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同到 1蜘年 即時， .時~
日英 日英日笑

英領西アフリ 8 146 6 17S 10 160 6 64 7 72 
カ
オーストラリ 87 11S 70 124 53 152 64 146 74 143 
ア
ニュージーラ 5 36 12 35 11 36 10 27 12 36 
ンド

他 共 針 2,725 1, 94S 2,710 1,917 2,644 1,921 2,181 ], 386 2,446 1,393 

出所：日本は『内外綿業年鑑』昭和12,13, 15年各版．付表。
イギリスは”AnnualStatements of the Trade of the United Kingdomヘ
1939, Vol. m. 
注：③ピルヤは1937年インドから分簸される。
③英領東アフリカの数字一一日本はケニヤ．ウガンダ．タンガニカのもの．イギリス
・は TanganykaTerritoryと Kenyaのもの，
③英領西アフリカの数字一一日本はナイジエリアとゴールド・コーストのもの．イギ
リスも GoldCoastと NigeriaIC限定した。

（

l
）

前

掲

国
ロ

σσ
曲円内
F
A
N
白
岨
骨
四
円
口
同
ロ
仏

Eaz色
町
民
芯
ロ
・
：
ノ
同
y
a・
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ω

日
本
か
ら
の
綿
布
輸
出
が
貿
易
表
に
載
ら
な
い
ほ
ど
小
さ

く
、
英
米
製
品
が
市
場
支
配
力
を
有
は
、
従
来
日
本
側
の
圧
倒
的
な
入
超

ま
ず
、

と
な
っ
て
い
る
カ
ナ
ダ
と
の
聞
に
一
九
三
五
年
報
復
関
税
問
題
が
発
生
す

る
。
も
と
も
と
カ
ナ
ダ
は
一
九

O
七
年
か
ら
英
帝
国
特
恵
、
中
間
、
一
般

の
三
段
階
税
率
を
適
用
し
て
日
本
品
は
中
間
税
率
の
適
用
を
受
け
て
い

祝
そ
れ
が
三
二
年
の
オ
タ
ワ
協
定
に
よ
っ
て
日
本
品
は
事
実
上
一
般
税

率
と
変
わ
ら
な
い
税
率
を
適
用
さ
れ
、
そ
の
上
、
為
替
低
落
国
か
ら
の
商

品
に
最
高
従
価
五
割
の
附
加
税
を
賦
課
す
る
と
い
う
三
一
年
一

O
月
に
設

定
さ
れ
た
為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
に
基
づ
き
、

一
O
O円
当
た
り
四
九
ド
ル

八
五
セ
ン
ト
を
公
定
為
替
換
算
率
と
し
て
、
現
実
為
替
相
場
の
差
額
を
日

本
品
に
課
税
す
る
処
置
が
と
ら
れ
る
。
乙
れ
に
対
し
て
一
九
三
五
年
三
月

日
本
政
府
は
為
替
補
償
と
公
定
為
替
相
場
の
撤
廃
を
カ
ナ
ダ
政
府
に
申
し

入
れ
る
が
、

カ
ナ
ダ
側
は
公
定
価
格
設
定
は
圏
内
産
業
保
護
の
た
め
で
あ

り
、
公
定
為
替
相
場
と
為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
は
日
本
の
み
に
適
用
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、
日
本
側
の
申
し
入
れ
を
拒
絶
す
る
。

ζ

の
た

め
七
月
ニ

O
日
日
本
は
カ
ナ
ダ
に
対
し
て
通
商
擁
護
法
を
発
動
し
カ
ナ
ダ



か
ら
の
輸
入
重
要
品
に
輸
入
税
五
O
%
増
徴
を
実
施
す
る
。
乙
れ
に
対
し
て
カ
ナ
ダ
は
日
本
品
に
対
し
現
行
税
の
他
に
従
価
三
三
%
守

三
分
の
一
の
附
加
税
増
徴
を
実
施
す
る
。
以
来
両
国
間
で
三
五
年
秋
か
ら
交
渉
が
開
始
さ
れ
、

日
加
貿
易
調
整
方
法
に
つ
い
て
妥
協

が
成
立
し
て
、

一
二
月
二
六
日
に
日
加
通
商
に
関
す
る
協
定
公
文
が
交
換
さ
れ
、
対
カ
ナ
ダ
報
復
関
税
が
廃
止
さ
れ
る
と
共
に
、

カ

ナ
ダ
に
輸
入
さ
れ
る
日
本
品
の
課
税
標
準
価
格
は
原
則
現
実
為
替
相
場
に
よ
る
乙
と
と
さ
れ
、
公
定
価
格
に
よ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止

税
は
殆
ど
廃
止
さ
れ
て
、
三
六
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

1930年代世界綿布市場における日芙綿業の確執

〈1
）
例
え
ば
、
一
九
三
五
｜
六
年
の
カ
ナ
ダ
の
綿
布
輸
入
は
七
万
八
千
キ
ン
タ
ル
で
、
内
イ
ギ
リ
ス
が
六
七
M
m
、
ア
メ
リ
カ
が
二
五
M
m
、
日
本

が
0
・
三
M
m
と
な
っ
て
い
る
〈
玄
g
n
r
g
g円。
z
s
g円
え
の
O
B
5
2
8
7

－aロ件。。
S
2
2
8
0『の
g
gロ
斗
同
白
色
冊
。
お
巳

saca－－
b
g
g
s

斗『白色白

g
a
E
5＝
に
よ
る
）
。

ハ
2
〉
三
二
年
オ
タ
ワ
協
定
に
よ
る
と
三
断
税
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

英

帝

国

特

恵

税

率

中

関

税

率

一

般

税

率

来
晒
布
従
価
一
七
M
m
か
一
一
封
度
二
セ
ン
ト
ニ
O
%
か
三
・
五
セ
ン
ト
二
五
M
m
か
四
セ
ン
ト

晒
布
従
価
ニ
O
M
m
か
一
封
度
ニ

c

ニ
ニ
・
五
M
m
か
三
・
五

c

二
七
・
五
%
か
四
c

染
色
布
従
価
二
ニ
・
五
%
か
一
封
度
ニ

c

二
七
・
五
M
m
か
三
・
五

c

＝
一
二
・
五
M
m
か
四
c

（

3
）
以
上
は
、
前
掲
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書
』
八
八
i
九
四
頁
、
『
内
外
綿
業
年
鑑
』
昭
和
一
O
年
版

年
版
五
四
一
｜
四
頁
に
よ
る
。

五
O
ニ
｜
六
頁
、
昭
和

今
や
日
本
に
と
っ
て
一
大
市
場
と
な
っ
た
エ
ジ
プ
ト
が
、

日
挨
貿
易
の
均
衡
と
エ
ジ
プ
ト
圏
内
工
業
の
保
護
を
理
由
と
し

。，“
て
、
三
五
年
七
月
一
八
日
突
如
＆
し
て
最
恵
国
待
遇
を
補
償
し
た
日
挨
通
商
暫
定
取
決
公
ニ
O
年
三
月
一
九
日
締
結
）
の
廃
棄
を
通
告

し
て
く
る
〈
綾
終
失
効
一
一
月
一
八
日
）
。
続
い
て
エ
ジ
プ
ト
は
勅
令
に
よ
っ
て
日
本
製
綿
糸
布
と
人
絹
布
に
対
し
て
従
価
四
割
の
為
替

補
償
説
賦
課
を
決
定
し
、
九
月
一
九
日
の
官
報
号
外
で
公
表
す
る
と
共
に
即
日
実
施
れ
記
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
商
業
会
議
所
に
よ
っ
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て
乙
の
日
本
の
競
争
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
エ
ジ
プ
ト
政
府
に
よ
っ
て
取
ら
れ
た
平
価
切
下
追
加
税
の
賦
課
は
「
日
本
の
切
り
下

げ
ら
れ
た
平
価
の
効
果
を
ス
タ
ー
リ
ン
グ
水
準
に
等
し
く
す
る
た
め
に
」
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。
当
附
加
税
の
導

212 

報
告
書
の
内
容
は

木
は
イ
ギ
リ
ス
に
派
遣
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
経
済
使
節
団
が
七
月
一
七
日
に
発
表
し
た
報
告
書
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

仙
川
割
当
制
ハ
総
輸
入
綿
布
の
内
イ
ギ
リ
ス
に
五
三
Mm、
日
本
に
一
九
%
）
の
採
用
は
価
格
騰
貴
を
も
た
・
り
し
て
エ
ジ

プ
ト
の
消
費
者
の
た
め
に
な
ら
な
い
、
同
幼
稚
産
業
を
保
護
育
成
す
る
の
は
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
義
務
で
あ
り
、

イ
ギ
リ
ス
側
も
賛
意

を
示
し
て
い
る
、

．付
為
替
低
落
固
に
対
す
る
附
加
税
の
採
用
は
公
平
な
相
殺
の
役
割
を
な
し
、
圏
内
織
物
を
保
護
し
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

《

3）

l
製
品
に
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
地
盤
強
化
の
機
会
を
与
え
、
英
挨
両
国
の
利
害
が
一
致
す
る
、
と
い
う
点
を
骨
子
と
し
て
い
る
。

（

1
）
 

（

2
）
 

〈

3
）

『
月
報
』
第
五
一
七
号
四
O
頁。

〉
・
河
・
寸
・
『
。
同
国
呂
町
・
同
Y
H
H
1
・

『
月
報
』
第
五
一
五
号
一
二
l
三
頁
。

日
挨
貿
易
協
会
が
七
月
二
六
日
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
反
省
を
求
め
、
両
国
間
の
親
善
関
係
維
持
の
た
め
に
善
処
す
る
よ
う
日
本
政
府

に
求
め
る
決
議
を
な
し
、

日
本
経
済
逮
盟
と
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
が
連
名
で
新
条
約
締
結
の
為
に
尽
力
す
る
よ
う
カ
イ
ロ
と
ア
レ

乙
の
新
た
な
事
態
に
対
し
て
働
き
か
け
を
な
す
。
ま

キ
サ
ン
ド
リ
ア
両
商
業
会
議
所
会
頭
宛
に
打
電
す
る
な
ど
（
七
月
三

O
日）、

た
、
両
国
の
交
渉
に
際
し
て
、
関
係
九
団
体
は
「
日
挨
両
国
産
業
ノ
依
存
関
係
及
ビ
貿
易
増
進
ノ
見
地
ヨ
リ
現
行
協
定
ノ
維
持
ヲ
目

標
ト
シ
テ
善
処
」
－
を
希
望
す
る
と
の
決
議
を
な
し
〈
九
月
六
日
〉
、
綿
業
中
央
協
議
会
は
、
今
度
の
交
渉
は
近
東
と
東
ア
フ
リ
カ
の
市

場
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
エ
ジ
プ
ト
の
産
業
自
身
に
と
っ
て
も
大
損
失
と
な
る
の
で
、
現
行
協
定
の
維
持
確
保
を
目
標
と
す
る
よ
う

に
と
の
意
見
書
を
関
係
大
臣
に
提
出
し
て
圧
力
を
か

mr。
新
協
定
の
た
め
の
通
商
交
渉
が
一

O
月
一
一
一
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
都
合



五
回
の
正
式
会
合
が
持
た
れ
、

そ
の
後
も
折
衝
が
な
さ
れ
る
が
、
結
局
妥
協
点
を
見
出
せ
ず
に
三
六
年
六
月
に
日
本
代
表
団
が
カ
イ

ロ
か
ら
引
き
上
げ
て
交
渉
は
決
裂
す
る
。
乙
の
為
替
補
償
税
に
よ
っ
て
対
エ
ジ
プ
ト
向
け
日
本
布
が
三
六
年
に
は
三
五
年
の
五
割
弱

減
少
し
た
と
言
わ
れ
、
三
五
年
一
二
月
に
中
国
か
ら
の
輸
入
品
に
対
し
て
も
日
本
品
と
同
一
の
賦
課
を
な
す
と
の
勅
令
が
だ
さ
れ
、

三
六
年
八
月
に
は
官
報
で
日
本
と
中
国
以
外
の
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
綿
布
と
人
絹
布
に
は
日
本
な
い
し
中
国
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で

〈

5）

日
本
布
に
対
す
る
一
一
層
の
規
制
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

な
い
と
と
を
通
聞
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
乙
と
が
公
布
さ
れ
、

1930年代世界綿布市場における日英綿業の磁執

（

1
）
『
月
報
』
第
五
一
豆
号
三

l
四
頁
。

（

2
）
関
係
九
団
体
と
は
、
日
挨
貿
易
協
会
、
日
本
綿
糸
布
阿
弗
利
加
近
東
輸
出
組
合
、
大
日
本
紡
績
連
合
会
、
日
本
綿
織
物
工
業
組
合
連
合

会
、
白
本
棉
花
同
業
会
、
輸
出
綿
糸
布
同
業
会
、
日
本
絹
人
造
絹
織
物
輸
出
組
合
連
合
会
、
日
本
莫
大
小
輸
出
組
合
、
大
日
本
陶
磁
器
輸
出
組

合
連
合
会
で
あ
る
。

〈

3
）
『
月
報
』
第
五
二
ハ
号
一
t
i
－－一頁。

「
該
交
渉
ノ
震
点
ハ
本
邦
綿
布
ノ
輸
入
問
題
ニ
ア
ル
ト
察
セ
ラ
ル
、
而
シ
テ
其
成
果
ハ
独
リ
自
挨
通
商
関
係
ニ
止
マ
ラ
ズ
、
延
テ
ハ
近
東
東

阿
弗
利
加
等
諸
市
場
ニ
対
ス
ル
綿
布
輸
出
貿
易
上
重
大
ナ
ル
関
係
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
て
：
：
：
。
万
一
．挨
及
政
府
ニ
シ
テ
本
邦
綿
布
輸
入
ニ
対
シ
何

等
カ
ノ
制
限
ヲ
行
フ
ガ
如
キ
コ
ト
ア
ラ
パ
園
内
ノ
物
価
ヲ
騰
貴
セ
シ
メ
一
般
消
費
者
ノ
不
利
益
ト
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
日
本
綿
業
者
ハ
将
来
挨
及

補
購
入
ニ
対
シ
従
来
ノ
如
キ
イ
ン
タ
レ
ス
ト
ヲ
持
タ
ナ
ク
ナ
リ
其
結
果
ハ
挨
及
産
業
ノ
全
般
ヨ
リ
見
テ
一
大
損
失
ト
ナ
ル
デ
ア
ロ
ゥ
、
挨
及
政

府
ニ
シ
テ
之
等
ノ
事
情
ヲ
認
識
シ
真
ニ
挨
及
産
業
全
般
ノ
利
害
得
失
を
考
慮
ス
ル
ナ
ラ
パ
現
行
通
商
協
定
ヲ
存
続
ス
ル
ノ
ガ
至
当
デ
ア
ル
。
故

ニ
日
挨
通
商
協
定
改
訂
ノ
交
渉
ニ
際
シ
テ
ハ
政
府
ハ
宜
シ
ク
日
挨
貿
易
ノ
大
局
的
見
地
ヨ
リ
現
行
協
定
ノ
維
持
確
保
ヲ
目
標
ト
シ
テ
折
衝
セ
ラ

レ
ン
コ
ト
を
輿
望
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
。
」

（

4
）
乙
の
会
商
に
つ
い
て
は
大
日
本
紡
績
連
合
会
『
日
竣
会
商
問
題
怠
考
資
料
』
、
『
日
挨
会
商
ニ
関
ス
ル
日
誌
』
等
が
便
利
で
あ
る
。

〈

5
）
『
内
外
綿
業
年
鑑
昭
和
一
二
年
版
』
四
五
八
｜
六

O
頁。
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(3) 

日
本
綿
業
は
ア
メ
リ
カ
綿
業
と
の
閣
の
貿
易
摩
擦
に
も
直
面
す
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
本
国
と
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
で
あ
る

214 

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
巡
っ
て
展
開
す
る
。
三
五
年
に
入
る
と
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
布
に
対
す
る
箸
戒
感
が
急
浮
上
す
る
。
例
え
ば
、
二
月

の
ア
メ
リ
カ
下
院
に
お
い
て
「
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
乃
至
中
南
米
諸
国
に
於
け
る
日
本
製
品
の
進
出
は
や
が
て
ア
メ
リ
カ
本
国
に
対
す
る

侵
入
の
前
提
」
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
、
ま
た
、
ニ
ュ

i
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
部
紡
績
関
係
者
に
よ
っ
て
、

当
面
し
つ
つ
あ
る
状
態
は
．一
九
＝
二
年
前
の
英
国
の
状
態
と
実
質
的
に
異
ら
ず
、

撃
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
」

「
目
下
米
国
の
紡
績
業
が

や
が
て
米
国
紡
績
業
も
ラ
ン
カ
シ
ャ
紡
と
同
じ
打

（

2）
 

日
本
の
綿
布
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る
事
実
上
の
輸
入
禁
止
が
大
統
領
に
要
求
さ
れ
る
。
そ
ζ

で

ア
メ
リ
カ
で
は
関
税
法
第
三
三
六
条
に
よ
る
関
税
調
査
委
員
会
の
調
査
が
開
始
さ
れ
る
に
至
る
が
、
日
本
の
対
米
輸
出
協
調
会
に
よ

る
ア
メ
リ
カ
向
け
踊
布
数
量
の
自
主
調
節
と
関
税
調
査
会
に
よ
る
対
米
輸
出
自
主
規
制
の
日
本
へ
の
懲
癌
で
、
さ
し
当
た
り
関
税
引

き
上
げ
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。

（

1
〉
『
月
報
』
第
五
一

O
号
八
九
頁
。

（

2
）
『
月
報
』
第
五
一
四
号
二
八
｜
三
一
頁
。
乙
の
紡
績
業
者
の
運
動
に
対
し
て
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
』
が
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
日
本

布
の
輸
入
は
ア
メ
リ
カ
の
生
産
高
の

0
・
七
M
m
に
す
ぎ
な
い
の
で
「
経
済
的
責
禍
」
論
は
成
り
立
た
ず
、
日
本
か
ら
購
入
す
る
額
の
二
倍
を
販

売
し
て
い
る
時
に
如
何
な
る
「
通
商
戦
争
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
た
だ
失
う
だ
け
で
、
目
下
の
情
勢
に
対
処
す
る
最
大
の
悪
政
は
日
本
ロ
聞
に
対

す
る
輸
入
禁
止
又
は
割
当
性
で
あ
ろ
う
、
と
論
評
し
て
い
る
乙
と
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（

3
）
『
月
報
』
第
五
三
一
号
二
頁
。

と
し
て
、

対
米
綿
布
輸
出
規
制
は
ア
メ
リ
カ
最
大
の
輸
出
市
場
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
始
ま
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て
は
一
九
二

O
年

代
末
ま
で
に
既
に
日
本
布
が
イ
ギ
リ
ス
布
を
圧
倒
し
て
お
り
〈
表
l
M参
照
）
、
当
市
場
で
は
日
英
で
は
な
く
日
米
間
で
の
角
逐
が
問

題
と
な
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
布
の
輸
出
は
全
種
類
合
わ
せ
て
三
二
年
八
千
八
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
三
三
年
六
千



八
百
万

s
m
、
三
四
年
四
千
三
百
万

s
m
と
著
減
し
た
の
に
対
し
、
日
本
布
は
そ
れ
ぞ
れ
二
千
一
百
万

s
m
、
二
千
四
百
万

s
m
、

六
千
四
百
万

s
m
と
著
増
し
て
、
三
四
年
に
一
挙
に
ア
メ
リ
カ
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
乙
う
し
た
事
態
に
対
応
し
て
八
月
に

ワ
シ
ン
ト
ン
で
ハ
ル
国
務
長
官
と
斎
藤
駐
米
大
使
と
で
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ
、
九
月
ニ

O
日
に
対
比
綿
織
物
輸
出
日
米
紳
士
協
定
が

成
立
し
、
向
乙
う
二
年
間
日
本
布
の
対
比
輸
出
を
四
千
五
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
自
主
規
制
す
る
乙
と
に
な
る
。
乙
れ
は
フ
ィ
リ
ピ

（

3）
 

ン
の
輸
入
量
九
千
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
日
米
で
折
半
す
る
と
い
う
乙
と
で
妥
協
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
本
協
定
は
そ
の
ま
ま
更
改

さ
れ
て
延
長
さ
れ
て
い
る
。
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（

1
）
 

（

2
〉

（

3
）
 

三
二
年
の
ア
メ
リ
カ
の
総
輸
出
三
億
七
五
百
万
ヤ
ー
ド
の
内
対
比
輸
出
は
三
分
の
一
を
し
め
て
い
る
。

『
月
報
』
第
五
一
三
号
四
ニ
｜
四
頁
付
表
に
よ
る
。

『
月
報
』
第
五
三
一
号
三
頁
。

ア
メ
リ
カ
本
国
で
は
前
述
の
関
税
調
査
会
に
よ
る
自
主
規
制
懲
想
以
来
、

日
本
布
の
一
カ
年
の
輸
入
を
三
千
六
百
万
平
方
ヤ
l
ド

見
当
に
自
制
す
る
乙
と
で
意
見
の
一
致
を
み
た
も
の
の
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
経
由
の
中
南
米
向
け
を
上
記
制
限
内
に
含
め
る
か
ど
う
か

で
折
衝
が
決
裂
す
る
。
そ
の
結
果
ア
メ
リ
カ
は
関
税
調
査
会
の
提
議
に
基
づ
き
三
六
年
五
月
二
一
日
に
現
行
輸
入
税
率
を
四
二
%
引

土
げ
る
こ
と
を
決
定
す
る
（
六
月
ニ

O
自
主
）
。
引
き
続
き
ア
メ
リ
カ
で
割
当
制
導
入
運
動
が
起
乙
り
、
日
本
側
の
不
承
不
承
の
合

意
に
よ
っ
て
、
日
米
綿
業
当
事
者
会
談
が
大
阪
で
開
始
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
三
七
年
一
月
一
五
日
か
ら
ニ
二
日
か
け
て
都
合
六
回

の
会
談
の
結
果
、
民
間
当
事
者
聞
の
自
主
的
協
定
が
成
立
し
て
「
諒
解
に
関
す
る
覚
書
」
が
二
四
日
調
印
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
協
定

割
当
が
導
入
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
そ
の
内
容
は
三
七
、
三
八
の
二
年
聞
の
日
本
綿
布
に
対
す
る
協
定
割
当
は
総
量
二
億
五
五
百
万

そ
の
内
三
七
年
分
の
割
当
は
一
億
八
千
万
平
方
ヤ
l
ド
を
超
過
し
な
い
乙
と
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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平
方
ヤ
l
ド
と
し
、



（1
）
『
内
外
線
業
年
鑑
昭
和
一
一
年
版
』
二
五
四
｜
五
頁
。
三
一
な
い
し
五
O
番
手
製
晒
布
関
税
を
従
価
三
四
な
い
し
四
三
・
五
%
へ
〈
現

行
二
三
・
八
三
な
い
し
三
0
・五
Mm〉
、
同
番
手
製
染
色
布
関
税
を
従
価
三
八
な
い
し
四
七
・
五
Mm
へ
（
現
行
ニ
六
・
八
五
な
い
し
三
三
・
五

Mm）
、
平
均
四
二
%
引
上
げ
。

（
2
〉
『
月
報
』
第
五
三
二
号

216 

一一l
二頁。

(4) 

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
！
商
業
会
議
所
が
不
満
を
表
明
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
関
し
て
、
三
四
年
八
月
の
関
税
改
正
を
機
会

に
日
豪
両
国
間
に
通
商
条
約
協
定
の
機
還
を
醸
し
、

三
五
年
二
月
か
ら
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
の
片
貿
易
（
日

本
の
大
幅
輸
入
超
過
〉
の
是
正
要
求
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
羊
毛
の
無
税
化
要
求
と
の
妥
協
点
の
見
つ
か
ら
な
い
内
に
、
ォ
l
ス
ト
ラ
リ

（

1）
 

ア
は
「
英
本
国
を
支
持
し
て
」
三
六
年
五
月
二
二
日
に
突
然
綿
布
・
人
絹
布
の
関
税
引
き
上
げ
と
綿
布
・
人
絹
布
を
含
む
八
六
品
目

（

2）
 

の
輸
入
許
可
制
を
発
表
し
て
、
二
三
日
か
ら
実
施
す
る
。
乙
れ
に
対
し
て
日
本
は
対
豪
通
商
擁
護
法
を
発
動
し
ハ
六
月
二
五
日
〉
、
羊

毛
、
小
麦
等
の
輸
入
を
阻
止
す
る
た
め
の
許
可
制
と
従
価
五
割
の
賦
課
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
新
た
に
適
用
品

目
を
追
加
拡
大
し
た
対
日
特
別
輸
入
許
可
制
を
公
布
す
る
と
共
に
、
通
商
条
約
相
は
絹
と
人
絹
を
除
い
た
許
可
対
照
品
目
の
輸
入
許

可
証
発
行
を
拒
否
す
る
ζ

と
に
決
定
し
た
と
い
わ
れ
れ
向
。
と
乙
に
至
っ
て
日
豪
通
商
問
題
は
通
商
紛
争
へ
と
転
化
し
た
・ζ

と
に
な

る
。
そ
の
後
、
八
月
に
入
っ
て
再
度
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
日
豪
会
商
が
再
開
さ
れ
、
協
定
締
結
に
達
す
る
と
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
一

二
月
二
六
日
両
国
間
で
日
豪
通
商
に
関
し
て
両
国
が
と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
通
告
文
が
交
換
さ
れ
て
、
紛
争
は
解
決
す
れ
山
。

ζ

の

通
告
文
交
換
に
よ
る
取
り
決
め
は
二
次
〈
三
八
年
七
月
〉
、
三
次
（
三
九
年
六
月
〉
と
更
新
さ
れ
る
。

ハ1
）
『
月
報
』
第
五
ニ
六
号
ニ
七
頁
。
乙
れ
は
ア
メ
リ
カ
側
の
観
察
で
あ
る
。

ハ
2
）
『
月
報
』
第
五
二
四
号
三
八
l
四
ニ
頁
。
乙
の
新
関
税
は
綿
布
に
付
い
て
い
従
価
一

O
割
か
ら
一
四
割
、
絹
布
に
つ
い
て
は
一

O
割
か

ら
四
O
割
と
い
う
禁
止
税
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
旧
税
で
は
芙
特
恵
と
一
般
の
ニ
段
で
あ
っ
た
も
の
が
英
特
恵
、
中
間
、
一



般
の
三
段
税
率
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
3
〉
『
内
外
線
業
年
鑑
昭
和
一
一
年
版
』
六
九
九
頁
。

ハ
4
〉
そ
の
主
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
日
本
は
対
豪
通
商
協
擁
護
法
を
中
止
し
、
三
八
年
六
月
末
ま
で
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
羊
毛
八
O
万

後
の
輸
入
を
許
可
し
、
三
七
年
一
月
か
ら
三
八
年
六
月
ま
で
に
綿
布
と
人
絹
布
の
輸
出
を
そ
れ
ぞ
れ
五
億
一
二
五
O
万
平
方
ヤ
1
ド
に
自
制
す

る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
七
月
八
日
の
特
別
輸
入
許
可
制
を
廃
止
し
、
現
行
中
間
税
率
を
引
き
下
げ
〈
例
え
ば
、
生
地
ば
ニ
・
五
か
ら
一
－
一
一

五
ペ
ン
ス
へ
、
晒
布
は
ニ
・
七
五
か
ら
一
・
五
ペ
ン
ス
へ
、
染
色
布
は
三
・
二
五
か
ら
二
ペ
ン
ス
へ
）
、
日
本
布
に
中
関
税
率
を
適
用
す
る
。

(5) 

そ
の
他
の
動
向
に
つ
い
て
、
ま
ず
三
六
年
六
月
二
五
日
に
対
イ
ギ
リ
ヌ
綿
布
輸
入
関
税
を
引
き
下
げ
た
イ
ン
ド
か
ら
見
る

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

一
九
三
四
年
に
調
印
さ
れ
た
目
印
通
商
条
約
の
綿
布
綿
花
付
属
議
定
舎
の
満
期
失
効
に
伴
う
改
訂
の
た
め
の
第
二
次
回
印
会
商

が
三
六
年
七
月
二
O
日
か
ら
シ
ム
ラ
の
イ
ン
ド
政
庁
で
開
始
さ
れ
る
。
上
記
条
約
に
よ
っ
て
日
本
布
の
輸
入
は
最
大
四
億
ヤ
ー
ド
を

と限
度
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
綿
布
輸
入
割
当
を
逃
れ
る
た
め
に
完
全
な
織
布
を
フ
ェ
ン
ツ
ハ
同

g
g
つ
ま
り
四
ヤ
ー
ド
未
満
の

端
切
れ
〈
曲
宮
町
二

g白
骨
宮
〉
と
し
て
日
本
布
が
大
量
に
イ
ン
ド
に
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

か
な
か
っ
た
も
の
が
三
四
年
に
は
二
千
五
五
O
万
ヤ
ー
ド
に
達
し
、
そ
れ
が
正
常
な
貿
易
行
為
に
混
乱
を
引
き
起
乙
し
て
い
る
と
批

判
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
会
商
は
主
に
日
本
布
の
割
当
数
量
維
持
、
関
税
引
き
下
げ
、
フ
ェ
ン
ツ
数
量
規
制
を
巡
っ
て
進
め

ら
れ
る
が
、
三
七
年
四
月
一
二
日
に
新
議
定
書
が
仮
調
印
さ
れ
、
一
O
月
一
二
日
に
イ
l
デ
ン
外
相
ど
吉
田
大
使
の
間
で
本
調
印
さ

れ
、
同
時
に
目
印
通
商
条
約
は
四
O
年
三
月
ま
で
効
力
延
長
さ
れ
る
。

ニ
七
頁
。
生
無
地
は
二
五
M
m
ま
た
は
四
ア
ン
ナ
A
分
の
三
を
ニ
O
M
m
ま
た
は
四
ア
ン
ナ
半
に
、
縁
付
生
地
は
ニ

一
九
二
一
年
に
は
九
万
ヤ
ー
ド
で
し

（

1
〉
『
月
報
』
第
五
二
五
号

O
%
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

ハ2）

kr
－m－吋・向。門店ωm－
H
H
u
n

－z・

る。

三
六
年
五
月
か
ら
フ
ェ
ン
ツ
に
対
す
る
課
税
は
笑
特
恵
税
率
二
五
%
、

標
準
税
率
三
五
M
m
と
さ
れ
て
い
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〈3
）
主
な
内
容
は
、
例
印
棉
一
O
O
万
俵
購
入
に
対
し
日
本
綿
布
輸
出
二
億
八
三
百
万
ヤ
ー
ド
を
原
則
と
し
、
印
棉
購
入
が
一
五
O
万
俵
に
逮

し
た
時
に
日
本
布
輸
出
を
三
億
五
八
百
万
ヤ
ー
ド
ま
で
増
加
す
る
、
同
綿
フ
ェ
ン
ツ
は
割
当
か
ら
は
除
外
さ
れ
る
が
、
日
本
の
輸
出
を
年
八
九

五
万
ヤ
ー
ド
に
制
限
し
、
輸
入
税
率
を
従
価
三
五
%
以
上
に
は
し
な
い
、
料
品
種
間
割
当
は
生
無
地
図
O
%
、
縁
付
生
地
一
三
%
、
晒
布
一
O

M
m
、
捺
染
布
ニ
O
M
m
、
反
染
布
ま
た
は
糸
染
布
一
七
M
m
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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先
に
サ
ロ
ン
輸
入
制
限
令
と
晒
織
物
輸
入
政
府
令
を
発
し
て
輸
入
制
限
を
行
っ
て
い
る
蘭
領
東
イ
ン
ド
で
は
三
五
年
一
月
二
一
日

る
綿
布
及
綿
製
品
輸
入
制
限
令
〈
二
月
二
O
日
織
物
輸
入
制
限
令
と
し
て
新
た
に
公
布
）

に
未
晒
綿
布
制
限
令
を
公
布
し
て
翌
日
か
ら
実
施
し
、
さ
ら
に
、
三
五
年
四
月
二
一
日
か
ら
反
染
、
祭
染
、
糸
染
の
染
色
布
に
関
わ

乙
れ
に
よ
っ
て
割
当

が
公
布
実
施
さ
れ
る
。

制
は
綿
布
全
体
に
及
ぶ
乙
と
に
な
る
。
乙
れ
ら
の
諸
制
限
令
は
期
限
の
度
に
更
新
さ
れ
て
、
制
限
は
継
続
さ
れ
る
。

三
四
年
に
導
入
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
で
の
輸
入
割
当
制
は
そ
の
後
も
引
き
続
き
継
続
さ
れ
る
。
乙
の
割
当
に
よ
っ
て
例
え
ば

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
け
の
日
本
製
サ
ロ
ン
は
「
九
牛
の
一
毛
」
に
も
足
り
な
い
割
当
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
二
イ
ン
チ
幅
サ

〈

l
v

ロ
ン
似
柄
篠
染
布
を
代
用
品
と
し
て
輸
出
す
る
と
と
に
な
る
が
、
と
れ
も
規
制
の
対
象
に
含
め
ら
れ
る
形
勢
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、

海
峡
植
民
地
で
は
三
八
年
度
割
当
が
決
定
さ
れ
る
に
際
し
、
三
五
年
か
ら
三
七
年
上
半
期
ま
で
の
一
商
社
の
イ
ギ
リ
ス
品
と
日
本
品

の
輸
入
実
績
を
日
英
両
国
の
輸
入
総
量
で
除
し
た
割
合
を
割
当
量
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
商
社
を
保
護
す
る
措
置
が
考
慮
さ
れ
る
。
乙
れ

は
結
局
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
製
品
を
有
利
に
す
る
と
見
ら
れ
て
い
～
ぉ
。
英
領
西
ア
フ
リ
カ
で
日
本
製
プ
ラ
シ
天
が
新
た
な
競
争
問
題
と

な
っ
た
の
に
対
応
し
て
、
植
民
地
省
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
e
コ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
で
三
八
年
七
月
か
ら
プ
ラ
シ
天
、
人
絹
プ
ラ
シ
天
に

対
す
る
割
当
再
賦
課
を
ね
ら
っ
た
輸
入
統
制
が
実
施
さ
札

U
ー
さ
ら
に
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
英
帝
国
特
恵
税
、
中
間
税
、

一
般
説
を
実
施
し
て
い
る
と
と
は
既
に
見
た
が
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
で
も
三
五
年
五
月
一
O
日
か
ら
三
段
関
税
制
同
町
8
8
Z
Bロ

《

4）

仲
間
由
民
ハ
最
低
、
中
間
、
最
高
〉
を
導
入
し
て
イ
ギ
リ
ス
本
園
、
自
治
領
を
含
む
特
定
国
を
除
い
て
最
高
税
率
を
課
す
と
と
に
な
る
。



〈l
v

『
月
報
』
第
五
三
一
号
五
七
頁
。

（
2
）
『
月
報
』
第
五
回
O
号
五
四
頁
。
な
お
、
三
五
年
か
ら
割
当
制
を
採
用
し
て
い
る
セ
イ
ロ
ン
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
三

八
年
か
ら
日
本
へ
の
割
当
量
を
増
や
し
、
そ
の
替
わ
り
三
九
年
一
O
月
に
輸
入
管
理
令
を
実
施
し
て
イ
ギ
リ
ス
帝
国
領
以
外
C
綿
布
輸
入
を
輸

入
許
可
制
と
す
る
〈
『
内
外
綿
業
年
鑑
昭
和
一
四
年
』
ニ
四
七
l
九
頁
）
。

（3
〉
〉
－MN
・1司－
F
門
店
8
・司－

H
i
t
・

〈
4
）
〉
－

m・4
「・『
O
門
店
ω
叩・唱－
M
M
Z
－

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

日
本
布
に
と
っ
て
最
新
の
市
場
で
あ
る
中
南
米
に
お
け
る
動
き
が
三
四
年
頃
か
ら
出
て
き
た
と
と
は
既
に
触
れ
た
が
、
そ
の
後
の

・

〈

1）

状
況
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
キ
ュ
ー
バ
が
三
五
年
一
月
日
本
と
の
通
商
関
係
暫
定
取
決
の
廃
棄
を
通
告
し
、
三
月
新
求
償
関
税
法

を
公
布
し
て
キ
ュ
ー
バ
産
品
購
入
が
キ
ュ
ー
バ
へ
の
輸
出
の
五
割
以
上
の
国
は
最
低
税
率
、
ニ
・
五
割
以
上
五
割
以
下
の
国
は
最
低

税
率
の
二
五
%
の
附
加
税
、
ニ
・
五
割
に
達
し
な
い
国
は
最
高
税
率
を
課
し
、
輸
出
奨
励
金
、
低
為
替
、
低
賃
金
に
よ
る
輸
入
品
に

は
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
を
賦
課
す
る
。

エ
ク
ア
ド
ル
も
三
五
年
五
月
日
本
と
の
修
好
通
商
航
海
条
約
廃
棄
を
通
告
し
、

そ
れ
に
先
だ
っ
て

貿
易
民
が
五
割
に
達
し
な
い
固
に
は
二
割
か
ら
五
割
以
下
の
関
税
増
徴
を
決
定
し
、
三
六
年
二
月
の
大
統
領
令
で
貿
易
民
を
三
割
に

日
本
布
に
関
税
五
O
%
の
増
徴
を
に
打
。

変
更
し
て
、

ハ
イ
チ
は
三
五
年
四
月
新
求
償
関
税
法
を
公
布
し
、
現
行
税
を
最
低
税
率
と

し
て
日
本
品
に
最
低
税
率
の
一
O
割
増
し
の
最
高
税
率
を
課
す
。
グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
三
六
年
の
割
増
関
税
法
に
基
づ
き
日
本
品
に
は

一
O
割
の
附
加
税
が
課
せ
ら
れ
、
三
四
年
に
求
償
関
税
法
を
制
定
し
た
サ
ル
パ
ド
ル
で
も
日
本
品
に
は
ニ
O
割
の
附
加
税
が
課
せ
ら

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
三
五
年
に
日
可
通
商
条
約
が
失
効
し
て
一
対
一
の
パ

1
タ

i
取
引
と
な
る
。
チ
リ
は
三
四
年
一
二
月
以
降

れ
る
。
日
本
か
ら
の
輸
入
に
対
し
て
は
チ
リ
産
品
の
日
本
へ
の
輸
出
手
形
を
輸
入
資
金
と
す
る
の
で
な
け
れ
ば
輸
入
を
許
可
し
な
い
措
置
を

取
っ
て
い
る
。
チ
リ
の
対
日
輸
入
の
た
め
の
為
替
の
供
給
は
乙
の
資
金
に
よ
る
わ
け
で
、

ζ

れ
は
「
日
本
ド
ル
（
守
宮
5
8
ε

＝R）」
21.9 



と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
乙
う
し
た
チ
ャ
ン
、
不
ル
を
通
し
て
日
本
布
は
イ
ギ
リ
ス
布
よ
り
も
大
き
な
シ
ェ
ア
を
享
受
し
て
い
る
と
さ

れ
る
。
三
五
年
五
月
か
ら
綿
製
品
の
国
別
輸
入
割
当
制
を
実
施
し
て
き
た
ペ
ル

l
は
日
本
と
の
通
商
条
約
失
効
を
期
に
日
秘
交
渉
に
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よ
っ
て
三
六
年
よ
り
日
本
側
が
年
六
一
万
二
七
百
キ
ロ
に
自
制
す
る
と
と
に
な
る
。
三
六
年
一

O
月
に
ペ
ル
！
と
の
通
商
協
定
を
締

（

4）
 

結
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
日
本
に
対
し
て
関
税
特
権
を
得
る
が
、
目
、秘
の
紳
士
協
定
に
よ
っ
て
日
本
は
逆
に
綿
布
輸
出
を
増
加
さ
せ
、
ィ

（

5｝
 

ギ
リ
ス
の
特
権
は
小
さ
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
最
後
に
中
南
米
最
大
の
日
本
布
輸
入
国
で
あ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
輸
入
の
六
割
の

為
替
決
済
を
許
可
し
、
そ
れ
以
上
の
決
済
に
は
自
由
為
替
の
入
手
を
必
要
と
し
、
し
か
も
公
定
為
替
と
自
由
為
替
の
聞
に
常
に
二
割

の
差
を
設
け
る
為
替
規
制
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
綿
製
品
は
予
約
輸
入
許
可
制
を
と
り
、
事
前
許
可
な
し
に
は
－ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ

の
輸
出
は
不
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
園
、
輸
出
補
助
金
支
給
国
と
し
て
告
発
し
て
い
る
日

（

6
V
 

本
と
イ
タ
リ
ア
の
製
品
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

（

1
〉
以
下
の
叙
述
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
月
報
』
第
五
三
二
号
六
七
｜
八
二
頁
に
よ
る
。

（

2
〉
乙
れ
に
よ
っ
て
エ
ク
ア
ド
ル
で
は
イ
ギ
リ
ス
布
は
日
本
布
と
少
な
く
と
も
同
じ
条
件
で
競
争
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
ハ
〉
・

河・、円・向。円

5
8・司
－
M
M
Z
・）。

〈

3〉

k
p
・河・吋・向。『

Z
8・
唱－
M
M
n
z
・

ハ4
〉
〉
・
悶
・
、
『
・
向
。
『
冨
ω申・喝－
M
M
－

ハ5
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g
u
N
匂－
M
岡山・

ハ6
〉
〉
－m－吋
・
同O
同

za・唱－
M
M
E
－－



お
わ
り
に

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
一
九
三

0
年
代
の
恐
慌
に
続
く
世
界
的
な
長
期
不
況
の
下
で
、
日
本
布
は
低
生
産
費
と
為
替
安
に
よ
っ
て

イ
ギ
リ
ス
綿
布
が
支
配
し
て
い
た
市
場
に
ま
さ
に
自
由
貿
易
主
義
的
ピ
ヘ
イ
ヴ
ィ
ア

1
で
進
出
し
、
世
界
市
場
で
イ
ギ
リ
ス
布
を
凌

そ
れ
が
結
局
は
イ
ギ
リ
ス
属
領
市
場
・の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
自
国
産
業
保
護
を
目
指
す
市
場
で
も
、
輸
入
割
当

制
、
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
関
税
、
差
別
関
税
あ
る
い
は
輸
出
自
主
規
制
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
、

鴛
し
て
い
く
が
ー

一
九
三
五
年
を
ピ

l
ク
に
日
本
布
の

1930年代世界綿布市場における日英綿業の確執

輸
出
高
は
減
少
に
向
か
っ
て
い
く
。
実
際
乙
う
し
た
環
境
の
中
で
直
接
的
に
は
英
領
東
ア
フ
リ
カ
に
関
し
て
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

《

1）

が、

J4
8
g
g
n
O
B
E
E
s
z
g
z
z
a閉
店
出
町
と
報
告
さ
れ
る
事
態
と
な
る
。

ハ
1
）

宮
g
n
V
2
5円
。

zsv市町
O
向
。
。
目
白
血
円
n
p
E冨
O
口同

r
q
M
U
n
o丘
三

2
2
H
S－－

H
B∞1
・司・日白・

し
か
し
、
皮
肉
な
乙
と
に
日
本
綿
業
の
輸
出
に
真
に
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
の
は
実
は
圏
内
に
発
生
し
た
問
題
で
あ
っ
た

乙
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
民
間
必
需
品
生
産
、
輸
出
産
業
に
対
す
る
統
制
で
あ
る
。

一
九
一
三
年
九
月
の
満
州
事
変

以
降
日
本
は
準
戦
時
体
制
に
入
る
が
、

ζ

の
年
の
一
二
月
に
強
制
カ
ル
テ
ル
立
法
で
あ
る
重
要
産
業
統
制
法
〈
四
月
公
布
〉
に
よ
っ

て
綿
糸
紡
績
業
が
重
要
産
業
に
指
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
制
限
的
影
響
は
な
い
。
国
際
連
盟
脱
退
（
一
－
三
年
）
、
ニ
・
二
六
事
件

〈
三
六
年
）
を
経
る
中
で
軍
国
主
義
が
急
調
化
し
、
経
済
の
軍
事
化
が
強
行
さ
れ
て
い
く
乙
と
に
な
る
。
三
七
年
一
月
に
輸
入
為
替

許
可
制
が
公
布
さ
れ
て
、
軍
需
産
業
の
原
材
料
輸
入
に
優
先
的
に
為
筈
が
振
り
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
七
月
の
本
格

的
な
貝
中
戦
争
の
開
始
に
よ
る
戦
時
経
済
突
入
と
同
時
に
臨
時
資
金
調
整
法
（
九
月
）
、
臨
時
輸
出
入
許
可
規
則
ハ
一

O
月
）
が
公
布
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さ
れ
て
、
資
金
と
原
料
輸
入
が
軍
需
産
業
へ
と
集
中
さ
れ
、

乙
れ
と
は
逆
に
綿
業
の
基
本
原
料
で
あ
る
棉
花
の
輸
入
が
制
限
さ
れ
て



い
く
と
と
に
な
る
。
世
界
綿
布
市
場
を
席
捲
し
た
日
本
綿
布
は
今
や
圏
内
消
費
を
抑
制
さ
れ
て
、
軍
需
産
業
用
資
材
輸
入
の
た
め
の

外
貨
獲
得
産
業
と
し
て
の
み
存
続
を
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
戦
時
経
済
体
制
の
下
で
日

本
綿
業
は
死
命
を
制
せ
ら
れ
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
の
一
綿
業
当
事
者
の
苦
渋
に
満
ち
た
言
は
日
本
綿
業
の
最
後
の
叫
び
で

222 

あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
多
年
自
由
主
義
の
温
床
の
内
に
思
ふ
ま
ま
に
蹟
足
を
伸
し
て
来
た
我
綿
業
は
今
や
愈
々
強
化
さ
れ
る
統
制
の
重
圧
の
下
に
根
本

か
ら
其
メ
タ
モ
ル
フ
ォ

1
シ
ス
を
行
は
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
置
か
れ
る
に
至
っ
た
。
：
：
：
抑
々
我
綿
業
が
短
時
日
の
聞
に
能
く
先

進
英
国
を
凌
駕
し
て
驚
異
す
可
き
発
展
を
逐
げ
、
外
に
世
界
制
覇
の
輝
し
き
栄
冠
を
獲
得
し
、
内
に
我
狼
幹
産
業
の
雄
と
し
て
重
き

を
な
す
に
至
っ
た
所
以
は
全
く
其
自
・
自
主
義
的
基
調
に
よ
る
経
営
に
基
く
も
の
で
あ
っ
た
。
：
：
：
然
る
に
戦
時
経
済
へ
の
突
入
は
我

綿
業
の
生
命
た
る
可
き
原
棉
供
給
の
自
由
を
奪
っ
て
了
っ
た
。
：
：
：
平
和
産
業
が
寛
に
戦
時
と
両
立
せ
ざ
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
今

後
の
我
綿
業
の
苦
悩
は
一
層
深
刻
と
な
る
可
く
、
我
綿
業
は
か
か
る
新
情
勢
に
適
応
じ
た
方
策
を
樹
て
、
統
制
に
よ
っ
て
綿
業
を
萎

縮
せ
し
め
で
は
な
ら
な
い
。
」

ハ
1
）

『
月
報
』
第
五
四
二
号

一
八
｜
ニ
ニ
頁
。

ハ
本
稀
な
ら
び
に
前
掲
拙
稿
「
戦
間
期
世
界
綿
布
市
場
ri
－
－
－
」
で
利
用
し
た
資
料
に
関
し
て
、
閲
覧
の
便
宜
を
計
っ
て
く
れ
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

商
業
会
議
所
と
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
1
大
学
図
書
館
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
市
立
中
央
図
書
館
、
専
修
大
学
図
書
館
の
各
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
、
日
本
紡

績
協
会
図
書
部
の
町
田
氏
に
感
謝
し
た
い
。
）

一
九
九
二
・
一

0
・
ニ
六




